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Ⅰ  本宮市の市章等 

   

１  市章（平成１９年１月１日制定） 

 

本宮市の頭文字「も」をモチーフにデザイン化。 

「豊かな自然（水・緑・川）」「飛翔する鳥」「合併の２町村」

をイメージすると共に未来に向かって飛躍・発展する新市を力

強くシンボライズしています。 

 

 

２  市の花、木、鳥（平成１９年５月９日制定） 

市の花：ぼたん（ 牡丹 ） 

ボタン科に属する落葉低木。中国原産。その花の美しさから

“百花の王”とも呼ばれ、観賞用や漢方薬として古くから栽培

されてきました。「ぼたん」は多くの人々に愛され親しまれて

きた当地方を代表する花であることから、本宮市のシンボルに

ふさわしい花といえます。本宮市が百花の王「ぼたん」のよう

に未来に向かって咲き続けることを願うものです。 

 

市の木：まゆみ（ 檀 ） 

ニシキギ科の落葉小高木。初夏に淡緑色の小花を多数つけ、

秋には赤い果実が見られます。「まゆみ」は当地方に多数自生

しており、万葉集の東歌（アズマウタ）には「陸奥の安太多良

真弓」（ミチノクノアダタラマユミ）と詠まれた歌が二首あり、

古今和歌集にも「みちのくの安達の真弓」と読まれています。

また、「まゆみ」は春の芽吹きから秋の紅葉まで、人々の心に

親しみを与える木であり、本宮市のシンボルにふさわしい樹木 

といえます。当地方の「まゆみ」は、奈良時代から都の人々まで知られており、今日、市

の木としてクローズアップされることは、文化の伝承という点からみても意義あるものと

いえます。 

 

市の鳥：うぐいす（鶯） 

    ウグイス科に属する体長１５ｃｍ程度の小鳥。日本のほぼ全

土に分布する漂鳥で、夏は山地に近い林間に住み、冬は人里近

くに移ります。平地で鳴き始める季節が早春であることから、

春告鳥（ハルツゲドリ）の別名があります。市内全域に生息し、

その愛らしい鳴き声で古くから市民に親しまれていることか

ら、本宮市にふさわしい鳥といえます。「うぐいす」の明るく

元気なさえずりは、本宮市を象徴するかのようで、人々の心を

なごませてくれます。 
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３  本宮市民憲章（平成２６年１月１日制定） 

 

（前文） 

わたくしたちは、美しい安達太良山を望み、阿武隈川の豊かな流れにはぐくまれ、

歴史と伝統を受け継ぎ、未来に大きな夢を抱いて躍進する本宮市の市民です。 

 わたくしたちは、本宮市民であることに誇りと責任を持って、新しい文化を創造し、

自然と共に生きる住みよいもとみやをつくるために、ここに市民憲章を定めます。 

 

（本文） 

 １．水と緑を大切にするもとみやをつくります。 

 ２．支えあいの輪が広がるもとみやをつくります。 

 ３．豊かな文化をはぐくむもとみやをつくります。 

 ４．子どもが健やかに育つもとみやをつくります。 

 ５．元気に働き、夢を実現するもとみやをつくります。 

 

 

 

４  本宮市民の歌（平成２６年７月１日制定） 

 

みずいろのまち 

 

作 詞 ： 石 原 一 輝 

補作詞 ： 本宮市市民憲章及び市民の歌検討委員会 

作 曲 ： YUKIYOSHI 

 

１．安達太良
あ だ た ら

山
やま

の 朝
あさ

の日
ひ

に あかるい希望
きぼう

が 湧
わ

いてくる 

ゆたかな自然
しぜん

に いだかれて 笑顔
えがお

あふれる もとみやは 

みんなの 心
こころ

を むすぶまち 

 

２．阿武
あ ぶ

隈 川
くまがわ

の きよき水
みず

 うるおす恵
めぐ

みも あたたかい 

あらたな息吹
いぶき

が しあわせと 生命
いのち

はぐくむ もとみやは 

みんなが明日
あした

を めざすまち 

 

３．文化
ぶんか

の花
はな

が 虹
にじ

と咲
さ

き ふれあう人
ひと

の和
わ

 羽
は

ばたいて 

かさねる歴史
れきし

も ほこらしく 未来
みらい

かがやく もとみやは 

みんなの 喜
よろこ

び はずむまち 
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Ⅱ 本宮市の概況 

 

１ 本宮市のあゆみ 

平成 19年 1月 1日、合併新法（市町村の合併の特例等に関する法律）のもと本宮町と白沢

村の廃置分合により、県内 13番目の市となる「本宮市」が誕生しました。 

もとより 2町村は、安達地方南部の南達地域と呼ばれる地理的関係から生活圏を同じくし、

地縁的なつながりも深く、古くから様々な面において盛んに交流が行われていました。 

本宮町は、古くから奥州街道の宿場町として栄えてきた町です。昭和 29年 3月本宮町・荒

井村・青田村・仁井田村の 1町 3村が合併し、翌 30年 4月和木沢村の一部（高木・糠沢の一

部）が、さらに昭和 31年 4月に岩根村が合併しています。以来、南達地域の産業・経済・交

通の中心地として発展してきました。 

白沢村は、昭和 30年 4月、和木沢村（高木・糠沢の一部は本宮町に合併）と白岩村の合併

により「白沢村」が形成され、主に米や畜産などの農業を中心に発展し、それぞれに古い歴

史と伝統があります。 

 

２ 位置と地勢 

本宮市は、福島県のほぼ中央に位置し、北は二本松市・大玉村、南と西は郡山市、東は三

春町に接しています。 

市の中央部を北流する阿武隈川をはじめ、その支流である五百川、安達太良川、白岩川、

仲川などの多くの河川が流れるほか、東部には阿武隈山系の岩角山、高松山、岳山などの山

並みや丘陵地、西部には安達太良山から連なる大名倉山を中心とした山並みを有しており、

水と緑の豊かな自然に恵まれています。 

気候は、太平洋岸の表日本気候に属しますが、阿武隈山系の背後地に位置することから年

間を通じて比較的温暖で、平均年間気温12.8℃、平均年間降水量1149.2ミリメートルとなっ

ています。（福島地方気象台 二本松観測所 2012～2021） 

市域の広がりは、東西17.9km、南北9.7 kmで、総面積は88.02 k㎡となります。 

 

■土地の地目別面積                     令和4年1月1日現在 

区分 田 畑 山林 原野 雑種地 宅地 その他 計 

面 積 

（ｋ㎡） 
18.30 12.07 27.20 1.12 3.82 8.35 17.16 88.02 

構成比 20.79% 13.71% 30.90% 1.27% 4.34% 9.49% 19.50% 100.0% 

 （資料：固定資産概要調書） 
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３  人口及び世帯数                  令和 4年 5月 31日現在 

        区分 

地区名 

人    口 （人） 
世帯数（戸） 

男 女 計 

本     宮 ４，９１６ ５，１０６ １０，０２２ ４，１５３ 

青     田 ７１９ ７４４ １，４６３ ５５４ 

荒     井 ９５３ ９６５ １，９１８ ７８４ 

仁  井  田 １，１５９ １，０８７ ２，２４６ ８９３ 

高     木 １，７２６ １，７２５ ３，４５１ １，３３３ 

岩根・関下 １，８３８ １，７８４ ３，６２２ １，１３２ 

和   田 ７４７ ８０２ １，５４９ ５１３ 

糠   沢 １，２６７ １，３０１ ２，５６８ ８５０ 

白   岩 ７６１ ７７７ １，５３８ ４９８ 

長   屋 ３０２ ３２１ ６２３ １６８ 

稲   沢 ３３６ ３４２ ６７８ ２１１ 

松   沢 １５３ １４９ ３０２ １０２ 

 計 １４，８７７ １５，１０３ ２９，９８０ １１，１９１ 

（資料：住民基本台帳人口） 

 （過去１０年の現住人口及び世帯数の推移） 

区 分 
人    口 （人） 

世帯数（戸） 
男 女 計 

Ｈ２４.４．１ １５，０８６ １５，８６３ ３０，９４９ ９，５８８ 

Ｈ２５.４．１ １５，０３７ １５，６９６ ３０，７３３ ９，６６５ 

Ｈ２６.４．１ １５，００７ １５，５５０ ３０，５５７ ９，７４０ 

Ｈ２７.４．１ １４，９８５ １５，４６７ ３０，４５２ ９，８８８ 

Ｈ２８.４．１ １５，１４１ １５，６２５ ３０，７６６ １０，０８８ 

Ｈ２９.４．１ １５，１４４ １５，６０９ ３０，７５３ １０，２６８ 

Ｈ３０.４．１ １５，１１３ １５，５１６ ３０，６２９ １０，４４８ 

Ｈ３１.４．１ １５，０８７ １５，４４５ ３０，５３２ １０，５８６ 

 Ｒ２.４．１ １４，９７４ １５，３２１ ３０，２９５ １０，６７７ 

 Ｒ３.４．１ １４，９７１ １５，１７３ ３０，１４４ １０，６３７ 

 Ｒ４.４．１ １４，９３７ １５，０８８ ３０，０２５ １０，７６６ 

（資料：現住人口及び世帯数） 
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Ⅲ 本宮市教育委員会 

 

 １ 教育委員会の構成 

 

         

         松井教育長             谷 委 員 

                        （教育長職務代理者） 

 

 

     

    渡 辺 委 員         古 宮 委 員         遠 藤 委 員 

 

 

 

職   名 氏   名 任     期 

教 育 長 松 井 義 孝 令和 ３ 年 ４ 月 １日 ～ 令和 ６ 年 ３ 月３１日 

職務代理者 谷   明 子 令和 ３ 年 ３ 月２７日 ～ 令和 ７ 年 ３ 月２６日 

委   員 渡 辺 俊 之 令和 ４ 年 ３ 月２７日 ～ 令和 ８ 年 ３ 月２６日 

委   員 古 宮 博 文 平成３１年 ４ 月 １日 ～ 令和 ５ 年 ３ 月３１日 

委   員 遠 藤 傳一郎 令和 ２ 年 ３ 月２７日 ～ 令和 ６ 年 ３ 月２６日 
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稲沢分館

松沢分館

岩根地区公民館

白沢保育所

教
　
育
　
長

長屋分館

まゆみ保育所

青田地区公民館

荒井地区公民館

仁井田地区公民館

高木地区公民館

和田分館

糠沢分館

白岩分館

たかぎ保育所

糠沢幼稚園
教
育
委
員
会

白沢体育館

白沢B&G海洋センター

しらさわグリーンパーク

教
　
育
　
部

総合体育館

市民プール

白沢公民館

しらさわ夢図書館

交流推進係

国
際
交
流
課

中央公民館

勤労青少年ホーム

サンライズもとみや

歴史民俗資料館

幼保教育係

白沢シルバースポーツセンター

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

白沢ふれあい文化ホール

しらさわカルチャーセンター

教育施設係

教
育
総
務
課

幼
保
学
校
課

学校教育係

白岩小学校

本宮第一中学校

本宮第二中学校

岩根幼稚園

和田幼稚園

白岩幼稚園

五百川幼保総合施設

みずいろ保育所

白沢中学校

和田小学校

２　教育委員会組織図

本宮小学校

本宮まゆみ小学校

五百川小学校

岩根小学校

糠沢小学校

総務係
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15,625,000 千円

2,924,528 千円

1,968,078 千円

938,617 千円

7,311 千円

10,522 千円

項 目 予算額(千円) 備考

10.教育費 1.教育総務費 391,622
1.教育委員会費 2,173 1 細目

2.教育総務管理費 200,660 6 細目

3.学校教育費 144,282 5 細目

4.退職年金費 28,102 1 細目

5.放射能対策費 16,405 1 細目

2.小学校費 189,097
1.学校管理費 125,774 3 細目

2.教育振興費 63,323 2 細目

3.中学校費 116,248
1.学校管理費 64,848 4 細目

2.教育振興費 51,400 2 細目

4.幼稚園費 229,257
1.幼稚園費 229,257 8 細目

5.社会教育費 681,920
1.社会教育総務費 201,052 9 細目

2.社会教育振興費 1,188 1 細目

3.文化芸術費 9,012 3 細目

4.ふれあい文化ホール費 16,287 2 細目

5.公民館費 393,837 2 細目

6.図書館費 50,716 2 細目

7.文化財保護費 1,161 1 細目

8.歴史民俗資料館費 8,667 1 細目

6.保健体育費 359,934
1.保健体育総務費 37,600 5 細目

2.体育施設費 130,447 15 細目

3.学校給食費 191,887 1 細目

1,968,078
3.民生費 1.社会福祉費 5,644

7.放射能対策費 5,644 1 細目

2.児童福祉費 932,973
1.児童福祉総務費 122,851 7 細目

3.保育所費 800,941 5 細目

4.児童福祉施設費 9,181 1 細目

938,617
5.労働費 1.労働諸費 7,311

2.勤労青少年ホーム費 7,311 1 細目

7,311
11.災害復旧費 10,522

1.民生施設災害復旧費 10,522 1 細目

10,522

３　令和４年度 教育関連予算

（１）一般会計予算　総額

（２）うち教育関連予算 82.58 % （前年度比）

（10款 教育費） 112.66 % （前年度比）

（３款 民生費） 90.60 % （前年度比）

（５款 労働費） 88.77 % （前年度比）

（11款 災害復旧費） 1.40 % （前年度比）

款

教　育　費　計

民　生　費　計

労　働　費　計

3.厚生労働施設災害復旧費

災 害 復 旧 費 計
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Ⅲ 本宮市教育委員会重点施策 

 
 １ 本宮市第２次総合計画 基本構想（平成 31年～令和 10年度） 

 

１ 将来像 ～目指す都市（まち）の姿～ 

 

 

   将来像は、本宮市が実現すべき姿を示すものであり、今後のまちづくりの象徴となるものです。 

   第２次総合計画では、「笑顔」、「人」、「地域」の３つをキーワードとし、「本宮市に住む人々

や訪れる人々の『笑顔』があふれ、『人』や『地域』がいきいきと輝いている。」将来の姿を目指し

ます。 

２ 基本目標 ～大切にする視点～ 

   将来像を実現するため、「大切にする視点」を３つの基本目標として、計画に沿って「住みよさ維

持・向上」の取組を推進していきます。 

 基本目標１ 人を育み 地域を創る 未来へ夢ふくらむまち 

       全ての分野において子どもを産み育てやすい環境づくりや人材の育成・確保などを重視

し、「人を育み、地域を創る、未来へ夢ふくらむまち」を目指します。 

 基本目標２ いつまでも健康・豊かで 活力と賑わいにあふれるまち 

       健康づくりや安心して医療や福祉のサービスを受けられる体制づくり、賑わいや生きがい

につながる雇用の確保や新規産業の創出、産業経済の活性化により、「いつまでも健康・豊

かで、活力と賑わいにあふれるまち」を目指します。 

 基本目標３ 自然と人の暮らしが調和する 安全・安心で快適なまち 

       自然環境保全や防災に対する意識の醸成、風評払拭に向けた市内外への安全の発信、人々

が暮らしやすい都市基盤の形成や仕組みづくりを行い、「自然と人の暮らしが調和する安

全・安心で快適なまち」を目指します。 

３ 重点プロジェクト 

   将来像の実現と基本目標の達成を図るため、３つのテーマを掲げ、重点的に対策を講じるものとし

ます。 

① 次世代を育てる 

輝く未来の創造に向けて、少子化対策、社会の変化に対応しうる人材の育成や地域の担い手の確保

など、将来を担っていく子どもや若者の育成に重点的に取り組みます。 

② 暮らしの安心を守る 

生活するにあたり基本的な要素となる健康、福祉、身の安全、交通手段、良好な環境の継続的・安

定的な確保など、誰もが本宮市で安心して暮らし続けることのできる仕組みづくりを行います。 

③ 賑わいを生み出す 

産業、人の流れ、情報を有機的に連動させ経済効果を高めるとともに、定住・交流人口の増加につ

なげるなど、人・モノ・お金・情報の好循環を促す仕組みづくりを行い、持続可能な賑わいを創出し

ます。 

『笑顔』あふれる『人』と『地域』が輝くまち もとみや  
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４ 分野別の取組 

将来像の実現を支える基本目標を達成するため、５つの政策分野（「子育て・教育」「健康・医療・福

祉」、「経済・産業・仕事」、「生活環境・都市基盤」、「市民・行政活動」）ごとに基本施策と施策の

柱を定め、体系的に計画を推進します。 

【分野１】子育て・教育  

 ◆子育て・結婚：子育て・結婚を希望する誰もがその喜びを実感し、未来を担う次世代が育まれて 

           いるまち 

◆学 校 教 育：子どもたちが意欲をもって学び、元気でたくましく希望と可能性に満ちているまち 

◆生 涯 学 習：誰もがいつでも生きがいをもって、意欲的に学習しているまち 

◆ス ポ ー ツ：誰もがいつでも健康的にスポーツを楽しんでいるまち 

◆歴史・文化・芸術：世代を超えて受け継がれてきた歴史や文化が大切にされ活用されているまち 

【分野２】健康・医療・福祉  

◆健 康 ・ 医 療：誰もが健康づくりに取り組み、自分らしく元気で健やかに暮らしているまち 

◆高 齢 者 福 祉：高齢者が生きがいを実感し、地域で元気に暮らしているまち 

◆障がい者福祉：障がいによることなく、誰もが生きがいをもって安心して暮らしているまち 

◆地 域 福 祉：共に支え合う仕組みがあり、みんなが助け合いながら安心して暮らしているまち 

◆保健福祉環境：健康づくりの環境が充実していて、誰もがいきいきしているまち 

【分野３】経済・産業・仕事  

 ◆農 林 業：農林業が魅力と活力にあふれ、次世代へ継承される持続可能なまち 

 ◆商 工 業：商工業が盛んで経済活力と賑わいがあり、地域の特性が輝いているまち 

 ◆雇 用 対 策：若者をはじめ誰もが仕事に対して希望とやりがいを持って働いているまち 

 ◆観光・交流・にぎわい創出：地域の資源が生かされ、多くの人々が行き交い賑わいと活力にあふれているまち 

【分野４】生活環境・都市基盤  

 ◆環境保全・エネルギー：みんなが環境に配慮し、安全で美しい自然環境と人の暮らしとが共生しているまち 

 ◆防 災 ・ 減 災：みんなの防災意識が高く、日ごろの備えと対応力がある安全なまち 

 ◆生 活 安 全：事件や事故がなく、誰もが安全・安心な生活を送っているまち 

 ◆都市機能・住環境・土地利用：安全・安心・便利で、景観豊かな都市機能を備えているまち 

 ◆道路・公共交通：交通網が整っていて、誰もが安全・安心・快適に出かけることができるまち 

 ◆上下水道・雨水排水路：安全・安心・快適に、豊かな水と人の暮らしが共存しているまち 

【分野５】市民・行政活動  

 ◆市 民 活 動：市民や地域がまちづくりの主役として、生きがいをもって活躍しているまち 

◆人権・男女共同：誰もが人権を尊重し合い、平等にいきいきと生活しているまち 

◆都市交流・国際交流・多文化共生：市民や地域がグローバル感覚に優れ、国内外に開かれた可能性の広がるまち 

 ◆情 報 通 信：ICTが様々な分野で快適に有効活用されているまち 

 ◆公 共 施 設：施設が安全で利用しやすく有効活用され、将来を見据えた管理がされているまち 

 ◆広 域 等 連 携：近隣自治体や大学・関係機関等と効果的に連携がとられているまち 

 ◆行 政 活 動：市民の目線で、効果的・効率的かつ将来を見据えた行政運営が行われているまち 
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２ 教育委員会重点施策（令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本宮市第２次総合計画 

将来像 ～目指す都市（まち）の姿～ 

『笑顔』あふれる 

『人』と『地域』が輝くまち もとみや 

基本目標 ～大切にする視点～ 教育分野における施策  

安 全 で 安 心

し て 学 べ る

教 育 環 境 の

確保 

 

人を育み 

地域を創る 

未来へ夢ふくらむまち 

いつまでも健康・豊かで 

活力と賑わいに 

あふれるまち 

自然と人の暮らしが 

調和する 

安全・安心で快適なまち 

未 来 を 創 造

し、生きがい

につながる 

生 涯 学 習 へ

の支援 

子 ど も の よ

さ や 可 能 性

を広げる 

学 校 教 育 の

充実 

子 ど も の 主

体 性 を 育 て

る 幼 児 教 育

の充実 

 

 

１－１ 

子育て・結婚 

 

 

１－２ 

学校教育 

 

 

１－３ 

生涯学習 

 

 

１－４ 

スポーツ 

 

 

１－５ 

歴史・文化・芸術 

 

 

 

 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 
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目指す子ども像「自分のよさや可能性を発見し、夢に向かう力が強い子ども」  

目 指 す大 人 像「地域に果たす自分の役割を自覚して、生き生きと励む大人」 

           

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

           

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

          

                                                                      

 

 

 

   ※ ( )内の数字は、「本宮市第２次総合計画」との対照を表しています。  

施策の基本方針 

１ 人とのかかわりを通した豊かな心の育成(1-1-1)   

２ 体を動かす遊びを通した健やかな体の育成(1-1-1) 

３ 一人一人の育ちにあった教育・保育の推進(1-1-1) 

４ 地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援事業の充実(1-1-1・2) 

１ 自他のよさを認め合い、共によりよく生きる力の育成(1-2-2)  

２ 未来を切り拓く資質・能力の育成(1-2-1) 

３ 心身の健全な成長を目指す教育の推進(1-2-3) 

４ 特別な支援を要する児童生徒のニーズに寄り添った支援(1-2-4) 

５ 地域とつながりながら、真の復興の担い手を育てる特色ある教育の推進(1-2-5) 

６ 信頼され、地域とともにある、魅力ある学校づくり(1-2-5) 

７ 豊かな心や人間性、教養、創造力を育む読書活動の推進(1-2-2) 

１ 共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進(1-3-1) 

４ 学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実(1-3-1・2・4)   

３ 「本と友だちになれるまち もとみや」を目指した活動の推進(1-3-3) 

２ 健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進(1-4-1・2)  

５ 文化や芸術に親しみ活動する機会の充実(1-5-１)   

６ 歴史と文化の継承と発信(1-5-2)   

１ 安全な教育施設整備(1-2-6、1-3-4) 

２ 安全・安心な教育環境の確保(1-2-6)   

本宮市教育振興基本計画 

基本理念   笑顔あふれる共育のまち もとみや  

～ 夢・生きがいを持ち、共に育み、共に育つ教育を目指して ～ 

 
 

７ 都市間・多文化等交流の推進(1-3-4)   
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Ⅱ  各 施 策 の 方 向 と 主 な 取 り 組 み 
 

 

この重点施策は、「本宮市第２次総合計画」に示す本宮市の将来像「『笑顔』あふれる 
『人』と『地域』が輝くまち もとみや」の実現及び本宮市教育振興基本計画における施
策の展開に向け、施策の方向と主な取り組みを定めます。 

 

 

 

 □ 施策の方向 

(1) 遊びの中で好奇心や探究心、思考力の芽生えを培います。 

(2)  集団生活での人とのかかわりを通じて、規範意識や道徳性の芽生えを促進し、生

きる力の基礎を培います。 

(3) 読書活動を推進します。 

(4) 日本古来の行事や遊びの伝承を推進します。 

   

  

  

  

  

 

 

                    

□ 施策の方向 

(1)  幼児一人一人が健康、安全について関心を持ち、自分から健康な生活を営むことの

できる能力や態度を育成します。 

(2)  幼児の体力や運動能力を高める活動を積極的に推進します。 

(3)  幼児一人一人の健全な心身の基礎を培うため、基本的な生活習慣や生活リズムの 

自立を促します。 

 

 

  

 

 

 

施策１  人とのかかわりを通した豊かな心の育成  

施策２  体を動かす遊びを通した健やかな体の育成 

基本目標１  子どもの主体性を育てる幼児教育の充実 

□ 主な取り組み 

(1) あいさつができる子どもの育成 

 (2) 探究心や好奇心の育成 

(3) 人とかかわる力の育成 

(4) 読書活動を通した保育環境づくりの推進 

(5)  様々な生活体験の推進 

 (6)  家庭教育支援の推進 

□ 主な取り組み 

(1) 本宮市幼保共通カリキュラムによる保育内容の充実 

(2) 健康づくり推進事業 

(3) 食育・食物アレルギーに関する研修会等の実施 

  (4) 生活リズム定着の促進  
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□ 施策の方向 

(1)  幼児の主体的な活動を促し、幼児一人一人の発達の過程に応じ「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を考慮した指導計画を作成します。 

(2)  教員や保育士の研修を充実させ、保育の質の向上に努めます。 

  

  

 

 

 

□ 施策の方向 

(1) 多様なニーズに応じた子育て支援事業の拡充と充実した子育て環境の提供に努めま

す。 

(2) 待機児童解消及び軽減に努めます。 

(3) 在宅の子育て世帯に対する支援体制をさらに充実させていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 主な取り組み 

(1) 特別支援教育支援員配置事業 

 (2)  保育の質の向上と小学校等との連携事業の充実 

施策３  一人一人の育ちにあった教育・保育の推進 

□ 主な取り組み 

(1) 預かり保育事業 

  (2) 一時保育事業 

  (3) 延⾧保育事業 

  (4) 待機児童対策事業 

 (5) 地域子育て支援センター事業 

施策４  地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援事業の充実 
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□ 施策の方向 

(1) 自立した一人の人間として、自他のよさを認め合い、他者と共によりよく生きるた

めの基盤となる道徳性を育みます。 

(2)  自らの可能性を信じ、自らの力で生き方を選択していくことができるようにするた

め、自己の在り方や生き方を職業生活や社会生活との関係で考える力や、社会の一員

としての役割を果たそうとする態度を身に付けられるよう、計画的かつ継続的なキャ

リア教育の取り組みを推進します。 

(3)  豊かな体験を通して感動する心を育むとともに、礼儀や規律を重んじ、人権や生命

を尊重して行動できる子どもを育てます。 

                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１  自他のよさを認め合い、共によりよく生きる力の育成  

□ 主な取り組み 

１ 共に生きる力の育成 

(1) 道徳教育の充実 

■ 道徳教育の要である道徳科の役割を踏まえ、心に響く多様な指導方法・指導体
制を工夫するとともに、重点的に育みたい道徳性を明確にして指導にあたるな
ど、学校教育全体を通して道徳教育を推進します。 

  (2) 特別活動の指導の充実 

   ■ 主体的に話し合い、合意形成する力を伸ばす学級活動（１）（学級会活動）、
児童会・生徒会活動を重視します。 

   ■ 職場体験、地域指導者の活用等、地域との連携を図りながら、キャリア教育を
充実させます。（マイノートの活用） 

(3) 国内派遣交流事業 

(4)  英国交流推進事業 

(5) 国際理解教育の推進 

(6) 体験活動促進事業 

(7)  伝統・文化に関する教育の推進 

(8) 読書活動の充実による豊かな心の育成 

２ いじめ、不登校等への対応 ～子どものサインを見逃さない～ 

(1) スクールソーシャルワーカー配置事業 

■ いじめ、不登校、自傷・他害等の様々な不適応行動を“表出せざるを得ない”状
況にある、または、“表出する恐れのある”児童生徒に対して、関係機関との連携
のもと、支援を行います。 

(2) 学びの場への復帰支援事業（適応指導教室「すまいる・るーむ」の運営） 

(3) 教育相談体制の充実（県スクールカウンセラー等派遣事業の活用） 

 (4) 保健福祉部局や各種関係機関等との連携の強

基本目標２  子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実 
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□ 施策の方向 

(1) 予測困難な社会の変化に主体的に関わり、どのような未来を創っていくのか、どの

ように社会や人生をよりよいものにしていくのかという目的を自ら考え、自らの可能

性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を育成します。 

(2) 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の育成のバランスを重視しつつ、

知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成します。 

 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２  未来を切り拓く資質・能力の育成 

□ 主な取り組み 

1 生きる力を育む教育の推進 

(1) 育成を目指す資質・能力の明確化 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

(3) カリキュラム・マネジメントの確立 

   (4) 保育所・幼稚園、小・中学校が連携した学力向上の推進 

  (5) チャレンジ学習の奨励 

    ■ 各種検定の受験を奨励し、基礎学力や学習意欲の向上を図り、自己実現を
目指す意欲を高めます。 

２ 社会の変化や自然界の変化に対応する教育の推進 

(1) 外国語活動の充実（外国語指導助手招致事業） 

    ■ 県の「小中英語パートナーシップ事業」の研究指定や「ふくしま外国語教
育推進リーダー」の配置を契機として、豊かな言語活動を通した授業改善を促
進させることにより、児童生徒の英語力向上を図ります。 

  (2) 国際理解教育の推進（再掲） 

  (3)  国内派遣交流事業（再掲） 

(4)  英国交流推進事業（再掲） 

  (5)  理数教育の推進（科学的リテラシーを含む） 

(6)  ＩＣＴ活用能力と情報モラルの育成、ＩＣＴ支援員の活用 

■ １人１台ずつ配備されたタブレットを活用し、児童生徒のＩＣＴ活用能力を
育成するとともに、外部講師招へいによる研修会を行う等、実践研究を推進
し、教職員の資質向上を図ります。 

また、ＩＣＴ支援員を活用し、各校のニーズに合ったサポート体制を充実し
ます。 
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□ 施策の方向 

(1) 自ら健康な生活を心がけて生活し、進んで運動に親しむようにします。 

(2) 様々な経験を通じて、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な

食生活を実践することができる食育を推進します。 

(3)  健康や体力を保持増進する態度を育成し、各種健康課題の改善に努めます。 

 

 

 

 

                                                                              

 

 

 

                                                                               

                    

□ 施策の方向 

(1) 特別な支援を要する児童生徒の生活や学習上の困難を改善・克服できるよう児童生

徒一人一人の教育的ニーズに応じた支援体制を構築し、適切な指導や必要な支援を行

います。 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 主な取り組み 

(1) 特別支援教育の充実 

(2) 特別支援教育支援員配置事業 

   ■ 特別支援教育支援員を増員し、児童生徒一人一人の特性やそれぞれが抱え
る困難に応じた支援や合理的配慮が行えるようにします。 

  ■ 特別支援教育支援員の研修を充実させ、専門性を向上させることで、児童
生徒への適切な対応ができるようにします。 

(3)  就学前の早い段階からの就学相談の推進 

□ 主な取り組み 

 (1) 健康な体づくりの推進 

■ 体力向上推進計画に基づいて、体力向上を推進します。 

 (2) 部活動指導員の活用と地域部活動への段階的な移行準備 

 (3)  食育指導の推進 

  (4)  健康・安全教育の推進 

  ■ 口腔の健康保持増進を目的とし、児童期の永久歯のう蝕予防対策としてフッ化
物洗口を実施します。 

(5) 市民競技力向上対策事業 

施策４  特別な支援を要する児童生徒のニーズに寄り添った支援 

施策３  心身の健全な成⾧を目指す教育の推進 
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□ 施策の方向 

(1) 東日本大震災・原子力災害、令和元年東日本台風１９号の体験・教訓を踏まえた防

災教育、持続可能な社会を構築するための環境教育、伝統・文化に関する教育や地域

学習について、コミュニティを活かした本宮らしい特色ある教育を推進します。 

(2) 子どもの安全・安心を確保し、よりよい教育環境の整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

                    

□ 施策の方向 

(1) 校⾧のリーダーシップのもと、全教職員や学校内外の多様な人材が、それぞれも専

門性を生かし、学校組織力を最大限に発揮した学校運営を行います。 

(2) 学校を変化する社会の中に位置付け、学校と社会が「よりよい学校教育を通じて、

よりよい社会を創る」という目標を共有し、社会との連携・協働により、その実現を

目指します。 

(3) 教職員研修を充実し、自らの資質能力の向上に努める教職員を支援する機会と場を

設け、教職員の指導力向上を図ります。 

(4) 教職員が学力向上を目指し自己研鑽する時間と子どもと向き合う時間を確保するた

めに、チーム力を発揮するとともに、PDCA サイクルを機能させ、業務の精選・効率

化を目指します。 

                                                                              

 

 

 

 

 

施策６  信頼され、地域とともにある、魅力ある学校づくり 

□ 主な取り組み 

(1) 服務倫理研修の充実 

  (2) 教職員研修の充実 

 (3) コミュニティ・スクールの推進 

(4) 学校に関する情報発信の充実 

 (5) 保育所・幼稚園、小・中学校が連携した教育の推進 

施策５  地域とつながりながら、真の復興の担い手を育てる特色ある教育の推進  

□ 主な取り組み 

 (1)  地域と連携した学校教育の充実 

(2)  ＰＴＡとの連携による家族とのふれあいを深める活動の推進 

(3) 防災教育の推進 

(4) 放射線教育の推進 

(5)  環境教育・エネルギー教育の推進 

 (6) 子ども安全パトロール事業 
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□ 施策の方向 

(1) 読書活動に対して日常的に取り組み、自ら本を手に取り、楽しんだり、活用したり

することのできる本が好きな子どもを育てます。 

(2) 作者の意図や記載されている情報を読み解きながら、自分の考えを形成していく能

動的な読書を推進します。 

  (3) 学校図書館としての３つの機能「読書センター」「学習センター」「情報セン 

ター」が最大限に発揮できるよう、図書館ネットワークシステムの利用促進を図り、

学校司書・公共図書館と連携しながら取組みます。 

 (4) 読書習慣の向上を目指し、学校・家庭・地域の連携による読書活動を推進します。 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策７  豊かな心や人間性、教養、創造力を育む読書活動の推進 

□ 主な取り組み 

 (1) 朝読書や家読の推進 

  (2) 学校図書館の活用の推進 

 (3)  公共図書館と連携した読書活動の推進 

-18-



 

 

 

□ 施策の方向 

(1) 中央公民館の耐震補強改修工事を実施し、エレベーターを設置することにより、安

全・安心して利用できる環境を整えます。 

(2)  市民の多様な生涯学習ニーズに応じた学習の機会を提供するとともに、学習内容の

充実に努めます。 

  (3)  生涯学習センターを中心に、各地区公民館・分館のネットワークを強化するととも

に、各社会教育団体との連携を図り、「いつでも、どこでも、だれでもが学べる」環

境づくりを推進します。また、ＮＰＯ法人生涯学習プロジェクトもとみやと協働し

て、生涯学習環境の継続的な運用を図ります。 

 (4)  地域に伝わる様々な魅力を学習するため、地域の人材と情報を生かし、つなげるこ

とにより、地域の伝統・文化を継承していきます。また、ふるさとに誇りを持つこと

により、市民一人一人が輝きながら自己実現を目指す自主的・主体的な循環型学習活

動を支援します。 

 

                                                                              

 

 

 

 

 

□ 施策の方向 

  (1) 各種スポーツ大会に参加できる環境を整備し、市民がスポーツに親しみ、健康で活

力ある人生につながる生涯スポーツの推進を図ります。 

(2)  スポーツ活動を推進するため、スポーツ推進委員活動の支援に努め、地域スポーツ

の充実を図ります。 

(3) 体育協会やスポーツ少年団、スポーツクラブなどスポーツ関係団体の育成・支援に

努め、生涯スポーツの推進を図ります。 

 (4)  もとみやスポーツネットワークとの連携を強化し、生涯スポーツの充実を図りま

す。 

                                                                            

 

 

□ 主な取り組み 

 (1) 中央公民館耐震補強改修工事と白沢公民館の改修工事の実施 

(2) 生涯学習講座（成人教育等）の充実 

 (3) 地区公民館・分館を拠点とした地域活動の支援 

 (4)  社会教育団体活動の支援 

(5) 世代間をつなぐ学習の支援 

施策１  共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進 

基本目標３  未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援 

□ 主な取り組み 

(1)  競技力の向上と各種大会の充実 

(2)  地域スポーツ活動の推進 

 (3)  スポーツ関係団体の育成・支援の充実 

(4)  もとみやスポーツネットワークとの連携強化 

施策２  健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進 
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□ 施策の方向 

(1)  読書活動を通して市民がつながり、自ら本を手に取り、読書を楽しみ、本を活用し

た心豊かな生活ができるよう読書環境の充実に努めます。 

(2)  市立図書館と学校図書館のネットワークシステムの積極的活用を図ります。 

(3) 市立図書館と学校図書館や読書サークル等と連携した読書活動を推進します。 

                                                                            

   

 

 

 

 

 

                                                      

                                        

 

 

□ 施策の方向 

(1) 教育環境の充実を図るために、地域学校協働活動推進事業を推進し、家庭・学校・

地域の連携を図ります。 

(2) 子どもの安全・安心を確保し、地域におけるより良い教育環境の整備を進めます。 

(3) 社会教育施設において、地域の学習資源を活用した体験や学習機会の充実を図りま

す。 

                                                                              

 

 

 

 

 

施策３ 「本と友だちになれるまち もとみや」を目指した活動の推進 

施策４  学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実 

□ 主な取り組み 

 (1)  読書活動の推進 

■ 乳幼児健診時に絵本の読み聞かせや、絵本を提供するブックスタート事業を実
施します。 

 (2)  学校図書館との連携による取り組みの推進 

 (3) 図書館ネットワークシステムの活用の推進 

  (4) 夢図書館、図書室、移動図書館車の連携による取組の推進 

 (5) 家庭での「読み聞かせ」活動の推進 

 (6) 家族で図書館・図書室へ来館し、読書を楽しめる環境整備、事業企画の実施 

   ■ リゾート図書館化事業 

□ 主な取り組み     

(1)  放課後子ども教室事業の充実 

(2) 学校教育活動支援事業の充実 

(3) 体験活動・ボランティア活動支援センター事業の充実 

(3)  青少年健全育成事業の実施 

(4)  学校と地域、社会教育施設との連携 

-20-



 

 

□ 施策の方向 

(1)  市民のニーズに合った美術展や歴史、民俗等の企画展を開催し、文化意識の向上を

図ります。  

(2) 市民の文化芸術活動を発表できる機会を充実させるとともに、市民の自主的な文化

芸術活動ができるよう環境整備を推進します。 

 (3) 市民が優れた舞台芸術に触れる機会を提供します。 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

                                                                                   

□ 施策の方向 

(1) あらゆる世代の人々が本宮市の歴史・文化を楽しみながら学び、郷土への誇りと愛

情を育めるよう、情報の発信に努めます。 

(2) 文化財や各地域に伝わる伝統行事などについて、市民共有の財産として将来に伝承

されるよう、文化財調査委員会とともにその保護と活用に努めます。 

(3) 郷土の民俗芸能等の貴重な文化遺産を保存継承している団体の活動を支援し、後継

者の育成を推進します。 

 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 主な取り組み 

 (1)  指定文化財等の拡充 

(2) 文化財や史跡保存の整備 

(3) 文化財講座・見学会等の開催 

  (4) 文化財保存団体等への支援 

 (5) 民俗・考古・美術・公文書等の収蔵施設の整備と活用の拡充 

 

施策６  歴史と文化の継承と発信 

□ 主な取り組み 

(1) 企画展開催事業の充実 

 ■ 本宮市が交流を推進する英国の文化を市民に紹介するため、企画展を開催しま
す。 

 (2) 文化芸術活動の支援 

 (3) 文化芸術鑑賞教室の開催 

施策５  文化や芸術に親しみ活動する機会の充実 
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□ 施策の方向 

(1) 友好都市等の異なる文化や歴史などにふれあい、友好や相互理解を深めるととも

に、多様な価値観を理解し身に付ける機会をつくります。 

(2) 他都市との交流に伴う情報発信を通じて、自分が住む地域を再認識するとともに、

地域への誇りや愛情を育みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策７  都市間・多文化等交流の推進 

□ 主な取り組み     

(1)  国内派遣交流事業（再掲） 

(2)  都市間交流の推進 

(3) 復興ありがとうホストタウン事業 

(4)  国際交流推進事業（再掲） 

(5)  国際理解推進事業（再掲） 
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□ 施策の方向 

(1) 教育施設の耐震化事業を計画的に推進します。 

(2) 建物が老朽化している施設については、耐震化と併せて改修事業を実施します。 

  (3) 安全で快適な教育環境の整備に努めます。  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           

 

 

 

                                                                                        

 

 

□ 施策の方向 

(1) 学校施設等の空間放射線量の継続的な把握、安全・安心な給食の提供により、子ど

もが安心できる教育環境の確保に努めます。 

(2) 東日本大震災の体験・教訓を踏まえた防災教育、伝統・文化に関する教育や地域学

習を推進します。 

 

 

 

 

施策２  安全・安心な教育環境の確保   

□ 主な取り組み 

(1) 空間放射線量の把握と情報開示 

(2) 給食の安全性の確保対策 

(3)  体験活動促進事業（再掲） 

 (4)  防災教育の充実（再掲） 

  (5) 防犯・安全に関する情報メール配信システムの整備 

施策１  安全な教育施設の整備   

□ 主な取り組み 

(1) 学校施設等耐震化推進事業 

     ■ １９８１年以前に建てられた学校等施設の校舎及び体育館で床面積２００㎡以上
又は２階建て以上の施設のうち、耐震性能が劣る建物の耐震化事業を年次計画に基づ
き実施し、令和 3 年度の本宮第 2 保育所改築事業をもって完了しました。 

   

(2)  社会教育施設耐震補強改修工事の実施 

     ■ 中央公民館の耐震補強改修工事を実施し、エレベーターを設置することにより、安
全・安心して利用できる環境を整えます。 

  (3) 令和元年東日本台風で被災した施設の復旧整備 

     ■ 令和元年東日本台風で被災した第 1 保育所の建設工事を進め、令和 4 年 7 月に開 

    所します。 

基本目標４  安全で安心して学べる教育環境の確保   
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催

 

・
 
推
薦
図
書
の
貸
出

 

 

  

１
 
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

 

２
 
学
校
等
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

 

３
 
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

 

４
 
子
ど
も
に
関
わ
る
組
織
・団
体
・
関
係
機
関
と
の
協
力
・
連
携
体
制

 

１
 
専
門
職
員
体
制
の
充
実

 
２

 
学
校
司
書
の
配
置
と
学
校
図
書
館
の
充
実

 
３

 
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
・
連
携

 

〈
公
共
図
書
館
〉 

・
 
保
護
者
向
け
子
ど
も
の
本
の
選
び
方
講
座
の
企
画
・開
催

 

・
 
読
書
感
想
文
・読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

 

・
 
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
司
書
教
諭
等
へ
の
研
修
会
の
企
画
・ 

実
施

 

・
 
読
書
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

 

個
人
・団
体
と
の
連
絡
・
連
携

 

・
 
新
刊
案
内
、
各
種
推
薦
図
書
リ
ス
ト
の
作
成
・
配
布

 

・
 
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
図
書
・読
書
活
動
に
関
す
る
情

 

報
提
供

 

〈
幼
稚
園
・保
育
所
〉 

・
 
公
共
図
書
館
・公
共
図
書
室
か
ら
の
本
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

 

・
 
子
ど
も
に
合
っ
た
図
書
の
選
び
方
の
学
習

 

・
 
団
体
貸
出
「
ド
リ
ー
ム
文
庫
」
の
活
用

 

・
 
移
動
図
書
館
車
の
利
用
拡
大

 

〈
学
校
〉 

・
 
学
校
の
教
育
課
程
に
お
け
る
公
共
図
書
館
の
蔵
書
活
用

 

・
 
効
果
的
な
学
校
図
書
館
運
営
の
た
め
、
司
書
教
諭
と
学
校
司
書
同
士

の
連
携

 

・
 
学
校
図
書
館
の
蔵
書
内
容
点
検
、
適
切
な
選
書
、
執
行
計
画
の

 

策
定

 

・
 
司
書
教
諭
研
修
会
へ
の
参
加

 

・
 
司
書
・
学
校
司
書
・司
書
教
諭
に
よ
る
情
報
交
換
会
の
開
催

 

〈
そ
の
他
の
施
設
等
〉 

・
 
関
係
職
員
に
よ
る
子
ど
も
の
読
書
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
及
び

 

研
修
会
等
の
開
催

 

・
 
保
健
課
事
業
パ
パ
マ
マ
教
室
、
乳
幼
児
健
診
等
と
の
連
携
に
よ

 

る
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
の
啓
発
活
動

 

〈
公
共
図
書
館
〉 

・
 
読
書
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
の
開
催

 

・
 
専
門
研
修
会
等
へ
の
司
書
（
学
校
司
書
）
の
派
遣

 

・
 
保
護
者
向
け
子
ど
も
の
本
の
選
び
方
講
座
の
企
画
・開
催

 

・
 
各
種
推
薦
図
書
、
児
童
図
書
賞
受
賞
作
品
等
の
情
報
提
供

 

・
 
生
涯
学
習
事
業
で
の
子
ど
も
の
読
書
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

 

・
 
学
校
司
書
・
司
書
教
諭
か
ら
の
業
務
相
談
受
付
、
ア
ド
バ

 

イ
ス
の
提
供

 

〈
幼
稚
園
・保
育
所
〉 

・
 
幼
稚
園
・
保
育
所
職
員
の
読
書
活
動
推
進
研
修
会
等
へ
の

 

積
極
的
参
加

 

・
 
保
護
者
会
で
の
読
書
活
動
推
進
の
啓
発

 

・
 
保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
活

 

動
支
援
・
指
導

 

〈
学
校
〉 

・
 
教
職
員
対
象
の
学
校
図
書
館
利
用
説
明
会
の
開
催

 

・
 
学
校
司
書
の
研
修
等
へ
の
派
遣

 

・
 
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
支
援
、
連
携

 

  

基 本 方 針  施   策  主   な   具   体   的   施   策  
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 〈
 
目
指
す
子
ど
も
の
姿
 
〉
 

自
分
な
り
の
力
を
発
揮
し
、
様
々
な
環
境
に
 

主
体
的
に
関
わ
り
夢
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
 

 

令
和
４
年
度
 
本
宮
市
保
育
所
・
幼
稚
園
教
育
指
導
の
重
点

 

 
 
 
 
本
宮
市
教
育
委
員
会
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

                         

    〈
目
指
す
保
育
所
・
幼
稚
園
の
姿
〉
 

□
 
安
全
・
安
心
・
信
頼
さ
れ
る
保
育
所
・
幼
稚
園

 

□
 
子
ど
も
の
夢
を
育
む
保
育
所
・
幼
稚
園

 

□
 
子
ど
も
・
保
育
者
・
保
護
者
・
小
中
学
校
・
地

域
が
つ
な
が
り
、
地
域
の
子
育
て
拠
点
と
な
る
保

育
所
・
幼
稚
園
 

〈
目
指
す
保
育
者
の
姿
〉
 

□
 
心
身
共
に
健
康
で
意
欲
あ
ふ
れ
る
保
育
者

 

□
 
幼
児
理
解
に
努
め
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
保
育
に
よ

り
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
ん
で
い
く
保
育
者

 

□
 
組
織
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
専
門
職
と
し
て
の
自
覚

を
も
ち
、
危
機
管
理
・
自
己
研
鑚
に
励
む
保
育
者
 

 

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成

 
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 
健
全
な
心
と
体
の
育
成

 

○
 
 
生
活
に
必
要
な
経
験
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
自
分

で
で
き
る
こ
と
を
増
し
て
い
く
環
境
構
成
と
援
助

 
 ・
 
あ
い
さ
つ
の
習
慣

 
・

 
 
健
康
で
安
全
な
生
活
リ
ズ
ム
や
食
習
慣
の
形
成

 
・

 
 
話
を
聞
き
、
理
解
し
、
伝
え
合
う
こ
と
の
で
き

る
力
の
育
成

 
 

○
 
 
自
分
の
感
情
や
意
志
を
表
現
し
な
が
ら
、
自
分
を

取
り
巻
く
人
と
共
に
活
動
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
る

環
境
構
成
と
援
助

 
・

 
 
人
や
物
へ
の
興
味
や
関
心
が
も
て
る
環
境
づ
く
り

 

・
 
 
葛
藤
や
協
同
体
験
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

 

・
 
様
々
な
人
々
と
の
交
流
の
工
夫

 

・
 
規
範
意
識
の
育
成

 

 ・
 
 
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
交
流
活
動

 

 

 

○
 
友
達
や
保
育
者
と
の
温
か
な
触
れ
合
い
や
、
身
体

を
動
か
す
気
持
ち
よ
さ
を
味
わ
え
る
環
境
構
成
と
援

助
 

・
 
 
受
容
的
、
応
答
的
、
対
話
的
な
温
か
な
関
わ
り

 

・
 
 
絵
本
を
通
し
て
の
心
地
よ
い
保
育
活
動

 

・
 
 
運
動
機
能
を
伸
ば
す
様
々
な
活
動
の
工
夫

 

 

・
 
保
育
課
程
・
教
育
課
程
の
充
実
（
年
齢
別
研
究
会
、
幼
保
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
、
保
育
の
個
別
計
画
）

 

・
 
教
職
員
の
資
質
の
向
上
（
新
任
研
修
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
グ
ル
ー
プ
研
修
、
園
内
研
修
、
教
職
員
全
体
研
修

) 
 
 

 

・
 
幼
児
の
発
達
す
る
姿
や
よ
さ
に
目
を
向
け
た
評
価
の
充
実
（
学
び
の
物
語
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
個
別
の
指
導
計
画
）

 

・
 
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
（
親
子
体
操
、
食
育
、
健
康
づ
く
り
環
境
整
備
、
屋
外
活
動
の
積
極
的
推
進
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
取
組
推
進
）

 

・
 
幼
保
小
中
連
携
の
推
進
（
公
開
保
育
、
公
開
授
業
、
交
流
活
動
、
心
の
教
育
委
員
会
、
学
力
向
上
委
員
会
、
健
康
・
体
力
向
上
委
員
会
）

 

・
 
家
族
読
書
活
動
の
推
進
（「
家
族
読
書
」
お
ス
ス
メ
図
書
１
０
０
選
の
推
進
・
モ
ト
ム
号
の
活
用
等
）
 

 

・
 
子
育
て
支
援
事
業
（
す
こ
や
か
子
育
て
相
談
・
一
時
保
育
・
プ
レ
幼
稚
園
等
）
 
 
 

 

・
 
特
別
支
援
教
育
の
充
実
（
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
、
特
別
支
援
関
連
研
修
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
）

 

・
 
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
感
染
症
予
防
（
手
洗
い
・
う
が
い
・
手
指
消
毒
の
徹
底
、
換
気
の
徹
底
、
密
を
避
け
る
）

 

    

①
 
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
た
豊
か
な
心
の
育
成
 
 
 
 

 
③
 
一
人
一
人
の
育
ち
に
あ
っ
た
教
育
の
推
進

 

②
 
体
を
動
か
す
遊
び
を
通
し
た
健
や
か
な
身
体
の
育
成
 
 
④
 
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
子
育
て
支
援
の
充
実

 

本
年
度
の
重
点
実
践
事
項

 

  重 点
 

目 標
 

   重 点
 

施 策
 

＜
基
本
理
念
＞

 
 
笑
顔
あ
ふ
れ
る
共
育
の
ま
ち

 
 

も
と
み
や

 
～
夢
・
生
き
が
い
を
持
ち
、
共
に
育
み
、

共
に
育
つ
教
育
を
目
指
し
て
～
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Ⅴ　学校教育

　1　学校教育の概要

（１）小学校児童数一覧《学校基本調査》 （令和4年5月1日）

本宮小 37 32 39 38 54 27 35 26 30 35 28 23 223 181 404

本宮
まゆみ小

29 21 28 31 26 19 24 27 25 19 26 25 158 142 300

五百川小 25 26 15 37 29 22 26 16 21 22 26 22 142 145 287

岩根小 28 22 36 31 21 20 32 24 26 33 39 29 182 159 341

糠沢小 6 8 14 3 14 10 9 7 15 9 9 7 67 44 111

和田小 5 5 1 4 7 10 7 3 8 4 2 3 30 29 59

白岩小 9 9 14 7 7 13 8 11 10 15 10 15 58 70 128

児童数計 139 123 147 151 158 121 141 114 135 137 140 124 860 770 1630

（２）中学校生徒数一覧《学校基本調査》 （令和4年5月1日）

本宮一中 54 61 47 61 62 46 163 168 331

本宮二中 54 52 69 50 54 49 177 151 328

白沢中 29 32 42 25 35 33 106 90 196

生徒数計 137 145 158 136 151 128 446 409 855

（３）小学校学級数 （令和4年5月1日）

　　　　学年
学校名

特別支
援学級

本宮小 3

本宮
まゆみ小

2

五百川小 2

岩根小 4

糠沢小 0

和田小 1

白岩小 2

計 14

（４）中学校学級数 （令和4年5月1日）

　　　学年
学校名

本宮一中

本宮二中

白沢中

計

　　　 　学年
　　　 　性別
学校名

　　　　 学年
　　　 　性別
学校名

3

2

2

7

15

12

9

36

12

1 1

6

1

11

1

13

合計1年 2年 3年 特別支援学級

4 4 4

3 4 3

10 109

2 2 3

10

2

2

2

2

1

1

12

1

11

1

18

14

14

17

6

8

83

1

3

2

2

2

1

2

2

2

2

1

2

2

2

2

1

1

3

2

2

2

1

1

1

3

2

2

3

1

男 女 男 女 男

6年

児童数合計

1年 2年 3年 生徒数合計

1年 2年 3年 4年 5年 6年

1年 2年 3年 4年 5年 合計

男 女 男 女 計女 男 女 男 女

計女 男 女 男 女男 女 男
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（５）小・中学校教職員数 （令和4年5月1日）

　　　  職名

学校名
校長 教頭 教諭

養護
教諭

講師
事務
職員

栄養教
諭・職員

学校図書
館事務員

用務員 調理員

本宮小 1 1 18 1 4 1 0 （1） 1 0

本宮
まゆみ小

1 1 17 1 2 1 0 （1） 1 0

五百川小 1 1 14 1 1 1 0 （1） 1 0

岩根小 1 1 19 2 2 1 0 （1） 1 0

糠沢小 1 1 7 1 0 1 0 （1） 1 3

和田小 1 1 8 1 1 1 0 （1） 1 2

白岩小 1 1 9 2 0 1 0 （1） 1 3

本宮一中 1 1 20 1 4 1 0 （1） 1 0

本宮二中 1 1 20 2 4 1 2 （1） 1 0

白沢中 1 1 16 1 2 1 1 （1） 1 4

計 10 10 148 13 20 10 3 2 10 12

（６）小・中学校児童生徒推移（平成25年度～令和4年度　10年間）

　　　  年度

学校名

25 26 27 28 29 30 31 2 3 4

本宮小 373 348 350 368 358 353 359 374 401 404 31 8.3%

本宮
まゆみ小

348 329 309 306 289 294 281 280 294 300 -48 -13.8%

五百川小 288 281 267 266 260 264 253 269 282 287 -1 -0.3%

岩根小 334 348 387 388 398 394 390 363 351 341 7 2.1%

糠沢小 186 178 175 170 160 149 129 126 119 111 -75 -40.3%

和田小 87 84 87 88 82 79 78 80 64 59 -28 -32.2%

白岩小 222 206 207 185 170 161 143 139 130 128 -94 -42.3%

小学校　計 1,838 1,774 1,782 1,771 1,717 1,694 1,633 1,631 1,641 1,630 -208 -11.3%

本宮一中 417 395 386 382 377 382 385 363 338 331 -86 -20.6%

本宮二中 285 297 301 299 311 316 339 327 344 328 43 15.1%

白沢中 264 246 238 242 232 237 220 215 210 196 -68 -25.8%

中学校　計 966 938 925 923 920 935 944 905 892 855 -111 -11.5%

児童生徒合計 2,804 2,712 2,707 2,694 2,637 2,629 2,577 2,536 2,533 2,485 -319 -11.4%

※白岩小学校養護教諭2名のうち、1名は養護助教諭。
※本宮第二中学校養護教諭2名のうち、1名は養護助教諭。

25・4年度比較
増減数・率

合計

27

24

20

27

15

16

18

29

32

28

236

238
臨時図書館司書を
含む

※学校図書館事務員：臨時図書館司書2名を雇用し全学校へ配置している。
※岩根小学校養護教諭2名のうち、1名は養護助教諭。
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２  令和４年度学校教育関係事業計画 

 

月 幼 保 学 校 課 ・ 教 育 総 務 課 

４ 

1 

６ 

５ 

１２ 

１３ 

１７ 

１９ 

２３ 

２５ 

２７ 

３０ 

教職員着任式 

小中学校入学式・始業式 

第１回市内幼保小中所長園長校長合同会議 

第１回市内小中学校教頭会議 

ふくしま学力調査 

本宮ロードレース 

全国学力・学習状況調査 

運動会（和田小学校） 

学力向上委員会 

健康・体力向上委員会 

運動会（糠沢小学校、白岩小学校、岩根小学校） 

５ 

１０ 

１４ 

１７・１８ 

１８ 

２５ 

２６ 

３１ 

南達方部特別支援教育推進協議会総会 

運動会（本宮小学校、五百川小学校） 

福島県中学校体育大会県北地区予選大会陸上競技大会 

小学校鼓笛隊パレード 

南達方部小学校交歓陸上競技大会 

第１回学校給食会総会 

福島県中学校体育大会安達支部予選大会 

６ 

１ 

８ 

２１・２２ 

２８ 

福島県中学校体育大会安達支部予選大会 

南達方部特別支援教育支援員研修会 

福島県中学校体育大会県北地区予選大会 

第２回市内小中学校長会議 

７ 

９ 

２０ 

２９ 

福島県吹奏楽コンクール県北支部大会 

小・中学校第１学期終業式 （夏休み 7/21～8/2１） 

南達方部特別支援教育セミナー 

８ 

１ 

２２ 

１８・２０ 

２６ 

心の教育委員会 

小・中学校第２学期始業式 

安達地区小・中学校音楽祭（合唱） 

安達地方中学校英語弁論大会 
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（令和４年度学校教育関係事業計画） 

 

月 幼 保 学 校 課 ・ 教 育 総 務 課 

９ 

７ 

８ 

９ 

２７・２８ 

２９ 

第１回南達方部教育支援委員会 

福島県中学校体育大会県北地区予選大会駅伝競走大会 

安達地区小・中学校音楽祭（合奏） 

安達支部中学校体育大会新人総合大会 

学習発表会（糠沢小学校） 

１０ 

１ 

５ 

１６ 

２１・２２ 

２２ 

２２ 

２９ 

運動会（本宮まゆみ小学校） 

第２回南達方部教育支援委員会 

もとみや駅伝競走大会 

研学祭（本宮第一中学校） 

松の丘祭（本宮第二中学校） 

白中祭（白沢中学校） 

学習発表会（本宮小学校、岩根小学校、和田小学校） 

１１ 

８ 

９ 

１２ 

１９ 

第３回小中学校長会議 

第３回南達方部教育支援委員会 

学習発表会（白岩小学校） 

学習発表会（五百川小学校） 

１２ ２３ 小・中学校第２学期終業式（冬休み 12/24～1/９） 

１ 
１０ 

２５ 

小・中学校第３学期始業式 

第４回小中学校長会議 

２ 
３ 

１８ 

第２回学校給食会総会 

まゆみっ子発表会（本宮まゆみ小学校） 

３ 

１３ 

２３ 

２８ 

中学校卒業証書授与式 

小学校卒業証書授与式・修了式、中学校修了式 

教職員離任式 
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３  学校給食の状況  

 

(１)本宮方部学校給食センター〔本宮市・大玉村共同運営〕 

① 場 所   本宮市青田字笠松山 10番地１ 

② 敷   地  面積  5,180㎡  〔総面積  9,083㎡〕 

③ 床  面  積   1,568.50㎡ （１階 1,443.25㎡  ２階 125.25㎡） 

④ 構     造   鉄骨造２階建 

⑤ 竣     工   平成 10年 2月 27日（平成 10年 4月 16日給食開始） 

⑥ 給 食 形 態   完全給食（週 5日実施） 

⑦ 調 理 能 力   1日 5,000食（実給食数 3,037食、米飯給食数（自校給食分）578食） 

            ※基準日：令和 4年 5月 1日 

⑧ 給 食 回 数   年間   小学校 180回    中学校 175回 

⑨ 調 理 内 容   主食（ご飯週 4.5回：地元産ｺｼﾋｶﾘ、麺：第 2木曜日、パン：月１回） 

副食（おかず） 

⑩ 職  員  数   29名（所長 1、栄養教諭 1、栄養技師 1、調理員 5、パート 15、 

ボイラー技師 1、事務職員 1、委託託運転手 4） 

⑪ 対  象  校 

小学校（６校  2,040食） 

本宮小(435食)、本宮まゆみ小(326食)、五百川小(309食)、岩根小(369食) 

玉井小(324食)、大山小(277食) 

中学校（３校 997食） 

本宮一中(361食)、本宮二中(355食) 

大玉中(281食) 

白沢地区（小学校３校、中学校１校へ米飯のみ 578食） 

糠沢小(130食)、和田小(76食)、白岩小(147食) 

白沢中(227食) 

⑫ 学校給食費 

区         分 1食当り 給食回数 年      額 

小 学 校 ２８０円 １８０回 ５０，４００円 

中 学 校 ３３６円 １７５回 ５８，８００円 
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⑬ 組織及び運営 

 
  本宮市・大玉村   

        

  本宮方部学校給食センター協議会   
 

      

  本宮方部学校給食センター運営委員会   
 

      

  本宮方部学校給食センター   
 

        

 
学校給食主任者会議 

  
給食安全衛生会議 

 
    
        

            

 

 

 

 

 

                                  米飯のみ配給 

 

 

（２）自校給食 

① 実  施  校  糠沢小学校、和田小学校、白岩小学校、白沢中学校 

② 調 理 内 容  主食(ご飯週 4回：地元産コシヒカリ、木曜日 麺、パン) 

副食(おかず） 

③ 学校給食費  １食当たり 小学校  米飯給食 280円、麺給食 280円、牛乳 52.19円 

中学校  米飯給食 336円、麺給食 336円、牛乳 57.00円 

 

 

本
宮
小
学
校 

 

白
沢
中
学
校 

 

白
岩
小
学
校 

 

和
田
小
学
校 

 

糠
沢
小
学
校 

 

大
玉
中
学
校 

 

本
宮
第
二
中
学
校 

 
本
宮
第
一
中
学
校 

 

大
山
小
学
校 

 

玉
井
小
学
校 

 

岩
根
小
学
校 

 

五
百
川
小
学
校 

 

本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校 

学校名 1日の食数 給食回数 年  額 

糠沢小学校 １２８食 全学年 １８０回 ５０，４００円 

和田小学校  ７６食 全学年 １８０回 ５０，４００円 

白岩小学校 １４８食 全学年 １７９回 ５０，１２０円 

白沢中学校 ２２０食 
１・２年 １７４回 

３年 １６８回 

５８，４６４円 

５６，４４８円 

 

-32-



Ⅵ 幼児教育 

 

１ 幼児教育の概要 

（１）本宮市幼保共通カリキュラム 

本宮市の幼児教育は、幼稚園に入園する幼児も、保育所に入所する幼児も幼保共通カリキュ

ラムに基づいた方針で教育・保育をしています。 

 【理 念】 

○ 幼保共通カリキュラムによる教育の機会均等の実現 

○ すべての子どもの最善の利益を考えた福祉の実現 

○ 子育て支援等社会的な役割の実現 

 幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎を培う重要な時期であり、この時期に生活の中で

自発的・主体的に環境とかかわりながら直接的・具体的体験を通して、生きる力の基礎とな

る心情・意欲・態度などを身につけ、人とかかわる力や思考力・感性や表現する力などを育

み、人間として、社会とかかわる人として生きていくための基礎を培っていきます。 

 幼稚園や保育所では、幼児期における教育が、その後の人間としての生き方を大きく左右

する重要なものと認識し、幼児の健全な育ちを支え、生涯にわたる学びの基礎を育みます。 

「子どもは、市を担う宝」、「教育を受ける権利は親の事情とは関係なく平等である」とい

った共通カリキュラムの理念の下、幼児が共に遊び、学びあって育つ環境を整え、幼児の個

性や発達段階を考慮しながら、養護と教育が一体となった総合的な保育を実施しています。 

また、親が安心して預けられる場としての役割を担うとともに、子育てに不安を抱える家

庭に対し、幼稚園・保育所にすこやか子育て相談室を設置し、豊かな経験と知識をもとに、

専門的な立場で子育てを支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養 護 （生命の保持と情緒の安定） 

 十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろ

いだ雰囲気の中で幼児の様々な欲求を満たし、

生命の保持及び情緒の安定を図ります。 

健 康 （心身の健康） 

 健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や

態度を養い、心身の健康の基礎を培います。 

人間関係 （人とのかかわり） 

 人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼

感、そして人権を大切にする心を育てるととも

に、自主、自立及び協調の態度を養い、道徳性

の芽生えを培います。 

環 境 （身近な環境とのかかわり） 

生命、自然及び社会の事象についての興味や関

心を育て、それらに対する豊かな心情や思考力

の芽生えを培います。 

言 葉 （言葉の獲得） 

生活の中で、言葉への興味や関心を育て、話し

たり、聞いたり、相手の話を理解しようとする

意欲や態度を育て、言葉で表現する力を養いま

す。 

表 現 （感性と表現力） 

感じたことや考えたことを表現することを通し

て、豊かな感性や表現する力を養い、創造性の

芽生えを培います。 

 

保育の質の向上 
ねらい 保育者の資質・専門性を高める 

○研 修 

・年齢別研究会 保育理論と実践の整合性 

  カリキュラムの読み取りと発達の確認 

・公開保育 自分の保育の振り返り 

・合同研修会 幼児理解・危機管理 

○人事交流 保育者間の相互理解 

家庭教育・育児支援 
ねらい 子育ての不安を解消し、家庭の育

児能力を高める 

○すこやか子育て相談室 

 ・子育て相談  

・子育てひろば（保育参観） 

・子育て支援センター 

  (子育て相談.プレ幼稚園.出張ひろば) 

○ＦＭモットコムによる「子育て通信」 

共通カリキュラム 
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(２)幼稚園・保育所入園者数、教職員数

幼稚園　　園児数・教職員数　≪学校基本調査≫
（令和４年５月１日）

幼稚園名 園児数 4歳児 5歳児 学級数 園長 副園長 教諭 講師
教職員
数計

五百川幼保
総合施設

95 44 51 4 1 1 3 1 6

岩根 66 31 35 4 1 1 5 4 11

糠沢 26 9 17 2 1 1 1 1 4

和田 16 9 7 2 兼務 1 1 1 3

白岩 36 18 18 2 兼務 1 1 1 3

計 239 111 128 14 3 5 11 8 27

保育所　　園児数・教職員数
（令和４年５月１日）

保育所名 0歳児 1 2 3 4 5 計 所長 副所長 保育士 調理員 特色

第一 12 18 20 15 24 89 1 1 14 4 延長保育

たかぎ 6 18 18 20 22 20 104 1 1 18 4
延長保育
 0歳保有

まゆみ 9 18 18 20 29 30 124 1 1 18 4
延長保育
 0歳保有

五百川幼保
総合施設

6 27 36 40 109 1 1 22 4
延長保育
 0歳保有

白沢 6 16 18 19 59 1 1 16 3
延長保育
 ０歳保有
一時保有

公立計 27 91 108 119 66 74 485 5 5 88 19

幼児の家 3 6 9 10 9 5 42
延長保育
 0歳保有

光明 3 6 10 11 6 11 47
延長保育
 0歳保有

どんぐり 3 7 6 9 5 10 40
延長保育
 0歳保有

私立計 9 19 25 30 20 26 129

私立計 36 110 133 149 86 100 614

預かり保育

預かり保育

特色

預かり保育

預かり保育

預かり保育
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Ⅶ 国際交流・多文化共生推進事業 

 

１ 国際交流・多文化共生推進事業の基本目標 

「市民や地域がグローバル感覚に優れ、国内外に開かれた可能性の広がるまち」 

国際交流を推進するとともに、多文化共生に対する理解を深めながら、市民や地域のグ

ローバル感覚を磨き、国際化社会に対応することのできる人材育成と地域の活性化につ

なげます。 

 

２ 令和４年度国際交流・多文化共生事業の概要 

（１）国際交流推進事業 

英国出身の国際交流員（CIR）を配置し、英国関係者・関係機関との連絡調整の円滑

化を図るとともに、英国文化の紹介や語学教育などを実施し、市内における国際交流を

推進します。 

また、交流相手国である英国の食文化を広めるための事業や、姉妹庭園締結 5周年関

連事業を実施します。 

（２）国際理解推進事業 

小中学生や市民等を対象に、国際理解に関する講座等を実施し、市民の国際理解の意

識の醸成を図ります。令和 4年度は、英国との繋がりを活かして英国関係者を講師に特

別講演会を実施します。 

また、国際理解や多文化共生に資する取り組みを行う市民団体に対する支援を行い、

外国人住民を交えた市民交流を推進します。 

（３）英国関係者招へい事業 

英国生徒を本市に招待し、市内中学生との交流事業を実施することで、国際性豊かな

人材育成を図ります。 

また、英国庭園開園 5周年を記念し、英国関係者等を招待し、英国との関係をさらに

深めるとともに、本市の魅力を国内外に広く PRします。 

（４）外国人住民生活サポート事業 

外国人住民のための防災講座や「やさしい日本語」研修を実施するとともに、生活ガ

イドブックを作成し、外国人住民が暮らしやすい環境を整えます。 

（５）外国語指導助手招致事業・教員向け英語指導力向上研修の実施 

国際化社会に対応し語学力の向上と国際理解の深化を図るため、中学校学区を単位

として外国語指導助手（ALT）を配置し、幼児から小中学生まで切れ目のない効果的な

英語教育を推進します。 

また、民間の研修プログラムを活用し、小学校教員の授業で言語活動を行う際に必要

な英語力を含めた実践的な指導力の向上を図ります。 
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３ 英国との交流 

平成 27年 2月の英国ウィリアム王子のご来訪を契機として、英国との 

交流が活発に行われています。 

（１）英国ケンジントン＆チェルシー王立区と姉妹庭園覚書締結 

本市とケンジントン＆チェルシー王立区とは、平成 29年 7月 20

日ケンジントン＆チェルシー王立区役所において、本市のプリン

ス・ウィリアムズ・パーク英国庭園とケンジントン＆チェルシー王

立区が管理するホランドパーク福島庭園との間に姉妹庭園覚書を

締結しました。以来、庭園を通した友好交流を行っています。 

（２）「未来へつなげる もとみや英国訪問団」 

平成 29年から令和元年に、「未来へつなげる もとみや英国訪問団」として市内中学生

や市民が参加し、ケンジントン＆チェルシー王立区や在英国日本国

大使館、ＵＣＬ（ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン）などを訪

問しました。 

  令和元年の訪問では、王立区内にあるホランドパーク・スクール

と英国オリンピック委員会パラリンピック委員会教育プログラム

「Get Set（ゲット・セット）」参加校のダヴェナント・ファウンデ

ーション・スクール 2校の生徒たちとの交流も行われました。 

◆これまでの英国訪問◆ 

平成 29年 7月 18日～22日 未来へつなげる もとみや英国訪問団の訪英 

（参加者 45名のうち、市内中学生 9名参加） 

平成 30年 7月 23日～27日 未来へつなげる もとみや英国訪問団 2018の訪英 

（参加者 24名のうち、市内中学生 12名参加） 

令和元年 7月 7日～12日  未来へつなげる もとみや英国訪問団 2019の訪英 

（参加者 26名のうち、市内中学生 12名、高校生（市民参加）1名参加） 

（３）「もとみや国際交流親善大使」の委嘱 

令和元年 6月、英国庭園開園記念イベント「英国庭園フラワーフェスティバル」におい

て、英国の各方面において活躍をされている関係者４名を「もとみや国際交流親善大使」

として委嘱しました。英国との関係を強化するとともに、大使には本市の魅力や情報を発

信していただいています。 

◆もとみや国際交流親善大使◆ 

・元英国下院議員 レディ・ボーリック氏 

・グレーターロンドン副統監 レディ・アーノルド氏 

・元ケンジントン＆チェルシー王立区長  

ロバート・フリーマン氏 

・在英福島県人会ロンドンしゃくなげ会会長 満山喜郎氏 
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（４）東京 2020オリンピック聖火リレーと英国の「復興『ありがとう』ホストタウン」 

令和 3年 3月 27日、東京 2020オリンピック聖火リレーが本市で実施されました。 

  7人の聖火ランナーが、スタート地点の白沢公民館前ふれあ

い夢広場からゴール地点の英国との友好を象徴する英国庭園

まで聖火をつなぎました。聖火リレーセレモニーでは、駐日英

国大使館から文化参事官のマシュー・ノウルズ氏が出席し、駐

日英国大使と英国オリンピック委員会 CEO からのお祝いのメ

ッセージを読み上げました。 

本市は、東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会で英国を相手国とする「復

興『ありがとう』ホストタウン」を務めました。 

令和元年の英国訪問で英国カヌーチームの練習場を訪れ、リアム・ヒース選手（東京

2020大会で銅メダル獲得）と交流しました。 

東京 2020 大会は無観客大会となりましたが、SNS 等を活用し、市民一丸となって英国

チームや選手を応援しました。 

本市の取り組みに対し、英国オリンピック委員会からは、ベン・モスリー氏の絵画、英

国パラリンピック委員会からはＴシャツなどの公式グッズをお礼としていただきました。 

（５）生徒間交流 

  令和元年の英国訪問で交流を行ったダヴェナント・ファウンデ

ーション・スクールとは、令和 3年度から本宮第一中学校と本宮第

二中学校において、オンライン会議システムを活用し、定期的にオ

ンライン交流を行っています。令和 4年度は、ダヴェナント・ファ

ウンデーション・スクールの生徒たちを本市へ招待し、市内中学生

と交流を行う予定です。 

小学校においても、元国際交流員が勤務する英国ダウンセル小

学校と白岩小学校が動画交換による交流を行いました。 

 

英国交流 これまでの主な経過 

時  期 内     容 

H27年 2月 英国ウィリアム王子が本宮市「スマイルキッズパーク」をご訪問 

H27年 4月 
「スマイルキッズパーク」の愛称として英国王室が「プリンス・ウィリアムズ・

パーク」の使用を承認 

H29年 7月 
「未来へつなげる もとみや英国訪問団」の訪英 

「福島庭園」と「英国庭園」との姉妹庭園覚書の締結 

H29年 11月 本宮市プリンス・ウィリアムズ・パーク英国庭園開園 

H30年 6月 
英国上院議員クリストファー・ホームズ氏（元パラリンピック金メダリストでロ

ンドンパラリンピック統合ディレクター）来市 
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H30年 7月 
東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会で英国を相手国とする「復興

『ありがとう』ホストタウン」に登録 

H30年 7月 「未来へつなげる もとみや英国訪問団 2018」の訪英 

H30年 11月 英国オリンピック委員会 CEO ビル・スウィーニー氏来市 

R元年 6月 

プリンス・ウィリアムズ・パーク英国庭園フラワーフェスティバル開催 

元英国下院議員レディ・ボーリック氏ら 4人に「もとみや国際交流親善大使」を

委嘱  

R元年 7月 「未来へつなげる もとみや英国訪問団 2019」の訪英 

R2年 3月 英国オリンピック委員会 CEO アンディ・アンソン氏来市 

R3年 3月 東京 2020オリンピック聖火リレー本宮市区間開催 

R3年 5月 
プリンス・ウィリアムズ・パーク英国庭園フラワーフェスティバル期間中に、元

駐英国特命全権大使 鶴岡 公二氏が来市 本宮第一中学校で講演 

R3年 8月 
英国オリンピック委員会から応援への感謝と友好の証として、絵画「From 

London to Tokyo」（ベン・モスリー氏作）を受領 

R3年 9月 

英国パラリンピック委員会からパラリンピック英国チーム公式グッズを受領 

 

「復興ありがとうホストタウンオンラインサミット」に本宮市がアスリートとの

交流ライブ配信で出演し、東京 2020オリンピックカヌー銅メダリスト 

リアム・ヒース選手と 2019年の英国訪問で交流した高校生 6人が交流 

R3年 10月 

NHK World JAPAN（海外放送）の「復興ありがとうホストタウン特別番組」に本

宮市が出演 

アマンダ・ミリング英国外務副大臣と高松市長がオンラインで会談 

R3年 11月 本宮第二中学校で鶴岡公二元駐英国特命全権大使講演会実施 

R3年 12月 白沢中学校で鶴岡公二元駐英国特命全権大使講演会実施 
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期　日 会　場 対象者

生涯学習だより等の発行

生涯学習事業の周知・募集及び住民の媒体とし
て発行する。
　○生涯学習だより
　○広報掲載（事業内容・結果等）

随　時 ― 一　般

【青少年教育事業】
　もとみや
　キッズチャレンジクラブ

市内小学校の児童の交流と郷土理解、仲間づく
り等集団生活を通して規律、共同、友愛の精神を
養う。

調整中
中央公民館
白沢公民館
現　　　地

小学４年生
　～６年生

【青少年教育事業】
　もとみや
　ジュニアボランティア協力員

ボランティア活動の実践を通して、地域社会づ
くりに参加しながら、地域の人たちと触れ合い、
ボランティア活動に対する意欲や関心を高めると
ともに、豊かな人間性や社会性を培う。

７月
～

３月
現　　　地 中学生

【青少年教育事業】

　地域学校協働活動事業

　「放課後子ども教室
　　　　　　　　　推進事業」

子どもたちが放課後に集まって遊ぶなど、自主
的な活動を通して子どもが自己を確認し、集団生
活を通じて自分の考えを伝える力や社会のルール
などを身に付け、心身ともに健全な成長ができる
ように支援する。

また、地域の大人が一緒に参加することで、地
域の人々と触れ合い交流する機会を設けるととも
に、地域が一体となって子どもたちを見守る環境
をつくる。

　○もとみや遊友クラブ
　○まゆみ遊友クラブ
　○ごひゃくがわ遊友クラブ
　○いわね遊友クラブ
　○ぬかざわ遊友クラブ
　○わだ遊友クラブ
　○しらいわ遊友クラブ

４月
～

３月

小　学　校
地区公民館
分館　　等

小学生

【青少年教育事業】
　地域学校協働活動事業
　「体験活動・ボランティア
　　活動支援センター事業」

体験活動・奉仕活動の機会の充実を図ることを
目的として、体験活動・ボランティア活動に関す
る推進体制を整備する。

４月
～

３月

小中学校
現　　地

小中学校
地域団体

【青少年教育事業】
　地域学校協働活動事業
　　　「学校支援事業」

学校支援活動、部活動指導補助、環境整備など
学校が必要としている活動や実施しやすい体制づ
くりを支援することにより、教員が子どもと向き
合う時間の拡充や地域の教育力の活性化を図る。

４月
～

３月

市内
小中学校

市内
小中学生

【青少年教育事業】
　青少年健全育成推進大会

青少年が心身ともに健やかに成長することは市
民全ての願いであり、大会を開催することにより
青少年健全育成に対する理解を深め、その積極的
な参加を図る。

11月27日
（日）
予定

サンライズ
もとみや

青少年
一　般

【青少年教育事業】
　令和4年本宮市二十歳を祝う会
　　二十歳を祝う会記念事業実行
　　委員会

大人になったことを自覚し自ら生き抜こうとす
る青年を市全体で祝い励ますために「二十歳を祝
う会」を開催する。

併せて、対象者を中心とした「二十歳を祝う会
記念事業実行委員会」を組織し、記念事業を企
画・立案・実施する。

1月8日
（日）
予定

サンライズ
もとみや

令和4年度中
に20歳となる

者

【家庭教育事業】
　ひなげし学級（母親学級）

子どもを持つ親として、家庭における役割や家
庭で役立つ知識を積極的に学びながら、保護者同
士のコミュニケーションを図り、家庭教育に関心
を持ってもらう機会を提供する。

年８回 公民館等
小学校入学前
の児童を持つ

母親

【女性教育事業】
　レディースセミナー

教養、趣味、健康に関する内容を学習すること
により、女性として健康で、自らの人生を豊かで
充実したものにする。

年８回 公民館等 成人女性

【成人教育事業】
　生涯学習講座

市民のニーズに合った教養、趣味、健康等に関
する各種講座を開設することにより生涯学習の基
礎づくりと仲間づくりを推進する。

前　期
後　期

公民館等 一　般

Ⅷ　社会教育

１　社会教育事業計画（令和４年度）

生涯学習推進事業

事業名 目的・内容
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期　日 会　場 対象者

【高齢者教育事業】
　本宮ふれあい塾（本宮地区）
　新制大学（白沢地区）

教養、趣味、健康に関する内容を学習すること
により、高齢者が幅広く生きがいを持ちながら生
き生きと心豊かに過ごし、社会的能力を高める。

年６回 中央公民館
60歳以上の

高齢者

【高齢者教育事業】
　長寿大学

健康で楽しく生きがいのある生活に対応する社
会的能力を高める。

随時
地区公民館
現　　　地

60歳以上の
高齢者

期　日 会　場 対象者

文化・スポーツ振興基金事業

優れた舞台芸術を子どもから大人まで鑑賞する
機会や一流スポーツ選手を見る機会を提供し、市
民の文化・スポーツに対する関心と理解を深める
一助とする。

随　時
サンライズ
もとみや

一　般

２０２２　本宮市文化祭
市内で活動している文化団体に対し、年に一度

その練習と成果の発表の場を提供する。

10月15日
～

11月19日

中央公民館
サンライズ
もとみや

一　般

文化祭
　（２０２２しらさわ秋祭り）

白沢地区の文化団体の芸術・文化作品の発表と
鑑賞の機会を設け、市民の文化活動意欲の向上と
市内の芸術文化団体育成の充実を図る。

10月15日
～

11月19日

白沢公民館
文化ホール

一　般

みんなの作品展

自分の余暇活動で制作した作品を一般の方に鑑
賞してもらう場を提供する。また、市民の制作意
欲の高揚と作品を鑑賞し、芸術・文化に対する関
心と理解を深める機会を提供する。

11月16日
～

12月1日
中央公民館 一　般

書き初め大会・書き初め展示会

書き初めをとおして、日本の伝統文化である書
道に親しみを感じてもらう。また、市内小学生か
ら一般の方が参加することから、世代を超えた交
流の場を提供する。（展示：1月７日～2月5日）

1月5日
（木）

白沢公民館
文化ホール

小学生
～

一　般

市民のための芸術鑑賞会①
「宝くじ文化公演事業
　　　　　岸谷香コンサート」

「宝くじ文化公演事業」を活用し、市民が音楽に
親しむ機会を提供する。（白沢公民館と共催）

10月10日
（月）

サンライズ
もとみや

一　般

市民のための芸術鑑賞会②
内容検討中
子どもから大人まで、上質な音楽や芸術にふれる
機会を提供する。

日程調整中
サンライズ
もとみや

幼　児
～

一　般

第１０回もとみやかるた大会

『もとみやかるた』を使用した、かるた大会を開
催。今年度は、アルファベット版を使用し、新型
コロナウイルス感染症対策として個人戦で開催す
る。（白沢公民館と共催）

11月26日
（土）

白沢公民館 小学生

幼保芸術鑑賞教室
本物の演劇の鑑賞をとおして幼児の情操と想像

力を高める。（出演：劇団なるにあ）

10月17日
～

10月21日

各保育所
幼稚園

保育所・
幼稚園児

小学校芸術鑑賞教室
音楽の鑑賞をとおして本物の音楽芸術に触れる

ことで豊かな人間性を育む。（出演：ファンカッ
ション）

9月8日
サンライズ
もとみや

白沢地区
小学生

中学校芸術鑑賞教室 ３中学校それぞれで開催 年間 各中学校 中学生

期　日 会　場 対象者

文化財調査委員会
後世に保存、継承するため、文化財の指定と保

護・活用を図るため、教育委員会の諮問に応じ意
見を述べる。

年３回
予　定

中央公民館
白沢公民館
現　　　地

文化財調査
委員

文化財の指定と保存

後世に保存、継承するため、文化財の指定と保
護・活用を図る。

開発にかかる遺跡については、協議のうえ試掘
調査や工事の立ち会いを実施する。

年　間 現　地 文化財一般

事業名 目的・内容

文化活動事業

事業名 目的・内容

文化財保存事業

事業名 目的・内容
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文化財防火デー
全国文化財防火デーに伴い、避難訓練、消火訓

練、防火訓練、防火診断などを実施する。

1月26日
（木）
予　定

現　地 文化財一般

文化財看板修繕
経年劣化等による市指定の文化財や史跡などに

ついての説明板の修繕を実施する。
年　間 現　地 文化財一般

指定天然記念物樹勢回復工事
市指定天然記念物を樹木医の診断結果に基づ

き、年次計画により樹勢回復工事を実施する。
未　定 現　地

市指定
天然記念物

植栽等維持管理業務
「白旗山古墳」　「人取橋古戦場功士壇」
　草刈り　低木樹木伐採

－ 現　地
市指定
文化財

埋蔵文化財
開発事業に対しての埋蔵文化財の発掘等に対する
適切な対応を行う。

年　間 現　地
市指定

文化財等

指定天然記念物樹勢診断
市指定天然記念物の生育状況などを樹木医に樹

勢診断していただく。
未　定 現　地

市指定
天然記念物

文化財講座
先人の築き上げてきた文化を深く学び長く後世

に受け継ぐために講座を開設し、文化・文化財の
保護、保存の意識を高める。

7月
～

12月

白沢公民館
現地

一　般

民俗芸能保存団体の育成
保存会の自主活動を援助し、民俗芸能保存団体

の健全な育成と後継者養成の支援を行なう。
年　間

民俗芸能
保存団体

本宮市民俗芸能大会
本宮市内に伝わる民俗芸能保存会１３団体で実

行委員会を組織し、大会を開催する。
12月11日
（日）

サンライズ
もとみや

一　般

期　日 会　場 対象者

文化団体連絡協議会　白沢支部
芸術、文化活動を通し市民の文化意識の高揚を

図る中心的母体として自主活動できるよう援助支
援を行なう。

年　間 白沢公民館等 加盟団体

期　日 会　場 対象者

常設展
県指定重要文化財「天王壇古墳」の埴輪資料や

市内の民俗資料を展示する。
年　間 資料館 一　般

企画展「収蔵資料展」

市内個人より寄贈された資料を中心とした展示
を行う。江戸後期から戦中までの資料が中心とな
る。年間を通して適宜展示するものを変更して行
う。

年３回 資料館 一　般

博物館実習の受け入れ
大学や短大から実習生の受け入れ依頼を受け、

学生を受け入れる。
随　時 資料館 大学生

期　日 会　場 対象者

文化ホール運営協議会
文化ホールの運営の円滑化を図るため、諮問に

応じて意見を述べ、芸術文化の振興を推進する。
年２回

文化ホール
現　　　地

運営協議会
委員

第５回本宮洋らん展 　本宮洋らん愛好会の会員による洋らん展
4月13日

～
4月17日

１階ロビー 一　般

おもしろ体験コーナー
プラバン・スライム・押し花カード作りなどの

ワークショップの開催

4月29日
～

5月 8日
１　階 小中学生

歴史民俗資料館事業

事業名 目的・内容

文化団体の育成と人材の養成及び活動支援

白沢ふれあい文化ホール企画展と普及事業

事業名 目的・内容

事業名 目的・内容
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文化ホール収蔵品展 　文化ホール収蔵品の中から約50点の作品の展示
5月21日

～
7月 3日

全　館 一　般

日本風景写真協会福島展 　日本風景写真協会福島支部の作品展
7月14日

～
7月18日

全　館 一　般

社会を明るくする運動ポスター・
標語展

本宮市と大玉村の小中学校児童生徒の応募作品
を展示

7月21日
～

8月21日
全　館

小中学生
一　般

第３０回記念あだち野展
中教研安達支部を中心とした安達管内の美術教

師やOBの作品展

8月28日
～

9月11日
１　階

小中学生
一　般

英国自動人形展
自動人形（オートマタ）は欧州で発展した歴史

がありイギリス人作家の作品を紹介する。

9月17日
～

11月6日
全　館

小中学生
一　般

２０２２しらさわ秋祭り
　文化祭　第２会場

　しらさわ秋祭り・文化祭第２会場
11月12日

～
11月20日

全　館 一　般

NHK第11回福島の桜フォトコンテ
スト
　本宮展

　入賞作品５０点の展示
12月1日

～
12月25日

２　階
一　般

第14回本宮ふれあい書き初め展
水　墨　画　展

　書き初め大会（１月５日）の作品展示
　白沢絵画愛好会の作品展

1月 7日
～

2月 5日
全　館 一　般

第16回本宮市
　写真コンクール作品展

第16回写真コンクールに応募された全作品を展
示

3月18日
～

4月23日
全　館 一　般

期　日 会　場 対象者

楽しい手織り
卓上機を利用してケーブル織りのマフラーや裂

き織りの基礎を学ぶ
前　期
後　期

白沢公民館 一　般

文化系講座 　美術や文化関係の実技講座を開催 後　期 白沢公民館 一　般

昔の暮らしと機織り体験
　小学校の依頼に応じ、昔の暮らしの話しと機織
り体験を実施。

通　年 文化ホール 小学生

機織り体験
白沢の伝統文化である機織りの体験としてテー

ブルセンタ一やショールなどを製作。
通　年 文化ホール 一　般

陶芸教室
カップやお皿などオリジナルの作品の製作（団

体受付のみ）。
通　年 文化ホール 一　般

期　日 会　場 対象者

図書館協議会
本宮市立図書館の資料の収集、管理運営、利用

方法等について意見を述べ、市内の読書活動の活
性化を推進する。

年２回 夢図書館 協議会委員

図書資料の充実
夢図書館の利用層拡大、図書資料・視聴覚資料

等の整備・充実と施設の適正な管理・運営を図
る。

年　間 図書館 一　般

図書館見学
学校での授業の一環として、図書館を訪問し利

用方法等について学ぶ。
随時受付 図書館 小学生

職場体験・インターンシップの受
け入れ

中学校・高等学校のキャリア教育の一環である
職場体験活動・インターンシップ活動を受け入
れ、図書館の仕事を体験し、将来の職業について
考える一助とする。

随時受付 図書館
中学校・高等
学校生徒

本宮市立図書館（しらさわ夢図書館・中央公民館図書室）事業

目的・内容事業名

【教育普及事業】

事業名 目的・内容
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読書活動支援ボランティア派遣
各教育施設の読み聞かせや図書の整理のための

ボランティアの依頼に基づきボランティアを派遣
する。

市内教育施設
市内

保・幼・学校
幼児・小学生

調べ学習の支援活動
学校の教諭や児童・生徒を対象に、授業で必要

な資料の提供を行う。
随時受付 図書館

小中学生、
教員

図書整理・補修・廃棄支援訪問
各教育施設の蔵書の整理や補修、廃棄等につい

て、職員が訪問し支援をする。
年2回

市内
保・幼・学校

教員

手作りしかけ絵本教室 　手作りのえほん作成を指導する。 年１回 図書館 小学生

ブックトーク活動
市内小・中学校へ司書が出向いてテーマに沿っ

た図書の紹介や読み聞かせをする。
年４０回 市内学校 小中学生

アニマシオン
市内の保育所・幼稚園・学校等において読書へ

の関心・興味を引きだす様々な作戦を行う。
年１２１回

市内
保・幼・学校

幼児
児童
生徒

ドリーム文庫
各小中学校・幼稚園・保育所を対象に図書を団

体貸出する。
年３回

市内
保・幼・学校

幼児
児童
生徒

読書感想文教室
夏季長期休業期間中に読書感想文の書き方のノ

ウハウを身につける講座を開催する。
年２回

市内
小学校

小学生

子どもの本・読書に関するお話
市内外の保育所・幼稚園・学校等において、職

員・保護者向けに子どもの本や読書の重要性につ
いて司書が話をする。

年4回
市内

保・幼・学校
保護者
教員

調べ学習講座
国語辞書、漢和辞典、百科事典の引き方、活用

の仕方について学校司書が指導し、親子で一緒に
学ぶ講座の開催。

夏季休業期間
中

図書館 小学生

理科読推進講座
理科読推進のための実技と図書の紹介の講座の開
催。

夏季休業期間
中

図書館 幼児～小学生

本宮市読書感想文（画）コンクー
ル

夏季長期休業期間中に読書感想文（画）を募集
し、コンクールを開催する。

年１回 図書館 小学生

読書環境の醸成、家庭での読み聞かせの奨励を
はかるため開催する。

○赤ちゃん・妊婦さんへのおはなし会
　（原則第４金曜日に実施）

年１２回 図書館
乳幼児

妊婦・家族

○ちびっ子おはなし会
　（原則第２水曜日に実施）

年１１回 図書室
幼児（3～5

歳）

○ドリームおはなし会
　（原則第４日曜日に実施）

年７回 図書館 幼児・保護者

○特別おはなし会
　（長期休業期間・読書週間期間に実施）

年５回 図書館
乳幼児
～

小学生

○出張おはなし会
　（市内各小学校・幼稚園・保育所へ訪問）

年３１回
市内

保・幼・学校

幼稚園児
保育園児
小学生

プレブックスタート
（４ヶ月児　健診）

４ヶ月健診の際に親子へのわらべうたの奨励や
ブックスタートの事前説明（情報）提供などを行
う。

毎月１回 えぽか
乳児

保護者

ブックスタート
（１０ヶ月児　健診）

10ヶ月児健診の際に親子への絵本の読み聞か
せ、読み聞かせの奨励、絵本（２冊）や図書館
バックの提供をする。

毎月１回 えぽか
乳児

保護者

ブックスタートプラス①
（１歳６ヶ月児健診読み聞かせ）

１歳６ヶ月健診の際に親子への絵本の読み聞か
せを行い、家庭での絵本の読み聞かせを奨励す
る。

毎月１回 えぽか
乳児

保護者

おはなし会
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ブックスタート②
（３歳児健診読み聞かせ）

３歳健診の際に対象の親子へ絵本の読み聞かせ
を行い、絵本（１冊）を提供し、家庭での絵本の
読み聞かせを奨励する。

毎月１回 えぽか
幼児

保護者

各種絵本講座

育児サークル会員や子育てをしている親子を対
象として、読み聞かせなどを行い、育児と読み聞
かせの大切さを知らせる。（本宮市で行っている
「まちづくり出前講座」と共催）

年２回 地区公民館等
幼児
一般

パパママ教室
保健課主催「パパママ教室」での、お腹の中か

らの読み聞かせ活動の推進・普及を行う

新型コロナ
ウィルス感染
拡大防止のた
め一時休止

えぽか 保護者

家族読書普及事業「家族読書オス
スメ本１００選」

安達地区読書活動推進委員会のすすめる、家族
読書「オススメ本100選」の展示・貸し出し、PR
のほか、今年度は、リストの改訂を行う予定。

通　年
図書館
市内外

一　般

子ども読書フォーラム
子育てや子どもと読書の関係について、専門講

師を招聘して講話を開催し、子育てや読書支援の
一助とする。

年１回 図書館 一　般

パソコン講座
生涯学習事業の一環で、図書館マルチメディア

室のパソコンを使用して開催する。
前期
後期

図書館 一　般

大人のための読書会
専門講師による一般成人向けの読書会の開催を

する。
年６回 図書館 一　般

ドリーム文庫
市内保育所・幼稚園・小中学校へ希望の図書の団
体貸出しを行う。

年３回
保育所・幼稚
園・小中学校

やすらぎ文庫
市内各文庫・企業などにニーズに沿った図書の

団体貸出しを行う。
年５回 市内各文庫 一　般

読書活動支援ボランティア養成講
座

各教育施設でのボランティア（主として教育機
関支援）を行う人材の育成を図る。

年５回 図書館 一　般

ボランティア活動の受入
中学生のボランティア活動の一環として図書館

での仕事を体験してもらう。
随時受付 図書館 中学生

ボランティア相談受付 　おはなし会開催についての相談・協力・援助 随時受付 図書館 一　般

戦争と平和を考える本
終戦記念日等にちなみ、戦争と平和を考える推

薦図書のリスト作成と展示

７月
～

８月
図書館

児　童
～

一　般

夏休み課題図書展
夏休みの課題図書や自由研究などに関する本を

特設する。

５月
～

８月
図書館 児　童

読書週間オススメ本
　リスト作成・展示

読書週間期間のお薦め本のリスト作成・配布・
展示

10月
～

11月
図書館 一　般

秋・冬推せん図書展示 　冬休みの推薦図書を特設する。 12月 図書館 児　童

２０２１年児童図書賞展
２０２１年の主要な児童図書賞を受賞した作品

の展示をおこなう。
2～3月 図書館 一　般

オススメ本１００選展示

安達地区読書活動推進委員会のすすめる、家族
読書「オススメ本１００選」の展示・貸し出し。
「オススメ本１００選」改訂後は新しくリストに
入れた図書の展示も行う。

年間 図書館
児　童
～

一　般

時事に関連した資料の展示
話題になっている事柄に関連した図書を展示

し、貸し出しを行う。
随　時 図書館 一　般

新着本展示
図書館の新着本を書評などと一緒に展示し、貸

し出しを行う。
随　時 図書館 一　般

世界のバリアフリー児童図書展
ＪＢＢＹ（日本国際児童図書評議会）の選定した
世界のバリアフリー児童図書を展示する。

3月 図書館
児　童
～

一　般
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図書館開館記念事業「夢まつり」
雑誌・古書リサイクル市、ベストリーダーの発
表、夏休み特別おはなし会等を開催。

7月18日 図書館
乳幼児
児童
一般

しらさわ秋まつり「秋の夢まつ
り」

古書・雑誌のリサイクル市、手作りしおり作り、
缶バッチ作り等

秋祭り開催日 図書館
乳幼児
児童
一般

読書感想文・感想画コンクール表
彰式

読書感想文・感想画コンクール受賞者への表彰
状・記念品の授与を行う。

11月3日 図書館
児童

保護者

移動図書館車「モトム号」運行 移動図書館車による訪問・貸出を行う。 5月～2月
市内保育所・
幼稚園・小学
校

幼児～一般

朝読・家庭読書シートの作成・配
布・活用

学校や家庭での読書時間を設けて記録するシート
を作成して、月間・年間に応じて表彰を行い、読
書を奨励する。

5月～3月
図書館・学校

図書館
幼児～一般

アニマシオンについての研修・研
究

子どもに対する読書教育「アニマシオン」につい
て、よりよい実践・普及のために専門講師を招聘
して、内容の精査・事業計画立案を行う。

年３回 図書館 幼児～一般

読書通帳作成・配布・活用事業 読書通帳の作成・配布、利用の促進を図る。 随　時
図書館・図書

室
幼児～一般
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月　　日 内　　　　容 会　　場

4月17日 第16回もとみやロードレース大会 市内特設コース

5月15日 第49回白沢地区総合体育祭　バスケットボール大会 白沢体育館

6月5日
(予備日12日）

第16回本宮地区市民壮年ソフトボール大会 多目的グラウンド

6月5日 第16回市民家庭バレーボール大会 総合体育館

6月19日

第46回安達地方親善スポーツ大会
壮年ソフトボール
家庭バレーボール
バドミントン
硬式テニス
卓球
ソフトテニス

二本松市

7月10日
17日

第75回県民スポーツ県北地域大会
壮年ソフトボール
バドミントン
ソフトテニス
硬式ﾃﾆｽ
家庭バレーボール
卓球

安達地方

7月24日 市民ダブルス大会 白沢庭球場

7月31日 第16回本宮地区熟年（実年）ソフトボール大会 多目的グラウンド

8月21日
28日

第64回白沢地区ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会　（決勝戦　28日） 白沢運動場、白沢野球場

9月4日
（予備日なし）

第44回安達地方親善選抜軟式野球大会
　：しらさわグリーンパーク野球場
第39回安達地方親善熟年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会：大玉村民運動場

本宮市
大玉村

9月中旬 第16回市町村対抗福島県軟式野球大会 開成山野球場　ほか

9月11日
18日

第16回市民軟式野球大会 神座運動場、荒井運動場

10月1日
～2日

第16回市民ソフトテニス大会 白沢庭球場

10月中旬 第9回市町村対抗福島県ソフトボール大会 相馬光陽ソフトボール場

10月16日 第16回もとみや駅伝大会 市内特設コース

10月25日 第14回市民グラウンドゴルフ大会（予備日26日） 多目的グラウンド

11月11日 市長杯第6回市民パークゴルフ大会
コミュニティ交流広場パーク
ゴルフ場

11月20日 第34回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会 白河～福島間

12月4日 第16回市民バドミントン大会 白沢体育館

12月18日 第45回本宮バスケットボール選手権大会 白沢体育館

1月14日 第16回スポーツ新春のつどい ネーブルシティ　aube

2月5日 第54回女子バレーボール大会 白沢体育館

2月12日 第46回男子バレーボール大会 白沢体育館

3月5日 第17回本宮市民ハンドボール大会 本宮第一中学校体育館

3月12日 第17回本宮市民卓球大会 総合体育館

２　社会体育事業計画　(令和４年度　各種スポーツ大会)
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№ 種　別 名　　称 概　　　要 所　在　地 指定年月日

蛇の鼻御殿　本館１棟

蛇の鼻御殿　藏座敷１棟

2
有形民俗
文化財

白沢の養蚕関係用具
　　　　　３３１点

本宮市白沢地域の養蚕に関わる用具類を収集
したもの。当地方の養蚕農家の生業と信仰を
よく示している。

本宮市白岩
　字堤崎494-44
 (ふれあい文化ﾎｰﾙ)

平成20. 3.13

№ 種　別 名　　称 概　　　要 所　在　地 指定年月日

1 考古資料 天王壇古墳出土品一括
甲冑形・女子埴輪ほか形象埴輪・円筒埴輪等
一括　古墳時代中期の様相を示す埴輪

本宮市本宮
　字南町裡１３０
 (歴史民俗資料館)

昭和60.12.25

2
無形民俗
文化財

白岩の太々神楽

出雲流神楽。明治維新までは、神職たちに
よって演じられたが、その後氏子に伝授され
た。長屋神社神宮小松左膳から国分治八を経
て伝えられる小松流神楽。

本宮市白岩
　字宮ノ下３０４

昭和52. 7. 5

3 彫刻
木造毘沙門天及吉祥天
　　善膩師童子像３体

毘沙門天は甲冑をつけ、須弥座の上に踏鬼を
踏む。檜材の寄木造り、脇侍は吉祥天と善膩
師童子

本宮市和田字東屋口 昭和30. 2. 4

4
名勝及び
天然記念物

岩角山
阿武隈高地西縁にある花崗岩浸蝕景観の特異
な形状を残しその景観を背景に天台密教の聖
地として平安末から栄えた

本宮市和田字東屋口 昭和30. 2. 4

5 天然記念物 塩ノ崎の大ザクラ
エドヒガンの大樹。樹齢約600年。享保年間
の絵図面にも大木の記述がある。
根廻径7.2ｍ、樹高約20ｍ

本宮市白岩
　字塩ノ崎２６０

平成17. 4.15

№ 種　別 名　　称 概　　　要 所　在　地 指定年月日

1 史跡 庚申壇古墳
５世紀　前方後円墳,埴輪出土、葺石を巡ら
す。

本宮字竹花 昭和45. 3.31

2 史跡 天王壇古墳
５世紀　造出付円墳38ｍ、全長41ｍ、形象埴
輪

本宮字南ノ内 昭和60.12.25

3 名勝 岩井の清水
歌枕にもなった名泉、小沼幸彦の論考によ
り、文人墨客が訪れる地となった。

青田字岩井 昭和45. 3.31

4 天然記念物 田中の肥上桜 樹齢400年、エドヒガンの大樹、樹高25ｍ 仁井田字田中 昭和52. 5.26

5 天然記念物 日輪寺の枝垂桜 双樹のシダレ桜、樹齢150年以上、樹高8.5m 本宮字山田 昭和52. 5.26

6 天然記念物 安達太良神社の森 鎮守の森、杉・欅等の大樹 本宮字舘ノ越 昭和60.12.25

7 天然記念物 殕森のツバキ
樹齢約400年、５本に幹別したヤマツバキ
樹高8m

青田字殕森 昭和60.12.25

8 天然記念物 寺下のかさ松 笠松形のアカマツ、樹齢150年、樹高3.5m 仁井田字寺下 昭和60.12.25

9 天然記念物 苗代田神社のモミ 樹齢200年、樹高45ｍの高樹 岩根字小屋舘山 昭和60.12.25

10 天然記念物 仁井田のモミジ 樹齢約250年、樹高14m 仁井田字西町 平成 8. 3.28

11 天然記念物 誓伝寺のキャラボク 樹齢約300年、樹高4.7m 本宮字南山神 平成 8. 3.28

12 天然記念物 本陣のクロマツ 樹齢約200年、樹高4.6m、北町本陣跡 本宮字舘ノ越 平成 8. 3.28

13 天然記念物 羽黒神社の森 鎮守の森、サイカチの古木など 関下字羽黒 平成 8. 3.28

14 天然記念物 竹花のカキノキ 樹齢約200年、樹高12m、甘柿の大木 本宮字竹花 平成 8. 3.28

　県指定文化財

　市指定文化財

３　本宮市の文化財　（国登録文化財・県指定文化財・市指定文化財）

本宮市本宮
　字蛇ノ鼻３８

平成 8.12.201 建造物
明治後期伊藤氏の別荘建築。千鳥破風・唐破
風を持つ外観、内部の障壁画。明治末の大工
の粋が見られる。

　国登録文化財
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№ 種　別 名　　称 概　　　要 所　在　地 指定年月日

15 工芸品 高木寺の鰐口 大永４年（1524）銘 高木字舟場 昭和45. 3.31

16 考古資料 太郎丸観音堂供養塔 浮彫阿弥陀三尊来迎供養塔 本宮字太郎丸 昭和60.12.25

17 考古資料 太郎丸観音堂供養塔(2) 鎌倉時代正応３年（1290）銘 本宮字太郎丸 平成13.12.12

18 考古資料 太郎丸供養塔 鎌倉時代正安３年（1301）銘 本宮字太郎丸 昭和60.12.25

19 考古資料 日輪寺供養塔 鎌倉時代嘉元２年（1304）銘 本宮字山田 昭和60.12.25

20 考古資料 舘供養塔 鎌倉時代正応４年（1291）銘 青田字舘 昭和60.12.25

21 考古資料 神宮寺供養塔(1) 鎌倉時代元亨４年（1324）銘 荒井字荒井 昭和60.12.25

22 考古資料 神宮寺供養塔(2) 南北朝時代観応２（1351）銘 荒井字荒井 昭和60.12.25

23 考古資料 神宮寺供養塔(3) 鎌倉時代正安４（1302）銘 荒井字荒井 平成13.12.12

24 考古資料 白山供養塔(3) 鎌倉時代正安２（1300）銘 荒井字白山 平成13.12.12

25 考古資料 荒井観音堂供養塔(6) 鎌倉時代正和２（1313）銘 荒井字五百川 平成13.12.12

26 考古資料 荒井観音堂供養塔(8) 鎌倉時代嘉元２年（1304）銘 荒井字五百川 平成13.12.12

27 考古資料 五百川供養塔Ａ 鎌倉時代正安元年（1299）銘 仁井田字五百川 平成13.12.12

28 考古資料 五百川供養塔Ｂ(1) 南北朝時代文和４年（1355）銘 仁井田字五百川 昭和60.12.25

29 考古資料 五百川供養塔Ｃ(1) 鎌倉時代正和元（1312）銘 仁井田字五百川 昭和60.12.25

30 考古資料 申供養塔Ａ(1) 鎌倉時代正応５年（1292）銘 仁井田字申 昭和60.12.25

31 考古資料 申供養塔Ａ(4) 鎌倉時代正応４年（1291）銘 仁井田字申 昭和60.12.25

32 考古資料 申供養塔Ｂ(1) 鎌倉時代正応３年（1290）銘 仁井田字申 平成13.12.12

33 考古資料 申供養塔Ｃ(1) 鎌倉時代正安４（1302）銘 仁井田字申 平成13.12.12

34 考古資料 不動堂供養塔(1) 鎌倉時代正応元（1288）銘 仁井田字西町 昭和60.12.25

35 考古資料 不動堂供養塔(2) 鎌倉時代正応４年（1291）銘 仁井田字西町 昭和60.12.25

36 考古資料 不動堂供養塔(3) 浮彫阿弥陀三尊来迎供養塔 仁井田字西町 昭和60.12.25

37 考古資料 新昌寺供養塔(2) 鎌倉時代正安４年（1302）銘 仁井田字東町 昭和60.12.25

38 考古資料 田中稲荷供養塔 南北朝時代観応２年（1351）銘 仁井田字田中 昭和60.12.25

39 考古資料 高木寺供養塔 鎌倉時代永仁６年（1298）銘 高木字舟場 昭和60.12.25

40 考古資料 石網供養塔 浮彫阿弥陀三尊来迎供養塔 関下字石網 昭和60.12.25

41 無形民俗 諏訪神社獅子舞 岩代下長折系譜の獅子舞 長屋字諏訪 昭和48. 3.30

42 無形民俗 八ツ田内七福神舞 阿武隈川東岸分布の舞いで伊勢音頭がつく 白岩字塩ノ崎 昭和48. 3.30

43 無形民俗 稲沢御田植踊 豊作を祈願する予祝行事。 稲沢字団子森 昭和50. 5. 1

44 無形民俗 春日神社太々神楽 出雲流神楽で安達郡東部の神職神楽の系譜 稲沢字春日 昭和56.10.21

45 無形民俗 鹿島神社太々神楽 出雲流神楽で田村郡西部の神職神楽の系譜 松沢字宮前 平成 6. 5.11

46 無形民俗 高松神社太々神楽 出雲流神楽で小松流の神楽 糠沢字高松 平成17.12. 7

47 無形民俗 和田神社太々神楽 出雲流神楽で小松流の神楽 和田字中ノ宮 平成18. 6. 6
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№ 種　別 名　　称 概　　　要 所　在　地 指定年月日

48 無形民俗 長屋神社太々神楽 出雲流神楽で小松流の神楽 長屋字宮山 平成18. 6. 6

49 無形民俗 荒井の太々神楽 出雲流神楽で白岩の太々神楽の系譜 荒井字荒井 平成19.12.28

50 無形民俗 北部先囃子
江戸時代から続く安達太良神社の祭礼、祭り
の囃子

本宮 平成21.11.18

51 無形民俗 南部先囃子
「角兵衛」と「テンヤ」「タマガワヤ」に特
徴を持つ、祭りの囃子

本宮 平成21.11.18

52 無形民俗 東部太鼓台 昭和61年から始められた太鼓台 高木 平成21.11.18

53 美術工芸品 舘ヶ岡板碑 鎌倉時代元応２年（1320）銘 和田字舘ヶ岡 昭和48. 3.30

54 美術工芸品 境ノ内五輪塔 室町時代中期～後期の形態 和田境ノ内 昭和48. 3.30

55 美術工芸品 浮彫三尊来迎板碑 浮彫阿弥陀三尊来迎板碑 白岩字馬場 昭和50.12.22

56 美術工芸品 鹿島神社の絵馬 徳田研山(２代目)筆「放れ駒」「親子駒」 松沢字宮前 昭和54. 5. 1

57 美術工芸品 桜本の臼石 縄文時代 和田字桜本(字重神) 昭和54. 5. 1

58 史跡 城ノ内古戦場 戊辰戦争戦跡 糠沢字城ノ内 昭和48. 3.30

59 史跡 高松山 徳一大師開基と伝える古刹 糠沢字高松 昭和48. 3.30

60 史跡 白旗山古墳 標高345ｍ、山頂の高塚群 和田字白旗 昭和50.10. 1

61 史跡 糠塚古墳 糠依姫の伝説 糠沢字耕網 昭和54. 5. 1

62 史跡 花水廃寺跡 平安時代瓦、鉄滓が出土 和田字西明内 昭和54. 5. 1

63 天然記念物 戸ノ内八幡桜 エドヒガン、樹齢約900年 糠沢字羽黒 昭和54. 5. 1

64 天然記念物 浮島神社の大欅 樹齢約600年 白岩字宮ノ下 昭和60. 4. 1

65 天然記念物 金礼寺の枝垂れ銀杏 樹齢約400年 白岩字根岸 昭和60. 4. 1

66 天然記念物 宮久保の大桜 樹齢推定500年 長屋字鼓石 昭和61. 7.25

67 天然記念物 竹ノ作の桜 樹齢約350年 白岩字竹ノ作 平成 6. 5.26

68 名勝 わんだの清水 膳椀の出る清水伝説（椀出し清水） 和田字刑部内 昭和54. 5. 1
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１　非常勤特別職

渡　辺　　　好

梅　津　芳　正

大　内　茂　実

後　藤　正　人

委 員

委 員

委 員 佐　藤　建　一

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

星　　　次　男

眞　田　博　史

桑　原　恵　美

永　井　三　雄

鈴　木　規　男

古　山　正　儀委 員

國　分　長　次委 員

委 員

古　宮　忠　重

渡　辺　甲　一

平　　　晴　夫

職　名 氏　　名

委 員 長 宍　戸　一　郎

氏　　名

委 員

國　分　乾　光

氏　　名

委 員 渡　辺　正　得

委 員 和　田　直　也 橋　本　清　徳

石　橋　宏　章

副 会 長 遠　藤　嘉　一

　(4) 文化財調査委員（任期：令和5年3月31日まで）

委 員

髙　田　宗　彦

渡　辺　常　夫

小　沼　香　苗

遠　藤　恵美子

副 委 員 長

委 員 委 員

委 員

委 員

職　名

國　分　　　進

委 員

委 員

委 員

委 員

伊　藤　豊　子

委 員

井　上　栄　政

委 員

委 員

職　名 氏　　名

会 長 大　橋　一　美

塩　田　月　子

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

副 会 長

会 長 山　崎　由美子

委 員 矢　島　智恵美

委 員

委 員

深　谷　麻　紀

二　瓶　　　薫

遠　藤　徳　雄

遠　藤　奈緒子

浅　井　紗由里

根　本　康　子

遠　藤　めぐみ

小野間　幸　一

委 員

副 委 員 長

委 員

委 員

遠　藤　房　子

井　上　佳代子

　(2) 図書館協議会委員（任期：令和5年3月31日まで）

職　名 氏　　名 職　名

副 委 員 長

氏　　名

伊　藤　勝　美

職　名

Ⅸ　各種委員

渡　辺　久　宗

職　名

石　橋　正　彦

氏　　名

委 員

　(3) スポーツ推進委員（任期：令和6年3月31日まで）

委 員 長 菅　野　三　郎

委 員

氏　　名

味　岡　隆　善

委 員

髙　山　優　子

委 員委 員

委 員

遠　藤　道　子

武　田　京　子

渡　邊　順　子

　(1) 社会教育委員（任期：令和5年3月31日まで）

職　名

委 員

委 員
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２　その他の委員

　(2) 白沢ふれあい文化ホール運営協議会委員（任期：令和5年3月31日まで）

３　地区公民館長・分館長

　(1) 地区公民館長・分館長（任期：令和5年3月31日まで）

副 会 長 安　部　　　明

副 会 長 松　井　義　孝

委 員

委 員 渡　辺　博　明

叶　　　栄　徳

職　名 氏　　名

会 長 高　松　義　行 委 員

職　名

廣　瀬　英　孝 委 員 菅　野　三　郎

委 員

　(5) 青少年問題協議会委員（任期：令和5年3月31日まで）

長　尾　良　夫

佐々木　菜穂子

委 員 川　名　良　子

委 員 菅　野　淑　子

会 長 安　達　孝　子

副 会 長

委 員

渡　邊　常　夫

渡　邊　武　一

鈴　木　　　晃

鈴　木　文　男

渡　邉　德太郎 白沢公民館白岩分館長

白沢公民館糠沢分館長

白沢公民館長屋分館長

氏　　名

三　瓶　　　隆

北　山　市　郎

渡　辺　正　得

氏　　名

委 員

委 員

委 員

松　本　次　男 白沢公民館和田分館長

職　名

国　分　政　司 委 員

三　浦　　　照

高木地区公民館長 伊　藤　裕　通

岩根地区公民館長 遠　藤　安　正

白沢公民館松沢分館長

白沢公民館稲沢分館長

委 員

職　名

青田地区公民館長

委 員

伊　藤　豊　子

荒井地区公民館長

仁井田地区公民館長

職　名 氏　　名 職　名

　(1) 文化スポーツ振興基金活用委員会委員（任期：令和6年3月31日まで）

職　名 氏　　名 職　名 氏　　名

委 員

渡　邉　真　弓

宍　戸　一　郎 委 員 桜　井　弘　和

委 員 石　塚　浩　子 委 員 鈴　木　吉　夫

委 員 大　野　正　信 委 員 白　岩　正　朗

氏　　名

野　地　照　代

古　宮　博　文

氏　　名

委 員 村　田　由　美 委 員 菅　田　　　絢

委 員 橋　本　善　壽

委 員 伊　藤　美保子

委 員

和　田　直　也

相　樂　秀　幸

委 員 石　橋　今朝夫 委 員 佐　藤　健　夫
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Ⅹ 資 料 

１ 歴代教育委員 

 職  名 氏   名 任     期 

１ 委 員 長 伊 藤 滋 敏 平成 19年 1月 1 日 ～ 平成 23年 3月 26日 

２ 委 員 渡 邊 新 市 平成 19年 1月 1 日 ～ 平成 19年 3月 26日 

３ 委 員 坂 田 洋 海 平成 19年 1月 1 日 ～ 平成 19年 3月 26日 

４ 委 員 渡 邊 静 子 平成 19年 1月 1 日 ～ 平成 19年 3月 26日 

５ 教 育 長 引 地 洲 夫 平成 19年 1月 1 日 ～ 平成 19年 3月 26日 

６ 委 員 北 山 市 郎 平成 19年 3月 27日 ～ 平成 22年 3月 26日 

７ 委 員 大 内 綾 子 平成 19年 3月 27日 ～ 平成 23年 3月 31日 

８ 
委 員 

仲 川  清 
平成 19年 3月 27日 ～ 平成 22年 3月 31日 

委 員 長 平成 23年 4月 1 日 ～ 平成 27年 3月 31日 

９ 教 育 長 佐久間 和 夫 平成 19年 3月 27日 ～ 平成 23年 3月 26日 

10 委 員 渡 辺 俊 之 平成 22年 3月 27日 ～ 平成 27年 3月 31日 

11 委 員 谷  明 子 平成 23年 4月 1 日 ～ 平成 27年 3月 31日 

12 委 員 古 宮 博 文 平成 23年 4月 1 日 ～ 平成 27年 3月 31日 

13 教 育 長 原 瀬 久美子 平成 23年 4月 1 日 ～ 平成 27年 3月 31日 

 

○ 平成２７年度以降（地方教育行政法改正に基づく新制度） 

 職  名 氏   名 任     期 

１ 教 育 長 原 瀬 久美子 平成 27年 4月 1 日 ～ 平成 30年 3月 31日 

２ 委 員 仲 川  清 平成 27年 4月 1 日 ～ 平成 28年 3月 26日 

３ 委 員 渡 辺 俊 之 平成 27年 4月 1 日 ～ 現 職 

４ 委 員 谷  明 子 平成 27年 4月 1 日 ～ 現 職 

５ 委 員 古 宮 博 文 平成 27年 4月 1 日 ～ 現 職 

６ 委 員 遠 藤 傳一郎 平成 28年 3月 27日 ～ 現 職 

７ 教 育 長 青 田  誠 平成 30年 4月 1 日 ～ 令和 3年 3月 31日 

８ 教 育 長 松 井 義 孝 令和  3年 4月 1 日 ～ 現 職 
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２ 教育沿革（教育史年表） 

本宮市教育沿革 

平成 19年 1月 

平成 20年 2月 

(2008)  3月 

平成 21年 3月 

(2009) 11月 

12月 

平成 22年 2月 

(2010) 11月 

12月 

平成 23年 2月 

(2011)  3月 

 

 

 

 

 

4月 

5月 

 

 

6月 

6月 

8月 

 

 

 

 

11月 

 

平成 24年 2月 

(2012)      

3月 

 

4月 

8月 

10月 

 

11月 

12月 

平成 25年 2月 

(2013)  7月 

 

11月 

平成 26年 2月 

(2014) 10月 

本宮第 4保育所駐車場整備工事完成 

本宮小学校第二校舎大規模改修・耐震補強工事完成 

白沢の養蚕関係用具が国の登録有形民俗文化財に登録される 

岩根小学校校舎増築工事完成 

本宮小学校新校舎完成 

岩根小学校耐震補強工事完成 

岩根幼稚園園舎増築工事完成 

本宮小学校外構及び屋外トイレ建設工事完成 

白沢中学校法面復旧工事完成 

本宮第二中学校グラウンド改修工事完成 

3月 11日東日本大震災が発生し教育施設に甚大な被害発生 

(主な被害：本宮第二中学校校舎 2棟及び体育館大破、白沢中学校グラウン

ド法面崩落、白沢保育所法面崩落、しらさわカルチャーセンター天井崩落、

白沢体育館支柱損壊・駐車場路盤沈下など) 

3 月 13 日から全小中学校、幼稚園、保育所を原発事故による放射能汚染の

ため臨時休校等の措置を取る 

本宮第二中学校仮教室を荒井公民館・体育館に設置 

東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質除去工事実施（小中

学校 10校、幼稚園 5園、保育所 5箇所、荒井公民館グラウンド、神座運動

場、白沢野球場、第 2児童館、私立幼稚園保育園 5箇所） 

小中学校の普通教室及び一部の特別教室に扇風機を設置 

本宮第二中学校仮設校舎建設工事完成 

子どもの体験活動の機会確保のため、体験活動等応援補助事業費補助金の

交付開始 

放射性物質除去工事実施（中央公民館、白沢公民館・分館、各地区公民館運

動場、グリーンパーク野球場等 18箇所 児童公園 42箇所） 

香川県直島との交流開始 

本宮方部学校給食センターに放射性物質測定機器（ベルトールド社製）設

置、給食用地元産米の検査開始 

給食センター、保育所及び自校給食校に放射性物質測定機器（日立アロカ

社製）設置 

岩根小学校校舎増築工事完成 

五百川幼稚園と本宮第４保育所を閉園 

五百川幼保総合施設開園 

香川県直島との交流 

保育所及び自校給食校に放射性物質測定機器（ベルトールド社製）設置 

ちびっこ御輿もとみや秋祭り運行開始 

ちびっこ御輿しらさわ秋祭り運行開始 

ぬかざわ遊友クラブが文部科学大臣表彰を受賞 

本宮第二中学校体育館完成 

本宮第一中学校体育館連絡通路完成 

本宮第二中学校新校舎及び本宮第二中学校技術室が完成 

白沢中学校校舎耐震補強改修工事完成 

五百川小学校西校舎耐震補強改修工事完成 

五百川小学校東校舎耐震補強改修工事完成 
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12月 

平成 27年 1月 

(2015)  2月 

 

3月 

7月 

8月 

9月 

平成 28年 2月 

 (2016) 3月 

 

9月 

10月 

平成 29年 6月  

(2017)      

11月 

平成 30年 1月 

(2018) 3月 

 

4月 

5月 

平成 31年 3月 

(2019)    

4月 

  

令和 元年 5月 

10月 

 

12月 

令和 ２年 3月 

(2020)  4月 

 

 

 

7月 

令和 ３年 1月 

(2021) 2月 

 

4月 

 

 

5月 

6月 

令和 ４年 3月 

(2022)   

 

 

  

本宮市学校支援地域本部が文部科学大臣表彰を受賞 

小中学校の普通教室及び一部の特別教室にエアコンを設置 

岩根小学校体育館完成 

本宮第一中学校北校舎耐震補強改修工事完成 

子ども屋外プール完成 

岩根小学校体育館渡り廊下等建設工事完成 

和田小学校物置設置工事完成 

本宮第二中学校校舎増築工事完成 

白沢中学校体育館耐震補強改修工事完成 

岩根小学校旧体育館跡地駐車場整備工事完成 

本宮第一中学校普通教室にエアコンを設置 

屋内運動場（まゆみアリーナ）完成 

本宮第一中学校南校舎耐震補強改修工事完成 

コミュニティ交流広場パークゴルフ場完成 

本宮第一中学校旧体育館・屋外プール解体 

本宮第二中学校グラウンド拡張造成工事完成 

本宮第一中学校ソフトボールコート移設 

五百川幼保総合施設分庁舎（旧第 4保育所）解体 

未来へつなげる市民のつどい 2018開催（しげちゃん一座：絵本ライブ） 

幼稚園・保育所・小中学校に防犯カメラ設置 

サンライズもとみやイス式階段昇降機設置 

未来へつなげる市民のつどい 2019開催（春らんまん寄席） 

旧高木地区公民館解体 

五百川小学校学校運営協議会設置 

遠藤徳氏製作ブロンズ像「古里・帰還の日」除幕式 

高木地区公民館完成 

令和元年東日本台風により阿武隈川が氾濫、安達太良川が決壊し浸水被害 

 （本宮第１保育所、中央公民館、サンライズもとみや、歴史民俗資料館） 

まゆみ保育所完成（旧：本宮第３保育所） 

本宮第１保育所仮設園舎完成（五百川幼保総合施設の園庭） 

岩根小学校・本宮第二中学校学校運営協議会設置 

本宮第３保育所を仮園舎として本宮第２保育所が使用開始 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大により 4月 10日から 5月 24日まで一斉臨時休校 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止のため各種行事が中止となる 

本宮第２保育所解体完了 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大により成人式を 5月 2日に延期 

2月 13日福島県沖を震源に震度 6弱の揺れを観測。教育施設も被災 

 （白岩小体育館、カルチャーセンター、本宮二中、五百川小、岩根小） 

浸水被害を受けた中央公民館とサンライズもとみやが 4月から再開 

本宮小学校・本宮まゆみ小学校・本宮第一中学校に学校運営協議会を設置 

浸水被害を受けた本宮第 1保育所の解体完了。跡地は駐車場に。 

たかぎ保育所完成（旧：第２保育所） 

新移動図書館車「モトム号」完成 

3月 16日福島県沖を震源に震度５強の揺れを観測 

（被災した教育施設：本宮二中、五百川小、岩根小、白岩分館） 

みんなの原っぱ運動広場グランドオープン 
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4月 

 

7月 

本宮市内全小中学校に学校運営協議会が設置される。 

(糠沢小学校・和田小学校・白岩小学校・白沢中学校は合同で一つの協議会) 

みずいろ保育所完成（旧：本宮第１保育所を移転新築） 
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旧本宮町教育沿革 

昭和28年 9月(1953) 

昭和29年 3月(1954) 

  4月(1954) 

昭和30年 4月(1955) 

 

昭和31年 3月(1956) 

昭和37年 3月(1962) 

昭和38年 3月(1963) 

昭和39年10月(1964) 

昭和40年 4月(1965) 

 

昭和41年 4月(1966) 

昭和43年 1月(1968) 

  4月(1968) 

昭和45年 4月(1970) 

  5月(1970) 

昭和46年 3月(1971) 

昭和47年 4月(1972) 

昭和49年 3月(1974) 

昭和50年 2月(1975) 

昭和51年 4月(1976) 

昭和54年 4月(1979) 

昭和55年 3月(1980) 

  4月(1980) 

  6月(1980) 

昭和56年 1月(1981) 

    4月(1981) 

昭和57年 4月(1982) 

昭和58年 3月(1983) 

  4月(1983) 

昭和60年 7月(1985) 

 11月(1985) 

昭和61年 8月(1986) 

昭和63年 5月(1988) 

平成 2年 6月(1990) 

平成 3年 5月(1991) 

平成 5年 7月(1993) 

10月(1993) 

平成 6年 7月(1994) 

      8月(1994) 

 

 

平成 7年10月(1995) 

 

平成 8年 6月(1996) 

平成 9年 3月(1997) 

4月(1997) 

町村合併促進法公布 

本宮町教育委員会設置、本宮町・荒井村・青田村・仁井田村合併 

本宮町立本宮保育所設立（矢来）～定員 100名 

本宮中学校の校名を改称し、本宮第一中学校とする 

本宮第二中学校開設、高木が本宮町に編入合併 

本宮第二中学校舎完成、岩根村本宮町に編入合併 

県立本宮高等学校新校舎完成 

本宮町公民館新館完成 

町民プール完成（仁井田字吹上） 

本宮第二中学校完成、開校（荒井字団子森） 

本宮第二中学校・岩根中学校統合 

五百川小学校発足 

本宮方部学校給食センター完成、４月より給食開始 

本宮児童館開設 

高木小学校が本宮小学校へ統合 

第二保育所開所 

本宮小学校校舎完成 

五百川幼稚園開設 

本宮第一中学校校舎完成 

岩根小学校校舎完成 

第三保育所開所 

第四保育所開所 

本宮第二児童館完成 

岩根幼稚園開設 

歴史民俗資料館～旧東北電力建物改築開館 

荒井、仁井田体育館完成 

第二保育所完成 

五百川小学校校舎完成 

岩根幼稚園園舎完成 

県立本宮高等学校新校舎に移転（高木井戸上） 

町民憲章、花・木・鳥制定 

第一保育所完成 

役場新庁舎完成（万世） 

共同福祉施設（サンライズもとみや）完成 

町史編纂事業始まる 

本宮小学校分離新設校建設に関する答申 

本宮町総合体育館完成 

(財)本宮町文化スポーツ振興事業団設立 

本宮体育館完成 

夏季巡回ラジオ体操会全国放送（9月より平成 9年 3月まで毎月 

1回早朝ラジオ体操実施) 

第 50回国民体育大会リハーサル大会 

第 50回国民体育大会ハンドボール大会開催 

（成年男子一部・成年女子） 

荒井の太々神楽復活発表会 

町民プール完成(温水)4月 19日よりオープン 

五百川・岩根幼稚園 2年保育開始 
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平成10年 2月(1998) 

  3月(1998) 

  7月(1998) 

     9月(1998) 

平成11年 1月(1999) 

       1月(1999) 

        4月(1999) 

平成12年 1月(2000) 

         6月(2000) 

    10月(2000) 

平成13年 2月(2001) 

     

       4月(2001) 

   8月(2001) 

平成14年 4月(2002) 

平成15年 1月(2003) 

        4月(2003) 

平成16年 6月(2004) 

平成17年 3月(2005) 

9月(2005) 

平成18年 6月(2006) 

 9月(2006) 

本宮方部学校給食センター移転改築完成 

本宮まゆみ小学校校舎建築着工 

本宮第一中学校校庭拡張整備完了 

本宮方部学校給食センター食中毒発生 

ボーイスカウト日本連盟福島県第 56団復団・入隊式挙行 

阿武隈川右岸築堤『平成の大改修』事業開始 

本宮まゆみ小学校開校 

本宮まゆみ小学校屋内体育館建築着工 

本宮小学校屋内体育館改築着工 

本宮まゆみ小学校屋内体育館建築完成 

本宮小学校屋内体育館改築完成 

町民プール天井落下事故（６月８日再開） 

学校評議員制度開始 

本宮小学校旧屋内体育館解体 

保育所・児童館の所管を教育委員会へ移管 

本宮小学校屋上防水工事及びパラペット補強工事完成 

幼稚園・保育所統一カリキュラムによる保育の実施（4・5歳児） 

本宮小学校プールサイド改修工事完成 

本宮町次世代育成支援行動計画策定 

(財)本宮町文化スポーツ振興事業団解散 

本宮小学校プール防水塗装工事完成 

五百川幼稚園屋根改修工事完成 
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  旧白沢村教育沿革 

昭和30年 4月(1955) 

 

12月(1955) 

昭和33年12月(1958) 

昭和34年 3月(1959) 

昭和35年 1月(1960) 

12月(1960) 

昭和37年 3月(1962) 

11月(1962) 

12月(1962) 

昭和38年 4月(1963) 

11月(1963) 

昭和39年12月(1964)  

昭和42年 4月(1967) 

昭和43年 4月(1968) 

 11月(1968) 

12月(1968) 

昭和44年 9月(1969) 

11月(1969) 

昭和45年 4月(1970) 

昭和47年11月(1971) 

昭和48年 1月(1973) 

昭和49年 2月(1974) 

昭和51年 3月(1976) 

昭和52年 3月(1977) 

昭和53年 5月(1978) 

昭和54年 7月(1979) 

昭和55年 4月(1980) 

昭和56年 4月(1981) 

7月(1981) 

昭和57年 9月(1982) 

12月(1982) 

昭和58年 3月(1983) 

3月(1983) 

4月(1983) 

昭和59年 2月(1984) 

4月(1984) 

昭和60年 3月(1985) 

3月(1985) 

昭和61年 2月(1986) 

2月(1986) 

4月(1986) 

昭和62年 1月(1987) 

4月(1987) 

昭和63年 3月(1988) 

4月(1988) 

11月(1988) 

白沢村教育委員会設置、４月３０日白岩村・和木沢村合併 

白岩公民館、和木沢公民館が白沢村公民館となる。 

糠沢小学校完成 

白沢村青年研修所開設 

白岩中学校完成 

和田小学校完成 

糠沢小学校体育館完成 

公民館結婚式開始 

和田小学校、糠沢小学校学校給食開始 

白岩中学校体育館完成 

白岩小学校に長屋分校統合 

白岩小学校学校給食開始 

白岩小学校体育館完成 

白岩小学校に稲沢分校統合 

白岩小学校に松沢分校統合 

白岩小中プール完成 

村民体育館完成 

和木沢中学校プール完成 

和木沢中学校、白岩中学校学校給食開始 

白沢幼稚園、糠沢・和田・白岩分園開設（１４１名入園） 

村民運動場完成 

公民館稲沢分館完成 

公民館糠沢分館完成 

公民館白岩分館完成 

稲沢地域運動場完成 

白沢村公民館完成 

糠沢小学校プール完成 

村民野球場完成 

和木沢中学校、白岩中学校を統合し白沢中学校開校 

白沢中学校プール完成 

松沢地域運動場完成 

和田小学校体育館完成 

公民館長屋分館（長屋地区住民センター）完成 

白岩小学校校舎完成 

白沢第一保育所開設 

糠沢小学校校舎完成 

公民館和田分館（和田新農業構造改善センター）完成 

和田・白岩幼稚園完成 

公民館松沢分館（松沢コミュニティーセンター）完成 

和田小学校校舎完成 

糠沢幼稚園園舎完成 

村民テニスコート完成 

長屋地域体育館完成 

和木沢地域運動場完成 

糠沢小学校体育館完成 

公民館稲沢分館（稲沢産業センター）完成 

稲沢地域運動場完成 
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平成元年11月(1989) 

平成 2年 4月(1990) 

11月(1990) 

平成 3年 3月(1991) 

 4月(1991) 

平成 4年 9月(1992) 

平成 6年 3月(1994) 

4月(1994) 

7月(1994) 

平成 7年 3月(1995) 

 3月(1995) 

平成 9年 4月(1997) 

 7月(1997) 

平成11年 2月(1999) 

 4月(1999) 

8月(1999) 

平成14年12月(2002) 

平成17年 4月(2005) 

12月(2005) 

平成18年 4月(2006) 

 

10月(2006) 

ふれあい文化ホール完成 

Ｂ＆Ｇ白沢海洋センター(村民プール)完成 

総合体育館完成 

公民館白岩分館(産業振興会館)完成 

白沢第二保育所開所 

稲沢地域体育館完成 

しらさわカルチャーセンター完成 

公民館糠沢分館(糠沢集落センター)完成 

しらさわグリーンパーク完成 

柔剣道場完成 

長屋みややま運動場完成 

白沢中学校沖縄修学旅行を開始 

しらさわ夢図書館開館 

糠沢小学校増築工事完成 

白沢保育所完成、開所 

シルバースポーツセンター完成 

第１回白沢村青少年健全育成推進大会開催 

塩ノ崎の大ザクラが県天然記念物に指定 

公民館結婚式 1,000組達成 

しらさわ夢図書館「子どもの読書活動優秀実践図書館」文部科学大

臣表彰 

県北地域市町村対抗軟式野球大会優勝（白沢村チーム） 
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３ 各学校・保育所・幼稚園の経営方針等 

 

 

【小学校】 校 長 教 頭 

（１） 本宮小学校 穐 山 俊 之 遠 藤 秀 樹 

（２） 本宮まゆみ小学校 鈴 木 規 男 渡 邉 文 盟 

（３） 五百川小学校 佐 藤   聡 小 林 真 一 

（４） 岩根小学校 渡 辺 博 明 大 野 武 文  

（５） 糠沢小学校 深 谷 麻 紀 宍 戸 和 介 

（６） 和田小学校 佐 藤 憲 博 及 川 博 睦 

（７） 白岩小学校 相 樂 秀 幸 最 上 俊 彦 

   

【中学校】 校 長 教 頭 

（１） 本宮第一中学校 佐 藤 健 夫 遠 藤 知 宏 

（２） 本宮第二中学校 三津間 勝 彦 小 松 拓 也 

（３） 白沢中学校 日下部 準 一 佐久間   潤 
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【幼稚園】 園 長 副園長 

（１） 
五百川幼保総合施設 

 幼稚園部 
加 藤 美賀子 川 名 裕 子 

（２） 岩根幼稚園 伊 藤 律 子 飯 島 知 実 

（３） 糠沢幼稚園 

佐久間 恵理子 

石 澤 美 樹 

（４） 和田幼稚園 安 田 理香子 

（５） 白岩幼稚園 大 塚 叔 子 

   

【保育所】 所 長 副所長 

（１） 
五百川幼保総合施設 

 保育所部 
加 藤 美賀子 國 分 美佳子 

（２） みずいろ保育所 遠 藤 道 子 渡 辺 美 和 

（３） たかぎ保育所 本 田 真理子 遊 佐 和 代 

（４） まゆみ保育所 佐々木 幸 子 矢 作 祐 子 

（５） 白沢保育所 渡 辺 美 紀 國 分 聖 子 
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

（
人
間
関
係
形
成
・
社
会
能
力
）

挑
戦

力
（
自
己
理
解
・自
己
管
理
能
力
）

創
造
（
想
像
）的
思
考
力

（
課
題
対
応
能
力
）

情
報
活
用
力

（
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
）

だ
れ
に
で
も
気
持
ち
の
い
い

あ
い
さ
つ
を
す
る
子
の
育
成

あ
き
ら
め
ず
に
何
度
で
も

挑
戦
す
る
子
の
育
成

情
報
を
う
ま
く

活
用
す
る
子
の
育
成

自
分
の
知
識
や
経
験
と

つ
な
げ
て
考
え
る
子
の
育
成

○
保
護
者
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
あ
い
さ
つ
運
動
の

継
続

○
教
科
･
道
徳
･特

活
で
の
意
図
的
･
計
画
的
･
継
続
的

指
導

○
学
級
会
と
児
童
会
に
お
け
る
子
ど
も
主
体
の
活
動

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
的
操
作
の
習
得

○
情
報
収
集
能
力
の
育
成

(本
、
資
料
集
、
辞
書
、
地
図
帳
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど

)

○
「
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
本
宮
」
を
大

き
な
柱
と
し
た
総
合
・
生
活
科
の
学
習
の

推
進

○
マ
イ
ノ
ー
ト

(振
り
返
り
シ
ー
ト

)の
活
用

○
目
標
を
も
た
せ
た
業
間
運
動
の
推
進

○
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る

た
め
の
生
活
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

め
ざ
す
教
師
の
姿

本
宮
市
立
本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校
令
和
４
年
度
学
校
経
営
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン

め
ざ
す
学
校
の
姿

～
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
、

笑
顔
は
じ
け
る
ま
ゆ
み
小
～

○
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
安
心
し
て

繰
り
返
せ
る
学
校

○
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

め
ざ
す
保
護
者
の
姿

め
ざ
す
地
域
の
姿

☆
温
か
く
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
教
師

☆
子
ど
も
と
共
に
学
び
続
け
、
成
長
す
る
教
師

☆
同
僚
性
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
子
ど
も
に
か
か
わ
る
教
師

ま
ゆ
み
っ
子
に
つ
け
た
い
４
つ
の
力
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
育
成
の
観
点
か
ら
）

・
新
学
習
指
導
要
領

｢
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
｣

・
第
７
次
福
島
総
合
教
育
計
画

｢
幸
せ
を
紡
ぐ
県
北
の
教
育
｣

・
本
宮
市
教
育
振
興
基
本
計
画

・
本
宮
市
学
校
教
育
指
導
の
重
点

「笑
顔
あ
ふ
れ
る
共
育
の
ま
ち

も
と
み
や
」

☆
先
生
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
共
に
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る

保
護
者

☆
子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
全
力
で
応
援
す
る
保
護
者

☆
子
ど
も
と
同
じ
目
線
で
考
え
、
個
性
を
尊
重
す
る
保
護
者

☆
大
人
も
子
ど
も
も
気
軽
に
声
を
か
け
合
い
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
地
域
（
ま
ゆ
み
っ
子
会
の
活
動
充
実
）

☆
子
ど
も
の
安
心
・安
全
の
た
め
積
極
的
に
子
ど
も
に

か
か
わ
る
地
域

実
践
事
項
(令

和
4
年
度
)

重
点
目
標
(令

和
３
~
５
年

度
)

第
１
期
２
年
次

あ
い
さ
つ
名
人

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
達
人

ス
マ
イ
ル
ク
リ
エ
ー
タ
ー

情
報
マ
イ
ス
タ
ー
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教育目標

学校経営・運営ビジョン

〈努力目標〉

◎ 目標に向かって、ともに励まし合う子どもの育成

〈重点実践事項〉

① 友達を大切にする集団づくり

□ ほめて励まし認めて伸ばす指導

② 自己実現を目指すキャリア教育の充実

□ 達成感を味わわせる指導

③ 体力向上と健康維持への意識の高揚

□ 運動の日常化と保健衛生の習慣化の指導

〈努力目標〉

◎ 自ら学び、ともに高め合う子どもの育成

〈重点実践事項〉

① 基礎的・基本的な学習内容の定着

□ 適用・習熟・発展のための時間の位置づけ

② よさの鑑賞による主体性の育成

□ つなぎ、深めるコーディネートの工夫

③ 自己マネジメント力の育成

□ 学びのサイクルづくり

令和４年度 本宮市立五百川小学校

ドリーム＆チャレンジ ともに未来をつくる五百川っ子

～夢や希望をもち、地域に貢献する子どもの育成～

・地域に学び、地域を愛する子ども

・主体的・協働的に学ぶ子ども

・課題にチャレンジする子ども

〈努力目標〉

◎ 学びを生かし、地域へ働きかける子どもの育成

〈重点実践事項〉

① 「ふるさと」から学ぶカリキュラムの改善

□ 育む資質・能力の明確化

② 「ふるさと」で学ぶ体験的・探究的活動の充実

□ 地域への「関心」→「理解」→「愛着」→「貢献」

の学びのスパイラル

③ 「ふるさと」への心を育む道徳教育の充実

□ 「郷土愛」を重点とした道徳科の指導同僚性の高い教師

地域から信頼される教師

子どもの夢を育む学校

安全・安心な学校

○ 「地域とともにある学校」の推進

○ 地域学校協働活動の推進

○ メディアコントロールと親子読書の推進

○ 「家庭学習スタンダード」の活用

目指す児童像

目指す教師像 目指す学校像
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○
情
報
の
提
供
と
学
校
公
開

○
学
校
評
価
の
充
実

○
学
校
支
援
事
業
の
活
用

○
幼
保
・
小
・
中
の
連
携

○
外
部
機
関
と
の
連
携

○
地
域
と
の
連
携

・
学
校
だ
よ
り
･

・
評
価
結
果
の
活
用

・
積
極
的
な
活
用

・
共
通
実
践
の
強
化

・
行
政
機
関
と
の
連
携

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ス

Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
発
信

・
学
校
評
議
員
会
の
充
実

・
連
携
の
強
化

・
情
報
交
換
の
活
発
化

・
警
察
と
の
連
携

ク
ー
ル
に
向
け
た
準

・
授
業
等
の
公
開

備
推
進

知
性
を
高
め
、
徳
性
を
み
が
き
、
心
身
と
も
に
健
全

な
生
徒
を
育
成
す
る
。

◎
自
ら
学
び
、
心
身
を
き
た
え
る
生
徒

○
正
し
く
判
断
し
、
実
践
す
る
生
徒

○
思
い
や
り
が
あ
り
、
協
力
す
る
生
徒

○
郷
土
を
愛
し
、
勤
労
を
尊
ぶ
生
徒

教
育
目
標

＜
目
指
す
子
ど
も
の
姿
＞

自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
発
見
し
、
夢
に
向
か
う
力
が

強
い
子
ど
も

○
未
来
を
切
り
拓
く
資
質
・
能
力
の
育
成

○
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の
育
成

○
健
康
な
体
と
運
動
能
力
の
育
成

本
宮
市
教
育
委
員
会
指
導
の
重
点

・
学
校
行
事
や
部
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

・
元
気
で
素
直
な
心
を
持
つ
生
徒
が
多
い

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
不
足
し
て
い
る

・
学
校
不
適
応
の
生
徒
が
出
現

生
徒
の
実
態

誇
り
を
持
ち
、
活
力
に
満
ち
た
本
宮
一
中

●
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
躍
動
す
る
本
宮
一
中

●
よ
さ
や
可
能
性
を
認
め
、
共
に
伸
び
る
本
宮
一
中

●
地
域
か
ら
学
び
、
地
域
と
共
に
歩
む
本
宮
一
中

め
ざ
す
学
校
像

本
宮
市
立
本
宮
第
一
中
学
校

令
和
４
年
度
学
校
経
営
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン

１
授
業
の
質
的
改
善
と
研
修
の
充
実

・
学
習
意
欲
を
高
め
る
学
習
課
題
の
設
定

・
個
に
応
じ
た
指
導
と
学
び
が
深
ま
る
ま
と
め
の
工
夫

・
学
び
の
共
有
化
を
図
る
場
の
設
定

(主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び

)
・
組
織
を
生
か
し
た
計
画
的
な
校
内
研
修
の
推
進

２
基
本
的
学
習
習
慣
の
確
立
と
家
庭
学
習
の
充
実

・
「
６
つ
の
約
束
」
の
徹
底

・
高
め
合
う
学
級
、
学
習
集
団
づ
く
り

・
家
庭
学
習
の
定
着

３
特
別
支
援
教
育
の
充
実

・
個
別
の
支
援
計
画
等
を
活
用
し
た
障
が
い
に
応
じ
た
指
導

・
進
路
指
導
の
充
実

４
読
書
活
動
の
推
進

・
朝
の
読
書
活
動
の
充
実

・
図
書
館
の
活
用
推
進

１
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
育
成

・
教
育
活
動
全
体
を
通
し
た
「
五
つ
の
心
」
の
育
成

・
Ｑ
Ｕ
を
活
用
し
た
望
ま
し
い
学
級
集
団
づ
く
り

・
生
徒
活
動
全
体
を
通
し
た
自
尊
感
情
の
育
成

２
生
徒
会
活
動
・
部
活
動
の
活
発
化

・
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

・
生
徒
に
よ
る
自
主
的
活
動
の
場
の
設
定

・
責
任
を
明
確
に
し
た
係
活
動
の
推
進

３
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

・
１
年
時
か
ら
の
望
ま
し
い
職
業
観
の
育
成

・
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
て
の
計
画
的
推
進

・
自
分
を
見
つ
め
、
将
来
に
目
を
向
け
る
指
導
の
工
夫

４
い
じ
め
の
未
然
防
止

・
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
共
通
理
解
と
実
践

・
メ
デ
ｲ
ア
対
応
と
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成

１
道
徳
教
育
の
充
実

・
教
育
活
動
全
体
を
通
し
た
道
徳
性
の
育
成

・
主
体
的
に
判
断
、
選
択
す
る
場
の
設
定

２
困
難
に
打
ち
克
つ
た
く
ま
し
い
心
の
育
成

・
部
活
動
、
体
験
活
動
の
活
性
化

３
教
育
相
談
の
充
実

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
に
基
づ
く
相
談
の
推
進

・
相
談
し
や
す
い
学
校
の
雰
囲
気
づ
く
り

・
早
い
段
階
で
の
Ｓ
Ｃ
，
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
連
携
し
た
教
育
相
談

４
健
康
安
全
意
識
の
高
揚

・
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
づ
く
り

・
危
険
回
避
能
力
の
育
成

５
体
力
の
向
上

・
部
活
動
・
休
憩
時
間
等
に
よ
る
日
常
化
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
の
分
析
と
向
上
策

確
か
な
学
力
の
育
成

自
主
性
の
育
成

健
や
か
な
心
と
体
の
育
成

本
年

度
の

実
践

事
項

キ
ー
ワ
ー
ド

「
笑
顔
」
「
研
学
」
「
品
格
」

同
僚
性
を
発
揮
し
生
徒
と
共
に
生
き
る
喜
び
を

実
感
で
き
る
教
師

め
ざ
す
教
師
像
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本
宮
市

自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
発
見
し

夢
に
向
か
う
力
が
強
い
子
ど
も

高
い
志
を
も
ち
、
仲
間
と
共
に

未
来
を
創
り
だ
す
生
徒

市
□

教
職
に
対
す
る
強
い
情
熱
の
あ
る
教
師

□
教
育
の
専
門
家
と
し
て
確
か
な
力
量
の
あ
る
教
師

□
総
合
的
な
人
間
性
の
あ
る
教
師

●
「
共
感
と
肯
定
」を
ベ
ー
ス
に
、
寄
り
添
う
指
導
を
行
う
教
師

●
同
僚
性
が
高
く
、
自
分
も
、
組
織
も
高
め
る
教
師

め
ざ
す
生
徒
の
姿

め
ざ
す
教
師
の
姿

●
生
徒
の
伸
び
（
成
長
）が
実
感
で
き
る
学
校

●
共
に
つ
く
り
あ
げ
る
喜
び
の
あ
る
学
校

市
□

児
童
生
徒
や
地
域
の
実
態
を
的
確
に
捉
え
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
で
子
ど
も
の
よ
さ
や
可
能
性
を
広
げ
る
学
校

□
家
庭
･地
域
と
連
携
し
て
教
育
活
動
を
行
う
開
か
れ
た
学
校

□
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
共
に
あ
る
、
魅
力
あ
る
学
校

め
ざ
す
学
校
の
姿

家
庭
･地
域
･関
係
機
関
等
と
の
連
携

●
積
極
的
な
情
報
発
信
・
学
校
公
開

・
学
校
・
学
年
通
信
等
の
定
期
的
発
行
、
「
も
と
み
や
ス
ク
ー
ル
ｅ
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
情
報
発
信
、
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、

授
業
・
学
校
行
事
等
の
公
開

●
学
校
評
価
の
充
実

・
教
育
目
標
具
現
化
の
た
め
の
評
価
改
善
（
生
徒
・保
護
者
・
教
職
員
）

・
学
校
運
営
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
会
と
の
情
報
交
換

●
教
育
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
適
応
指
導
教
室
等
）、
保
健
・
福
祉
関
係
等
の
行
政
機
関
と
の
連
携
強
化

●
幼
保
・
小
・
中
・
高
と
の
連
携
強
化

・
「
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
推
進
事
業
を
基
盤
と
し
た
小
中
連
携
と
研
修
会
の
開
催

・
教
育
委
員
会
主
催
の
学
力
向
上
・生
徒
指
導
・体
力
向
上
委
員
会
に
お
け
る
実
効
的
な
取
組

・
授
業
交
流
会
（
授
業
研
究
会
参
加
、
小
学
生
学
校
見
学
、
出
前
授
業
実
施
等
）、
情
報
交
換
の
工
夫

・
体
験
入
学
、
学
校
行
事
等
を
通
し
て
の
交
流

・
「
本
宮
二
中
学
区
ス
タ
イ
ル
」
の
周
知
と
家
庭
と
の
連
携

●
地
域
と
の
連
携
強
化
と
外
部
講
師
の
積
極
的
な
活
用

■
授
業
に
お
け
る
ＩＣ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
（
Ｇ
ＩＧ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
促
進
）

■
朝
の
読
書
の
実
施
と
読
書
の
習
慣
化
（も
と
み
や
１
０
０
選
）
の
推
進

■
教
育
相
談
の
充
実
と
不
登
校
の
未
然
防
止
（養
護
教
諭
、
Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
及
び
家
庭
・
関
係
機
関
と
の
連
携
）

■
新
し
い
生
活
様
式
や
震
災
経
験
を
踏
ま
え
た
安
全
・
防
災
教
育
の
充
実

■
同
僚
性
を
活
か
し
た
校
内
研
修
の
充
実

基
盤
と
な
る
教
育
活
動

１
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
全
校
体
制
の
取
組

□
Ｒ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
見
え
る
化
の
工
夫

□
家
庭
学
習
の
習
慣
化
の
推
進
（「
家
庭
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
活
用
）

２
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

□
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
（
マ
イ
ノ
ー
ト
）
の
効
果
的
な
活
用

□
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
等
の
育
成
と
進
路
指
導
の
工
夫

３
心
に
響
く
道
徳
教
育
の
推
進

□
「
特
別
の
教
科

道
徳
」
の
時
間
の
質
的
向
上

□
保
護
者
や
地
域
と
連
携
し
た
道
徳
教
育
の
推
進

１
学
級
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
全
校
体
制
の
取
組

□
親
和
的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
学
級
集
団
づ
く
り

□
創
意
工
夫
に
よ
る
特
別
活
動
の
活
性
化

□
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
環
境
設
定

（
賞
賛
と
承
認
）

□
自
己
肯
定
感
、
自
己
有
用
感
の
醸
成
（Ｑ
Ｕ
の
活
用
等
）

２
認
め
合
い
・
励
ま
し
あ
い
・
磨
き
合
う
集
団
の
基
盤
づ
く
り

□
心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
、
時
と
場
に
応
じ
た
言
動
が
と
れ
る
集
団
づ
く
り

□
「
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
基
づ
く
対
話
的
な
学
習
集
団
づ
く
り

１
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・能
力
の
育
成

□
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」を
明
確
に
し
た
授
業
づ
く
り

□
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
目
指
す
授
業
づ
く
り

□
学
力
調
査
等
の
結
果
を
受
け
た
機
能
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
授
業
サ
イ
ク
ル
の
構
築

□
主
体
的
に
学
び
、
新
た
な
課
題
に
挑
戦
し
続
け
る
生
徒
の
育
成

（
現
職
教
育
の
充
実
）

２
体
力
向
上
の
推
進

□
授
業
、
学
校
行
事
等
を
通
し
て
運
動
に
親
し
む
習
慣
・意
欲
の
醸
成

□
授
業
に
お
け
る
体
力
向
上
の
工
夫
（体
力
テ
ス
ト
の
分
析
と
活
用
等
）

□
部
活
動
に
お
け
る
体
力
向
上
の
工
夫
（運
動
部
）

□
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
参
加
奨
励
(ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
駅
伝
大
会
等
)

本
宮
市
基
本
理
念
笑
顔
あ
ふ
れ
る
共
育
の
ま
ち
も
と
み
や
～
夢
・
生
き
が
い
を
持
ち
、
共
に
育
み
、
共
に
育
つ
教
育
を
め
ざ
し
て
～

重
点
目
標
・
実
践
事
項

教
育
目
標

健
康

～
た
く
ま
し
い
心
身
の
鍛
練

共
生

～
思
い
や
り
と
感
謝
の
心

立
志
～
学
び
続
け
る
強
い
意
志
と
実
践

高
い
志
を
も
つ
生
徒
の
育
成

仲
間
と
共
に
高
め
あ
う
生
徒
の
育
成

未
来
を
創
り
だ
す
生
徒
の
育
成

■
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
（
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
言
語
環
境
、
食
育
、
時
間
管
理
等
の
保
護
者
と
の
連
携
）

■
積
極
的
な
生
徒
指
導
の
推
進
（
生
徒
に
寄
り
添
う
指
導
、
問
題
行
動
の
未
然
防
止
・早
期
発
見
・早
期
対
応
）

■
生
徒
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
環
境
設
定
（学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
共
通
理
解
と
実
践
）

■
特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
支
援
の
工
夫
と
充
実

学
校
運
営
協
議
会
制
度
に
よ
る
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
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（Ｐ
ｌａ
ｎ
）

（Ｄ
o
）

○め
：
め
あ
て
(
目
標
)を
も
つ

○じ
：
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る

（
C
h
e
ｃ
ｋ
&
A
c
ti
o
n
）

○ま
：
ま
と
め
(
振り

返
り)
を
し
っ
か
り
す
る

全
国
学
力
･
学
習
状
況
調
査
、
ふ
く
し
ま
学
力
調
査
、
Ｎ
Ｒ
Ｔ

学
校
評
価
に
お
い
て
、
高
い
評
価
を
目
指
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
す
べ
て
の
種
目
に
お
い
て
、

に
お
い
て
、
全
国
及
び
県
平
均
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

（
全
体
平
均

3.
3
以
上
、
全
項
目

3.
1
以
上
）

全
国
及
び
県
平
均
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
活
動
全
体
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
（
保
護
者
・
地
域
と
と
も
に
)

◇
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

◇
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

（
あ
い
さ
つ
､
返
事
､
場
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
、
時
間
厳
守
、
食
育
）

◇
家
庭
学
習
の
環
境
づ
く
り
（
家
庭
学
習
の
仕
方
の
指
導
と
時
間
の
確
保
）

・
自
力
登
校
(
徒歩

、自
転車
)
の
奨
励

◇
交
通
事
故
や
学
校
事
故
等
の
未
然
防
止
（
安
全
教
育
、
関
係
機
関
と
の
連
携
）

◇
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
（
家
庭
と
連
携
し
た
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰﾙ
と
情
報
ﾓ
ﾗﾙ
の
育
成
）

・
部
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

◇
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
（
学
校
教
育
と
家
庭
教
育
の
連
携
推
進
、
目
的
意
識
を
重
視
し
た
進
路
指
導
）

◇
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
の
相
互
理
解
と
連
携
強
化
（
学
校
運
営
協
議
会
と
の
連
携
、
情
報
発
信
、
参
観
）

＜
保
護
者
の
願
い
＞

生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
学
力
の
向
上
と
心
の
教
育
（
道
徳
教
育
）

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

令
和
４
年
度

本
宮
市
学
校
教
育
の
重
点

【
目
指
す
子
ど
も
の
姿
】「
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
発
見
し
、

夢
に
向
か
う
力
が
強
い
子
ど
も
」

○
未
来
を
切
り
拓
く
資
質
能
力
の
育
成

○
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の
育
成

○
健
康
な
体
と
運
動
能
力
の
育
成

本
年
度
の
重
点

＜
努
力
実
践
事
項
＞

１
様
々
な
活
動
等
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育

て
ま
す
。

〇
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
醸
成
す
る
学
級
づ
く
り
の
充
実

〇
自
己
肯
定
感
・
有
用
感
の
醸
成
に
よ
る
不
登
校
の
予
防

〇
生
命
の
尊
重
、
思
い
や
り
の
心
、
協
力
す
る
態
度
の
育
成

を
目
指
し
た
道
徳
教
育
の
充
実
（
考
え
･議
論
す
る
道
徳
）

〇
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

２
生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
自
己
実
現
を
支
援
し
ま
す
。

〇
自
己
の
生
き
方
の
探
求
と
進
路
指
導
の
充
実

〇
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
相
談
の
充
実

３
生
徒
の
自
主
性
や
主
体
性
を
育
て
ま
す
。

〇
全
校
的
な
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

〇
生
徒
の
主
体
性
を
伸
ば
す
生
徒
会
活
動
の
推
進
、
及
び

体
験
活
動
の
充
実

＜
努
力
実
践
事
項
＞

１
育
成
す
る
資
質
・
能
力
の
明
確
化
・
意
識
化
と
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
よ
り
、
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す

〇
思
考
の
共
有
と
吟
味
を
促
す
学
び
合
い
の
充
実

〇
少
人
数
で
の
指
導
と

IC
T
を
生
か
し
た
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実

〇
「
対
話
」
と
○め
○じ
○ま
を
大
切
に
し
た
、
学
ぶ
喜
び
を
実
感
す
る

「
わ
か
る
・
で
き
る
」
授
業
の
実
践

２
目
標
を
も
っ
て
、
自
ら
学
び
に
向
か
う
力
を
育
成
し
ま
す

〇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
の
活
用
に
よ
る
学
習
習
慣
サ
イ
ク
ル
の
確
立

〇
基
礎
学
力
テ
ス
ト
等
、
家
庭
で
の
自
主
学
習
を
促
す
取
組
の
充
実

〇
各
種
学
力
調
査
や
テ
ス
ト
の
分
析
に
よ
る
客
観
的
な
実
態
把
握

〇
各
種
検
定
受
検
に
よ
る
資
格
取
得
の
奨
励

３
読
書
活
動
・
読
書
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
読
書
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
ま
す
。

〇
「
朝
読
タ
イ
ム
」
の
実
施
と
「
家
読
」
の
習
慣
化

〇
学
校
図
書
館
と
夢
図
書
館
の
有
効
活
用

＜
努
力
実
践
事
項
＞

１
生
徒
一
人
一
人
の
将
来
の
自
己
実
現
を
支
え
る
、
健
康
な
身
体

を
つ
く
り
ま
す
。

〇
健
康
・
安
全
教
育
の
推
進

・
食
育
、
生
活
習
慣
づ
く
り
、
性
教
育
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
等

〇
授
業
と
体
育
的
行
事
を
通
し
た
体
力
づ
く
り
の
実
践

〇
防
災
教
育
・
放
射
線
教
育
の
推
進

２
部
活
動
を
通
し
て
、
体
力
、
表
現
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
成
し
ま
す
。

〇
主
体
的
な
活
動
姿
勢
の
醸
成

〇
効
率
的
な
活
動

３
対
外
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
奨
励
し
、

体
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

〇
市
の
体
育
的
行
事
へ
の
参
加
奨
励

（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
駅
伝
大
会
等
）

＜
合
言
葉
＞

や
れ
る
で
き
る
や
り
と
げ
る
！

自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
育
成

生
徒
の
自
主
性
・
主
体
性
の
育
成

目
指
す
教
師
像

○
明
る
く
活
気
が
あ
り
、
生
徒
に
信
頼
さ
れ
る
教
師

○
生
徒
理
解
に
努
め
、
一
人
一
人
の
能
力
を
伸
ば
す
教
師

○
常
に
自
己
研
鑽
に
努
め
、
互
い
に
高
め
合
う
教
師

○
教
育
に
情
熱
を
も
ち
、
生
徒
の
成
長
に
責
任
を
も
つ
教
師

令
和
４
年
度

学
校
経
営
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン

＜
本
宮
市
立
白
沢
中
学
校
＞

教
育
目
標

学
力
の
向
上
に
努
め
ま
す

＜
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

豊
か
な
心
を
育
て
ま
す

＜
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

評
価

目
指
す
学
校

像

○
生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
自
尊
心
を
育
て
る
学
校

○
生
徒
に
確
か
な
学
力
を
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
る
学
校

○
心
の
教
育
（
道
徳
教
育
）
を
大
切
に
す
る
学
校

○
礼
儀
正
し
い
挨
拶
や
言
葉
遣
い
を
身
に
付
け
さ
せ
る
学
校

主
な
目
標
指
標

評
価

た
く
ま
し
い
身
体
を
育
て
ま
す

＜
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

評
価

生
徒
が
主
役

～
生
徒
の
た
め
に
～

目
指
す
生

徒
像

○
自
ら
考
え
、
自
ら
学
ぶ
生
徒

○
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
、
主
体
的
に
行
動
す
る
生
徒

○
心
身
と
も
に
健
康
で
、
人
間
性
豊
か
な
生
徒
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自
分
な
り
の
力
を
発
揮
し
、
様
々
な
環
境
に
主
体
的
に
関
わ
り
夢
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も

 
（
令
和
４
年
度

 
本
宮
市
保
育
所
幼
稚
園
の
重
点
目
標

 
・
基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成
・
人
と
関
わ
る
力
の
育
成
・
健
全
な
心
と
身
体
の
育
成
）

 

保
育
方
針

 

（
市
重
点
目
標
）
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 
 

（
保
育
目
標
）
心
豊
か
な
子
ど
も
（
徳
）

 

 ◎
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
た
豊
か
な
心
の
育
成

 

（
達
成
目
標
）

 

◇
挨
拶
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

 

◇
自
分
の
感
情
や
意
思
を
表
現
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

 

◇
様
々
な
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 

◇
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

 

 

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成

 
 

自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
子
ど
も
（
知
）

 

 

◎
主
体
的
に
取
り
組
む
心
情
・
意
欲
・
態
度

 

 ◇
基
本
的
生
活
習
慣
の
自
立

 

◇
最
後
ま
で
諦
め
ず
や
り
遂
げ
る
子
ど
も
の
育
成

 

◇
道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え

 

◇
思
考
力
の
芽
生
え

 

◇
身
近
な
環
境
に
触
れ
、
好
奇
心
や
探
求
心
を
育
む

 

 

健
全
な
心
と
体
の
育
成

 
 

明
る
く
元
気
な
子
ど
も
（
体
）

 
 

◎
遊
び
を
通
し
て
体
を
動
か
す
意
欲
の
育
成

 

 ◇
充
実
感
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

 

◇
自
ら
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ
う

 

◇
絵
本
に
親
し
み
感
性
と
表
現
力
を
育
む

 

保
育
の
目
標

 

・
発
達
過
程
を
考
慮
し
な
が
ら
、
健
康
・
安
全
な
ど
生
活
に
必
要
な
基
本
的
生
活
習
慣
の

育
成
に
努
め
る

 

・
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
図
り
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
た
直
接
的
・
間
接

的
な
体
験
を
重
視
し
た
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
環
境
構
成
を
工
夫
し
、
総
合
的
な
保

育
を
行
う
中
で
幼
児
の
健
や
か
な
育
成
に
努
め
る

 

・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
基
本
に
、
一
人
一
人
の
発
達
や
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
保
育
・
教

育
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る

 

【
め
ざ
す
保
育
所
の
姿
】

 

・
安
全
・
挨
拶
・
笑
顔
を
大
切
に
す
る

保
育
所

 
・
子
ど
も
一
人
一
人
に
応
じ
た
適
切
な

援
助
が
で
き
る
保
育
所

 
・
温
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
規
範
意
識
を

も
ち
、
保
護
者
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

保
育
所

 

・
家
庭
・
地
域
と
つ
な
が
り
地
域
の
子

育
て
拠
点
と
な
る
保
育
所

 

  

【
め
ざ
す
保
育
士
の
姿
】

 

・
人
間
性
豊
か
で
幼
児
・
保
護
者
に
信

頼
さ
れ
る
保
育
者

 
 ・
幼
児
理
解
に
努
め
、
一
人
一
人
に
応

じ
た
保
育
を
す
る
こ
と
で
子
ど
も

の
夢
を
育
ん
で
い
く
保
育
者

 
 ・
自
己
研
鑽
に
励
み
、
専
門
職
と
し
て

の
自
分
を
磨
く
保
育
者

 

 

【
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
】

 

◇
保
育
だ
よ
り
・
ク
ラ
ス
だ
よ
り
の
定
期
的
発
行
 

◇
健
康
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
恒
常
的
利
用
に
よ
る
健
康
管
理
 

◇
教
育
委
員
会
、
保
健
・
福
祉
関
係
（
要
保
護
児
童
等
対
策
地
域
協
議
会
）
等
、
行
政
機

関
と
の
連
携
強
化
、
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（

SS
W）

と
の
連
携
に
よ
る

気
に
な
る
幼
児
へ
の
適
切
な
支
援
 

 

【
幼
・
保
・
小
・
中
学
校
の
連
携
】

 

◇
幼
保
小
中
の
連
携
の
推
進
 

（
学
校
体
験
・
職
業
体
験
・
心
の
教
育
委
員
会
・
学
力
向
上
委
員
会
 

健
康
・
体
力
向
上
委
員
会
・
中
学
校
区
に
よ
る
取
り
組
み
の
強
化
）
 

◇
授
業
公
開
の
交
流
・
研
修
会
等
へ
の
参
加
 

 

令
和
４
年
度

 
み
ず
い
ろ
保
育
所
経
営
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
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○
　

思
い

や
り

や
学

び
の

充
実

　
・

基
本

的
生

活
習

慣
の

確
立

　
・

保
育

相
談

の
活

用
　

・
発

達
過

程
、

生
活

リ
ズ

ム
、

心
身

の
状

態
の

把
握

　
・

疾
病

異
状

の
早

期
発

見
と

早
期

治
療

の
勧

告
　

・
絵

本
な

ど
の

読
み

聞
か

せ
の

充
実

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

全
保

育
者

の
組

織
的

保
育

○
　

発
達

過
程

に
応

じ
た

保
育

の
個

別
計

画

　
・

３
歳

未
満

児
…

個
別

的
な

計
画

作
成

・
十

分
な

依
存

と
愛

着
関

係

　
・

３
歳

以
上

児
…

個
の

成
長

、
子

ど
も

相
互

関
係

、
協

同
的

な
活

動

　
・

保
育

者
と

子
ど

も
、

子
ど

も
同

士
の

信
頼

関
係

　
・

ク
ラ

ス
づ

く
り

　
・

保
育

所
と

小
学

校
の

交
流

　
　

・
芸

術
鑑

賞

○
　

安
心

・
安

全
・

信
頼

さ
れ

る
保

育
所

友
達

と
楽

し
く

遊
べ

る
子

○
　

子
ど

も
の

夢
を

育
む

保
育

所
【

目
指

す
子

ど
も

の
姿

】
○

　
子

ど
も

・
保

育
者

・
保

護
者

が
共

に
育

ち
・

め
ざ

す
保

育
所

の
姿

市
幼

児
教

育
の

重
点

　
つ

な
が

る
保

育
所

【
本

年
度

の
重

点
実

践
事

項
】

子
ど

も
一

人
一

人
を

大
切

に
し

、
保

護
者

か
ら

も
信

頼
さ

れ
、

地
域

に
愛

さ
れ

る
保

育
所

を
目

指
す

　
～

６
歳

ま
で

の
発

達
過

程
の

見
通

し
を

も
ち

、
一

貫
性

の
あ

る
保

育
に

努
め

ま
す

。
～

　
て

拠
点

と
な

る
保

育
所

　
　

　
○

　
基

本
的

生
活

習
慣

の
育

成

令
和

４
年

度

本
宮

市
立

た
か

ぎ
保

育
所

保
育

所
経

営
・

運
営

ビ
ジ

ョ
ン

　
　

　
○

　
人

と
か

か
わ

る
力

の
育

成

保
育

所
経

営
の

基
本

理
念

○
　

家
庭

・
地

域
と

つ
な

が
り

、
地

域
の

子
育

○
　

組
織

を
大

事
に

し
、

子
ど

も
の

主
体

性
を

育
ん

で

共
通

の
目

的
を

も
っ

て
、

喜
び

や
悲

し
み

を
共

感
し

あ
う

保
　

育
　

目
　

標

  
  

  
  

  
  

  
自

ら
健

康
で

安
全

な
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

　
い

く
保

育
者

　
　

　
　

　
　

　
○

　
明

る
く

元
気

な
子

○
　

自
己

研
鑽

し
、

専
門

職
と

し
て

の
自

覚
・

危
機

め
ざ

す
保

育
者

の
姿

　
　

　
　

　
　

　
○

　
友

達
と

楽
し

く
遊

べ
る

子
保

育
の

ね
ら

い
と

内
容

　
管

理
意

識
を

も
つ

保
育

者
　

　
　

　
　

　
　

○
　

自
分

で
考

え
て

行
動

す
る

子
○

　
保

護
者

・
地

域
と

つ
な

が
り

信
頼

さ
れ

る
保

育
者

自
分

で
考

え
て

行
動

す
る

子
３

歳
未

満
児

め
ざ

す
子

ど
も

の
姿

明
る

く
元

気
な

子
３

歳
未

満
児

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

1
0

の
姿

○
　

一
人

一
人

の
特

性
や

長
時

間
に

わ
た

る
保

育
の

環
境

づ
く

り

主
体

的
に

活
動

の
幅

を
広

げ
て

い
く

○
　

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

に
係

る
予

防
的

な
取

り
組

み
の

充
実

　
　

　
　

　
①

　
健

康
な

心
と

体
　

　
　

②
　

自
立

心
　

　
　

③
　

協
同

性
　

　
　

④
　

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

　
　

⑤
　

社
会

生
活

と
の

関
わ

り
　

　
⑥

　
思

考
力

の
芽

生
え

　
　

　
　

　
⑦

　
自

然
と

の
関

わ
り

・
生

命
尊

重
　

　
⑧

　
数

量
や

図
形

、
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
　

　
⑨

　
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

　
　

⑩
　

豊
か

な
感

性
と

表
現

　
・

交
通

安
全

　
・

不
審

者
対

応
　

・
災

害
時

の
避

難
　

○
　

自
他

の
よ

さ
や

違
い

を
認

め
ら

れ
る

心
の

育
成

　
・

食
育

教
育

の
奨

励

　
・

感
染

症
へ

の
対

応
（

手
指

消
毒

・
喚

起
・

密
を

避
け

る
）

　
・

挨
拶

の
励

行
　

・
社

会
生

活
の

決
ま

り
　

・
保

育
相

談
の

活
用

　

　
・

園
外

保
育

　
・

地
域

人
材

と
の

交
流

や
外

部
講

師
に

よ
る

学
び

の
場

　
・

祖
父

母
参

観
　

・
運

動
会

　
・

お
た

の
し

み
会

重 点 内 容

重 点 内 容

　
　

　
○

　
健

全
な

心
と

体
の

育
成

○
　

幼
児

理
解

に
努

め
、

一
人

一
人

に
 寄

添
う

保
育

者

身
近

な
環

境
に

興
味

、
好

奇
心

を
持

ち
見

た
り

触
れ

た
り

し
よ

う
と

す
る

　
・

人
間

関
係

形
成

能
力

の
向

上
　

・
意

志
決

定
能

力
の

向
上

　
・

理
解

力
の

向
上

○
　

保
育

環
境

の
充

実

　
・

施
設

設
備

の
安

全
　

・
心

安
ら

ぐ
環

境
づ

く
り

【
養

護
に

か
か

わ
る

ね
ら

い
】

・
生

命
の

保
持

・
情

緒
の

安
定

【
教

育
に

か
か

わ
る

ね
ら

い
】

・
健

康
　

・
人

間
関

係
・

環
境

　
・

言
葉

　
・

表
現

保
育

者
や

友
達

と
触

れ
合

っ
て

遊
ぶ

こ
と

の
楽

し
さ

が
わ

か
る

３
歳

以
上

児
友

達
の

思
い

を
受

け
入

れ
、

友
達

と
の

違
い

を
認

め
な

が
ら

、

○
　

遊
び

を
通

し
た

心
身

の
健

康
づ

く
り

と
体

力
の

向
上

　

　
・

体
の

機
能

を
高

め
る

遊
び

　
・

戸
外

遊
び

の
充

実

○
“

自
分

の
身

は
自

分
で

守
る

”
安

全
指

導
の

徹
底

○
　

遊
び

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
を

、
表

現
で

き
る

場
の

設
定

と
支

援

自
分

な
り

の
力

を
発

揮
し

、
様

々
な

環
境

に
主

体
的

に
か

か
わ

り
夢

を
持

っ
て

い
る

子
ど

も

　
　

　
　

笑
顔

あ
ふ

れ
る

共
育

の
ま

ち
も

と
み

や
～

夢
・

生
き

が
い

を
持

ち
、

と
も

に
育

み
、

共
に

育
つ

  
 教

育
を

目
指

し
て

～

３
歳

以
上

児
３

歳
以

上
児

生
活

に
必

要
な

習
慣

や
態

度
を

身
に

つ
け

、
体

全
体

を
協

応
さ

せ
て

運
動

し
た

り
、

遊
ん

だ
り

し
な

が
ら

重 点 目 標

重 点 目 標

３
歳

未
満

児
受

容
的

な
保

育
者

の
も

と
で

簡
単

な
身

の
ま

わ
り

の
こ

と
を

自
分

で
し

よ
う

と
す

る

○
　

心
身

と
も

に
健

康
で

意
欲

あ
ふ

れ
る

保
育

者

○
　

豊
か

な
体

験
を

通
し

て
の

内
面

に
根

ざ
し

た
道

徳
性

の
育

成

○
　

生
き

る
上

で
の

基
本

と
な

る
食

育
の

推
進

　
・

早
寝

早
起

き
朝

ご
飯

の
奨

励
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・

あ
い

さ
つ

の
習

慣

　
・

基
本

的
生

活
習

慣
の

確
立

　
・

保
育

相
談

の
活

用

　
・

疾
病

異
常

の
早

期
発

見
と

早
期

治
療

の
勧

告

　
・

保
育

者
と

子
ど

も
、

子
ど

も
同

士
の

信
頼

関
係

　
・

ク
ラ

ス
づ

く
り

　
・

保
育

所
と

小
学

校
の

交
流

　
　

・
芸

術
鑑

賞

○
　

心
身

の
健

康
の

保
持

、
増

進
に

係
る

予
防

的
な

取
り

組
み

の
充

実

〇
　

保
育

士
研

修
の

充
実

に
よ

る
指

導
力

の
向

上
と

保
育

の
充

実

　
・

施
設

設
備

の
安

全
　

・
心

安
ら

ぐ
環

境
づ

く
り

　
・

個
別

的
な

計
画

作
成

○
　

思
い

や
り

や
学

び
の

充
実

　
・

全
保

育
士

の
組

織
的

保
育

、
指

導
の

一
環

性
と

連
続

性

健
全

な
心

と
体

の
育

成
明

る
く

元
気

な
子

（
体

）

○
　

一
人

一
人

の
特

性
や

長
時

間
に

わ
た

る
保

育
の

環
境

づ
く

り

　
・

絵
本

を
通

し
て

の
心

地
よ

い
保

育
活

動
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

 気
持

ち
よ

さ
を

味
わ

え
る

環
境

構
成

と
援

助
の

充
実

○
　

友
達

や
保

育
士

の
温

か
な

触
れ

合
い

の
中

で
、

身
体

を
動

か
す

○
　

保
育

環
境

の
充

実
　

・
発

達
過

程
、

生
活

リ
ズ

ム
、

心
身

の
状

態
の

把
握

重 点 内 容

重 点 内 容

　
　

 様
々

な
人

と
対

話
的

、
応

答
的

な
温

か
な

関
わ

り
を

も
つ

。

　
　

・
体

全
体

を
協

応
さ

せ
て

運
動

し
た

り
、

遊
ん

だ
り

し
な

が
ら

健
康

へ
の

関
心

を
高

め
、

３
歳

以
上

児

　
　

・
身

近
な

も
の

に
興

味
や

関
心

を
も

ち
、

温
か

い
触

れ
合

い
の

中
で

気
持

ち
よ

さ
を

味
わ

う
。

３
歳

未
満

児

　
・

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

　
・

家
族

読
書

１
０

０
選

図
書

の
活

用
　

・
モ

ト
ム

号
の

活
用

　
・

ア
ニ

マ
シ

オ
ン

　
・

体
操

教
室

　
・

わ
ら

べ
う

た
教

室
　

・
食

育
講

座

重 点 目 標

重 点 目 標

○
　

豊
か

な
体

験
を

通
し

て
の

内
面

に
根

ざ
し

た
規

範
意

識
の

育
成

　
・

研
修

の
機

会
と

場
の

充
実

　
・

外
部

講
師

を
招

い
た

研
修

の
充

実

○
　

自
他

の
よ

さ
や

違
い

を
認

め
ら

れ
る

心
の

育
成

○
　

遊
び

を
通

し
た

心
身

の
健

康
づ

く
り

と
体

力
の

向
上

　

・
安

心
で

き
る

保
育

者
の

も
と

で
簡

単
な

身
の

ま
わ

り
の

こ
と

を
自

分
で

し
よ

う
と

す
る

。
　

　
・

保
育

者
や

友
達

と
触

れ
合

っ
て

遊
ぶ

こ
と

の
楽

し
さ

が
わ

か
る

。

基
本

的
生

活
習

慣
の

育
成

自
分

で
考

え
て

行
動

す
る

子
（

知
）

人
と

関
わ

る
力

の
育

成
思

い
や

り
の

あ
る

や
さ

し
い

子
（

徳
）

３
歳

未
満

児
３

歳
未

満
児

　
に

よ
り

、
子

ど
も

の
主

体
性

を
育

ん
で

い
く

保
育

者
　

　
　

　
　

　
　

○
　

自
分

で
考

え
て

行
動

す
る

子

〇
 組

織
を

大
事

に
し

な
が

ら
、

互
い

に
専

門
職

目
指

す
保

育
者

の
姿

　
　

　
　

　
　

　
○

　
思

い
や

り
の

あ
る

や
さ

し
い

子

保
育

信
念

の
確

立
と

研
修

に
励

む
保

育
者

家
庭

と
共

に
育

む
開

か
れ

た
保

育
所

地
域

や
家

庭
と

の
連

携
と

融
合

３
歳

以
上

児
３

歳
以

上
児

  
  

 ・
生

活
に

必
要

な
良

い
習

慣
や

態
度

を
身

に
つ

け
、

自
ら

健
康

で
安

全
な

生
活

が
　

　
・

友
達

の
思

い
を

受
け

入
れ

、
友

達
と

の
違

い
を

認
め

な
が

ら
、

共
通

の
目

的
を

  
  

　
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
話

を
聞

く
力

や
規

範
意

識
を

も
て

る
よ

う
に

し
て

い
く

。
　

　
 も

っ
て

関
わ

り
、

喜
び

や
悲

し
み

を
共

感
し

合
う

。

　
・

人
や

物
へ

の
興

味
や

関
心

が
も

て
る

環
境

づ
く

り

　
・

話
を

聞
く

力
や

規
範

意
識

の
育

成
　

・
葛

藤
や

協
同

体
験

を
す

る
環

境
づ

く
り

　
・

早
寝

早
起

き
朝

ご
飯

の
奨

励
　

・
園

外
保

育
　

・
地

域
人

材
と

の
交

流
や

外
部

講
師

に
よ

る
学

び
の

場

　
・

感
染

症
へ

の
対

応
　

・
人

間
関

係
形

成
能

力
の

向
上

　
・

意
志

決
定

能
力

の
向

上

○
　

生
活

に
必

要
な

経
験

を
積

み
重

ね
る

中
で

、
自

分
で

で
き

る
こ

と
を

○
　

自
分

の
感

情
や

意
思

を
表

現
し

な
が

ら
、

自
分

を
取

り
巻

く
人

と

  
  

増
や

し
て

い
く

環
境

構
成

と
援

助
の

充
実

  
  

共
に

活
動

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

え
る

環
境

構
成

と
援

助
の

充
実

○
　

生
き

る
上

で
の

基
本

と
な

る
食

育
の

推
進

　
・

食
育

教
育

の
奨

励

　
④

 ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
地

域
子

育
て

支
援

の
充

実

○
 心

身
共

に
健

康
で

意
欲

に
あ

ふ
れ

る
保

育
者

○
 幼

児
理

解
に

努
め

、
一

人
一

人
に

応
じ

た
保

育

遊
び

や
環

境
を

通
し

て
の

総
合

的
な

保
育

目
指

す
子

ど
も

の
姿

自
分

な
り

の
力

を
発

揮
し

、
様

々
な

環
境

に
主

体
的

に
関

わ
り

、
夢

を
も

っ
て

い
る

子
ど

も

養
護

に
関

わ
る

ね
ら

い
・

生
命

の
保

持
・

情
緒

の
安

定
教

育
に

関
わ

る
ね

ら
い

・
健

康
　

・
人

間
関

係
・

環
境

　
・

言
葉

　
・

表
現

保
　

育
　

目
　

標

保
育

の
ね

ら
い

と
内

容

　
と

し
て

の
自

覚
を

も
ち

、
自

己
研

鑽
に

励
む

保
育

者
　

　
　

　
　

　
　

○
　

明
る

く
元

気
な

子

  
  

　
・

子
ど

も
一

人
一

人
の

良
さ

や
可

能
性

を
見

つ
け

、
そ

れ
を

伸
長

さ
せ

る
　

  
  

　
創

意
工

夫
に

満
ち

た
保

育
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

  
  

　
・

０
歳

か
ら

６
歳

ま
で

の
発

達
過

程
の

見
通

し
を

も
ち

、
一

貫
性

の
あ

る
　

  
  

　
保

育
に

努
め

ま
す

。

○
 子

ど
も

の
夢

を
育

む
保

育
所

目
指

す
保

育
所

の
姿

市
幼

児
教

育
の

重
点

○
 子

ど
も

・
保

育
者

・
保

護
者

・
小

中
学

校
・

　
①

 人
と

の
関

わ
り

を
通

し
た

豊
か

な
心

の
育

成

　
②

 体
を

動
か

す
遊

び
を

通
し

た
健

や
か

な
身

体
の

育
成

令
和

４
年

度

本
宮

市
立

ま
ゆ

み
保

育
所

保
育

所
経

営
・

運
営

ビ
ジ

ョ
ン

  
～

夢
・

生
き

が
い

を
も

ち
、

共
に

育
み

、
共

に
育

つ
教

育
を

目
指

し
て

～

　
保

育
所

　

　
③

 一
人

一
人

の
育

ち
に

合
っ

た
教

育
の

推
進

保
育

所
経

営
の

基
本

方
針

　
地

域
が

つ
な

が
り

、
地

域
の

子
育

て
拠

点
と

な
る

　
　

本
宮

市
幼

稚
園

・
保

育
所

教
育

指
導

の
基

本
理

念

○
 安

全
・

安
心

・
信

頼
さ

れ
る

保
育

所
笑

顔
あ

ふ
れ

る
共

育
の

ま
ち

も
と

み
や
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令
和
４
年
度
白
沢
保
育
所
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン

 

＜
運
営
方
針
＞

 

○
家
庭
、
地
域
と
協
同
し
、
温
か
な
関
わ
り
の
中
で
一
人
一
人
の
発
達
に

応
じ
た
適
切
な
保
育
を
実
施
す
る
。

 

・
一
人
一
人
に
応
じ
た
保
育
 

 
 

 
・
遊
び
を
通
し
て
の
総
合
保
育

 

・
専
門
性
を
活
か
し
た
保
育
 

 
 

 
・
地
域
と
共
に
開
か
れ
た
保
育

 

＜
目
指
す
保
育
所
＞

 

○
安
全
・
安
心
で
信
頼
さ
れ
る
保
育
所

 

○
温
か
な
雰
囲
気
の
中
、
子
ど
も
の
夢
を
育
む

保
育
所

 

○
家
庭
・
地
域
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
子
育
て
の

拠
点
と
な
る
保
育
所

 

＜
目
指
す
保
育
士
像
＞

 

○
心
身
と
も
に
健
康
で
意
欲
あ
ふ
れ
る
保
育
者

 

○
幼
児
理
解
に
努
め
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
保

育
に
よ
り
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
ん
で
い

く
保
育
者

 

○
組
織
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
専
門
職
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
危
機
管
理
・
自
己
研
鑽
に
励

む
保
育
者

 

＜
市
幼
児
教
育
の
重
点
＞

 

☆
目
指
す
子
ど
も
の
姿

 

・
自
分
な
り
の
力
を
発
揮
し
、
様
々
な
環

境
に
主
体
的
に
関
わ
り
夢
を
も
っ
て
い

る
子
ど
も

 

☆
本
年
度
の
重
点
目
標

 

・
基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成

 

・
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 

・
健
全
な
心
と
体
の
育
成

 

＜
保
育
目
標
＞

 

◇
明
る
く
元
気
な
子
ど
も

 
◇
心
豊
か
な
子
ど
も

 

め
ざ
す
子
ど
も
の
姿

 

 

健
全
な
心
と
体
の
育
成

 

＜
保
育
所
の
重
点
目
標
＞

 

☆
養
護
と
教
育
を
一
体
化
し
た
発
達
に
応

じ
た
保
育
の
充
実

 

☆
幼
児
理
解
に
基
づ
く
計
画
的
な
環
境
構

成
と
遊
び
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
保

育
 

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成

 
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 

○
自
ら
行
動
範
囲
を
広
げ
、
様
々
な
環
境
に
関
わ

ろ
う
と
す
る

 

○
身
近
な
人
と
関
わ
り
、
生
活
の
中
の
様
々
な
体

験
や
自
分
の
思
い
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。

 

○
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
付
け
て

い
く

 

○
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
保
育
者
や
友

達
と
言
葉
で
や
り
と
り
を
楽
し
む

 

○
の
び
の
び
と
体
を
動
か
し
、
安
心
し
て
生

活
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る

 

○
親
し
い
大
人
や
友
達
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
一
緒
に
い
る
こ
と
の
喜
び
や
楽
し

さ
を
味
わ
う

 

達
成
目
標

 

重
点
目
標

 
重
点
目
標

 

達
成
目
標
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〈
 
教
育
目
標

 
〉
 

○
 
一
人
で
遊
べ
る

 
み
ん
な
と
遊
べ
る

 
心
豊
か
な
子
ど
も

 

・
 
心
豊
か
な
子
ど
も
 

・
 
よ
く
見
よ
く
考
え
て
行
動
す
る
子
ど
も
 

・
 
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
 

  

 
令
和
４
年
度

 本
宮
市
立
五
百
川
幼
保
総
合
施
設

 
経
営
・
 運

営
ビ
ジ
ョ
ン

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    
 

 

                 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重
点
目
標
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
重
点
目
標

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重
点
内
容

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
重
点
内
容

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
達
成
目
標

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
達
成
目
標

 

      

<
目
指
す
幼
保
園
の
姿
〉

 
 〇

 
安
全
・
あ
い
さ
つ
・
笑
顔
を
大
切
に
す
る

幼
保
園

 
〇

 
組
織
力
を
生
か
し
、
子
ど
も
一
人
一
人
に

応
じ
た
適
切
な
支
援
が
で
き
る
幼
保
園

 
〇

 
温
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
規
範
意
識
を
も

ち
、
保
護
者
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
幼
保
園

 
〇

 
地
域
の
子
育
て
拠
点
と
な
る
幼
保
園
 

        

〈
市
幼
児
教
育
の
重
点
〉

 
 ☆

 
目
指
す
子
ど
も
の
姿

 
○

 
自
分
な
り
の
力
を
発
揮
し
、
様
々
な
環
境

に
主
体
的
に
関
わ
り
夢
を
も
っ
て
い
る
子
ど

も
 

☆
 
本
年
度
の
重
点
実
施
事
項

 
○

 
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 

○
 
基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成

 
〇

 
健
全
な
心
と
体
の
育
成

 

 

心
豊
か
な
子
ど
も
（
徳
）

 

  

 

 

よ
く
見
よ
く
考
え
て
行
動
す
る
子
ど
も
（
知
）
 

 

 

明
る
く
元
気
な
子
ど
も
（
体
）

 

 
 

  

 

○
 
人
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
た
豊
か
な
心
の
育
成
 

・
 
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
 
様
々
な
生
活
体
験
の
推
進

 
・
 
人
と
関
わ
る
力
の
育
成

 
・
 
言
葉
や
表
現
を
通
し
て
の
伝
え
合
い
の
基
礎
つ

く
り

 
 

○
 
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
の
育
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
 
基
本
的
生
活
習
慣
の
自
立
 

・
 
自
ら
見
て
考
え
行
動
す
る
力

 
・

 
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

 
・

 
他
方
面
か
ら
見
て
考
え
る
能
力

 
・

 
探
究
心
や
好
奇
心
、
思
考
力
の
芽
生
え
の
育
成

 
・

 
規
範
意
識
や
道
徳
性
の
芽
生
え

 
 

○
 
遊
び
を
通
し
て
体
を
動
か
す
意
欲
の
育
成
 

・
 
一
人
一
人
の
育
ち
に
応
じ
た
保
育
の
展
開

 
・
 
進
ん
で
体
を
動
か
し
、
健
康
で
安
全
な
生

活
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

 
・

 
諦
め
ず
繰
り
返
し
活
動
に
取
り
組
む
子
ど

 
も
の
育
成

 
・

 
絵
本
に
親
し
み
、
感
性
と
表
現
力
を
育
む

 
保
育
の
展
開

 
   

<
運

 営
 方

 針
>
 

☆
 
 
家
庭
、
地
域
と
協
同
し
、
一
人
一
人
の
発
達
に
応
じ
た
適
切

な
教
育
・
保
育
を
実
施
す
る

 

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
６
年
間
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を

図
り
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
た
直
接
的
、
間
接
的
な

体
験
を
重
視
し
た
活
動
を
展
開
す
る

 

め
ざ
す
子
ど
も
の
姿

 

<
目
指
す
保
育
者
の
姿
〉

 

○
 
心
身
共
に
健
康
で
、
だ
れ
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
保
育
者

 

○
 
幼
児
理
解
に
努
め
、
一
人
一
人
に
応
じ
た

関
わ
り
に
よ
り
、
子
ど
も
の
意
欲
向
上
や
主

体
性
を
育
ん
で
い
く
保
育
者

 

○
 
組
織
を
大
事
に
し
、
互
い
に
連
携
し
な
が

ら
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
自
己
研

鑚
に
励
む
保
育
者
 

    
人
と
関
わ
る
力
の
育
成
 

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成
 

 

健
全
な
心
と
体
の
育
成
 

 

 
＜
園
の
重
点
目
標
＞

 
 〇

 
発
達
の
各
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
展

開
に
向
け
た
指
導
計
画
の
改
善
・
充
実

 

〇
 
幼
児
理
解
に
基
づ
く
計
画
的
な
環
境
の
構

成
と
遊
び
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
指
導
の

充
実

 

〇
 
家
庭
や
地
域
社
会
等
と
の
連
携
を
密
に
し

て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
の

 

工
夫
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・

幼
保

小
中

連
携

・
交

流
の

推
進

　
　

　
　

　

○
　

家
庭

と
の

連
携

を
と

お
し

て
、

朝
食

摂
取

率
の

さ
ら

な
る

向
上

と
　

い
喜

び
や

感
動

を
伴

っ
た

学
び

や
気

づ
き

を
促

し
ま

す
。

　
と

も
に

、
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

生
活

を
促

し
て

い
き

ま
す

。

○
　

交
通

教
室

、
防

犯
教

室
、

避
難

訓
練

の
意

図
的

・
　

頼
関

係
を

築
き

、
人

間
関

係
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
ま

す
。

　
計

画
的

な
実

施
と

個
別

指
導

で
“

事
故

０
”

を
め

ざ
し

ま
す

。

”
ふ

く
し

ま
の

和
”
で

奏
で

る
、

こ
こ

ろ
豊

か
な

た
く

ま
し

い
人

づ
く

り

○
　

子
ど

も
の

夢
を

育
む

幼
稚

園
幼

稚
園

経
営

・
運

営
ビ

ジ
ョ

ン
　

　
幼

児
一

人
一

人
の

健
全

な
心

身
の

基
礎

を
培

う
幼

児
教

育

県
の

重
点

施
策

　
地

域
が

つ
な

が
り

、
地

域
の

子
育

て
拠

点
幼

稚
園

経
営

の
基

本
理

念
　

と
な

る
幼

稚
園

幼
児

一
人

一
人

の
よ

さ
や

可
能

性
を

見
つ

け
伸

ば
し

な
が

ら
、

意
欲

的
に

活
動

で
き

る
幼

稚
園

教
育

を
推

進
す

る
。

令
和

　
4
　

年
度

○
　

安
全

・
安

心
・

信
頼

さ
れ

る
幼

稚
園

本
宮

市
立

白
岩

幼
稚

園

本
宮

市
幼

稚
園

・
保

育
所

教
育

指
導

の
基

本
理

念

○
　
心
身
共
に

健
康
で
意

欲
あ
ふ
れ
る

教
師

○
　
幼
児
理
解

に
努
め
、

一
人
一
人
に

応
じ
た

保
育
に

教
 
育

 
目

 
標

【
 指

針
 】

○
　

園
種

、
年

齢
や

発
達

の
過

程
を

踏
ま

え
た

指
導

計
画

の
改

善
・

　
　

充
実

○
　

幼
児

期
に

お
け

る
教

育
・
保

育
の

理
解

促
進

と
「
生

き
る

力
」
の

　
　

基
礎

を
培

う
教

育
・
保

育
の

充
実

○
　

家
庭

や
知

育
社

会
と

の
連

携
を

生
か

し
た

特
色

あ
る

園
づ

く
り

　
　

の
推

進

○
　

子
ど

も
・

保
育

者
・

保
護

者
・

小
中

学
校

・
め

ざ
す

幼
稚

園
の

姿

  
よ
り
、
子

ど
も
の
主
体

性
を
育
ん
で

い
く
教

師
　

　
　

　
　

　
○

　
明

る
く

元
気

な
子

ど
も

○
　
組
織
を
大

事
に
し
な

が
ら
、
互
い

に
専
門

職
と
し

め
ざ

す
教

師
の

姿
　

　
　

　
　

　
○

　
よ

く
見

て
考

え
や

り
ぬ

く
子

ど
も

市
幼

児
教

育
の

重
点

 ①
　

人
と

の
関

わ
り

を
通

し
た

豊
か

な
心

の
育

成

　
て
の
自
覚
を

も
ち
、
自

己
研
鑚
に
励

む
教
師

　
　

　
　

　
　

○
　

思
い

や
り

の
あ

る
心

豊
か

な
子

ど
も

 ②
　

体
を

動
か

す
遊

び
を

通
し

た
健

や
か

な
身

体
の

育
成

 ③
　

一
人

一
人

の
育

ち
に

あ
っ

た
教

育
の

推
進

自 己 を 向 上 さ せ る 研 修 に 励 む 教 師

 ④
　

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
地

域
子

育
て

支
援

の
充

実

地 域 や 家 庭 と の 連 携

【
め

ざ
す

子
ど

も
の

姿
】

自
分

な
り

の
力

を
発

揮
し

、
様

々
な

環
境

に
主

体
的

に
関

わ
り

夢
を

も
っ

て
い

る
子

ど
も

基
本

的
生

活
習

慣
の

育
成

人
と

か
か

わ
る

力
の

育
成

健
全

な
心

と
体

の
育

成
４

歳
児

重 点 目 標

４
歳

児
重 点 目 標

４
歳

児
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に

、
最
後
ま
で

取
り
組

も
う
と
す
る

気
持
ち

を
も
つ
。

友
だ
ち
と
過
ご
す
中
で
、
友
だ
ち
の
良
さ
や
相
手
の
立
場
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

。
園
生
活
の
流
れ
を
知
り
、
明
る
く
の
び
の
び
と
活
動
す
る
。

５
歳

児
５

歳
児

５
歳

児
生
活
の
見
通

し
を
も

ち
場
を
整
え

な
が
ら

自
主
的
に
課

題
に
取

り
組
む
。

友
だ
ち
と
喜
び
や
悲
し
み
を
共
感
し
合
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
つ
。

体
を
十
分
に
動
か
し
な
が
ら
、
意
欲
的
に
活
動
し
充
実
感
を
味
わ
う
。

○
　

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

に
係

る
予

防
的

な
取

り
組

み
の

充
実

重 点 内 容

○
　

思
い

や
り

・
学

び
の

充
実

重 点 内 容

○
　

一
人

一
人

の
特

性
や

能
力

に
応

じ
た

教
育

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
　

・
基

本
的

生
活

習
慣

の
確

立
　

・
教

育
相

談
・

P
T
A
全

体
会

の
活

用
　

・
喜

び
や

悲
し

み
を

共
感

で
き

る
活

動
　

・
幼

稚
園

全
体

で
の

支
援

体
制

づ
く

り
　

・
全

教
諭

の
組

織
的

指
導

　
・

疾
病

異
状

の
早

期
発

見
と

早
期

治
療

の
勧

告
○

　
教

育
環

境
の

充
実

　
・

戸
外

遊
び

の
積

極
的

推
進

　
　

・
読

書
活

動
の

充
実

　
・

感
染

症
予

防
の

徹
底

・
園

便
り

・
ク

ラ
ス

便
り

の
活

用
　

・
施

設
設

備
の

安
心

安
全

な
環

境
づ

く
り

・
変

化
の

あ
る

壁
面

○
　

全
身

を
使

っ
た

活
動

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
○

　
生

き
る

上
で

の
基

本
と

な
る

食
育

の
推

進
○

　
豊

か
な

体
験

活
動

の
推

進
　

・
固

定
遊

具
遊

び
　

・
運

動
遊

び
　

・
早

寝
早

起
き

朝
ご

飯
の

奨
励

　
・

園
外

活
動

・
地

域
人

材
と

の
交

流
や

外
部

講
師

に
よ

る
学

び
の

場
○

　
そ

れ
ぞ

れ
が

目
的

を
持

ち
、

課
題

に
向

け
て

活
動

で
き

る
環

境
づ

く
り

　
・

食
育

教
育

の
奨

励
（

食
育

講
座

・
調

理
活

動
・

栽
培

活
動

な
ど

）
○

　
自

他
の

よ
さ

や
違

い
を

認
め

ら
、

共
感

で
き

る
心

の
育

成
　
 ・

ボ
ー
ル
つ
き
・
ぽ
っ
く
り
・
縄
跳
び
・
固
定
遊
具
に
挑
戦
す
る
・
製
作
活
動

○
“

自
分

の
身

は
自

分
で

守
る

”
た

め
の

安
全

指
導

の
徹

底
　

・
教

師
と

園
児

、
園

児
相

互
の

信
頼

関
係

　
　

・
ク

ラ
ス

づ
く

り
○

　
遊

び
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
、

表
現

で
き

る
場

の
設

定
と

支
援

　
・

交
通

安
全

　
・

不
審

者
対

応
　

・
災

害
時

の
避

難
　

　
・

運
動

会
 
・

発
表

会
 
・

地
区

の
文

化
祭

参
加

 
・

誕
生

会
○

　
よ

く
見

て
考

え
行

動
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
の

支
援

・
指

導
の

充
実

○
　

規
範

意
識

の
向

上
　

○
“

遊
び

”
を

通
し

た
心

身
の

健
康

づ
く

り
と

体
力

の
向

上
　

　
・

話
を

聞
く

力
　

・
当

番
活

動
　

・
衣

服
の

着
脱

　
・

あ
い

さ
つ

の
励

行
・

教
育

相
談

の
活

用
・

決
ま

り
や

約
束

の
徹

底
　

・
わ

ら
べ

う
た

教
室

　
・

体
操

教
室

　
・

歯
磨

き
教

室

○
　

発
達
段
階
に
即
し
て

、
自
分

の
こ
と
は
自

分
で
で

き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

達 成 目 標

○
　

友
だ

ち
と

の
関

わ
り

を
と

お
し

て
、

自
分

の
感

情
や

意
志

を
素

直
達 成 目 標

○
　

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

の
よ

さ
や

可
能

性
を

見
い

だ
し

、
身

近
な

人

　
・

箸
や

フ
ォ

ー
ク

を
正

し
く

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。
 
 
に

表
現

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

　
々

や
環

境
に

触
れ

、
親

し
み

を
持

っ
て

自
分

の
思

い
を

表
現

す
る

場

　
・

見
通

し
を

も
っ

て
自

分
で

判
断

し
て

排
泄

に
行

け
る

。
○

　
友

た
ち

と
一

緒
に

活
動

し
た

り
、

協
同

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

え
る

　
を

構
成

し
た

保
育

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

　
・

靴
の

右
左

や
衣

服
の

裏
表

・
前

後
が

分
か

っ
て

着
脱

し
た

り
た

た
　

よ
う

な
か

か
わ

り
と

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。
○

　
最

後
ま

で
諦

め
な

い
で

、
や

り
遂

げ
た

充
実

感
を

味
わ

え
る

よ
う

　
　

ん
だ

り
で

き
る

。
○

　
整
っ
た
教
育
環
境
で
、
美
し
さ
を
感
得
で
き
る
心
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
に

援
助

し
ま

す
。

○
　

健
康

観
察

を
継

続
的

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
　

豊
か

な
体

験
活

動
を

と
お

し
て

、
幼

稚
園

の
生

活
だ

け
で

は
得

ら
○

　
園

内
外

の
施

設
を

有
効

活
用

し
、

遊
び

や
活

動
を

通
し

て
心

身
と

　
と

も
に

健
康

で
過

ご
せ

る
よ

う
に

し
ま

す
。

○
　

自
他

の
よ

さ
や

違
い

を
認

め
ら

れ
る

ク
ラ

ス
づ

く
り

を
進

め
、

信
○

　
体

力
向

上
の

た
め

の
遊

び
や

指
導

の
充

実
を

図
り

、
積

極
的

に
か

　
か

わ
る

よ
う

に
し

ま
す

。

○
　

教
師

か
ら

率
先

し
て

あ
い

さ
つ

を
し

習
慣

づ
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

　
○

　
絵

本
を

通
し

て
の

心
地

よ
い

保
育

活
動

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

地
域

と
共

に
育

む
開

か
れ

た
教

育
活

動

○
　

善
悪

を
判

断
し

、
正

し
く

行
動

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

○
　

対
話

的
、

応
答

的
な

温
か

い
関

わ
り

が
で

き
る

よ
う

配
慮

し
ま

す
。

〇
　

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

へ
の

取
り

組
み

推
進

し
ま

す
。

　
小

学
校

や
地

域
と

の
つ

な
が

り
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

当
日

学
び

の
連

続
性

を
育

む
保

育
の

展
開

（
育

て
た

い
１

０
の

姿
を

目
指

し
て

）

笑
顔

あ
ふ

れ
る

共
育

の
ま

ち
も

と
み

や
～

夢
・
生

き
が

い
を

も
ち

共
に

育
み

、
共

に
育

つ
教

育
を

目
指

し
て

～
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４ 教育委員会所管施設一覧 

【幼保学校課所属機関】 

施  設  名 所    在 電話番号 

本宮小学校 〒969-1121本宮市本宮字舘ノ越 48番地 33-2044 

本宮まゆみ小学校 〒969-1155本宮市本宮字舞台 1番地 63-2205 

五百川小学校 〒969-1104本宮市荒井字西畑 1番地 1 33-2461 

岩根小学校 〒969-1106本宮市岩根字下年神 12番地 39-2010 

糠沢小学校 〒969-1204本宮市糠沢字原 23番地 44-2006 

和田小学校 〒969-1205本宮市和田字学校前 1番地 44-2219 

白岩小学校 〒969-1203本宮市白岩字馬場 193番地 1 44-2005 

本宮第一中学校 〒969-1155本宮市本宮字懸鉄 15番地 33-2249 

本宮第二中学校 〒969-1104本宮市荒井字団子森 28番地 33-3235 

白沢中学校 〒969-1203本宮市白岩字柳内 835番地 44-2009 

みずいろ保育所 〒969-1118本宮市本宮字下台 77番地１ 34-5881 

たかぎ保育所 〒969-1101本宮市高木字大学 80番地 1 33-5131 

まゆみ保育所 〒969-1155本宮市本宮字反町 12番地 1 33-1611 

白沢保育所 〒969-1204本宮市糠沢字五味内 211番地 44-3117 

五百川幼保総合施設 〒969-1104本宮市荒井字山神 23番地 1 33-4370 

岩根幼稚園 〒969-1106本宮市岩根字下年神 92番地１ 39-2109 

糠沢幼稚園 〒969-1204本宮市糠沢字原 23番地 44-3116 

和田幼稚園 〒969-1205本宮市和田字学校前 3番地 44-3115 

白岩幼稚園 〒969-1203本宮市白岩字馬場 166番地 44-2216 

 

【生涯学習センター所属機関】 

施  設  名 所    在 電話番号 

中央公民館 〒969-1129本宮市本宮字矢来 39番地 1 24-1930 

勤労青少年ホーム 〒969-1129本宮市本宮字矢来 39番地 1 24-1930 

青田地区公民館 〒969-1107本宮市青田字行人段 14番地 1 33-2684 

荒井地区公民館 〒969-1104本宮市荒井字茶園 5番地 33-2012 

仁井田地区公民館 〒969-1103本宮市仁井田字寺下 15番地 33-2661 

高木地区公民館 〒969-1101本宮市高木字舟場 8番地 1 33-4580 

岩根地区公民館 〒969-1106本宮市岩根字上土渕 6番地 39-2111 

白沢公民館 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 500番地 44-2350 

白沢公民館和田分館 〒969-1205本宮市和田字久保 171番地 44-3521 

白沢公民館糠沢分館 〒969-1204本宮市糠沢字原 241番地 44-2355 

白沢公民館白岩分館 〒969-1203本宮市白岩字関根 73番地 3 44-2092 

白沢公民館長屋分館 〒969-1206本宮市長屋字小山 34番地 44-2382 
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施  設  名 所    在 電話番号 

白沢公民館稲沢分館 〒969-1201本宮市稲沢字見切田 53番地 44-2007 

白沢公民館松沢分館 〒969-1202本宮市松沢字池平 36番地 44-3103 

歴史民俗資料館 〒969-1131本宮市本宮字南町裡 130番地 33-2546 

白沢ふれあい文化ホール 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 494番地の 44 44-3185 

サンライズもとみや 〒969-1129本宮市本宮字矢来 39番地 4 24-1930 

しらさわカルチャーセンター 〒969-1205本宮市和田字牛ヶ平 272番地 3 44-2350 

しらさわ夢図書館 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 500番地 44-2112 

総合体育館 〒969-1101本宮市高木字黒作 1番地 34-2131 

多目的グラウンド 〒969-1101本宮市高木字黒作 1番地 － 

庭球場 〒969-1101本宮市高木字黒作 1番地 － 

みんなの原っぱ運動広場 〒969-1101本宮市高木字黒作 1番地 － 

白沢体育館 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 318番地の 1 44-4255 

荒井体育館 〒969-1104本宮市荒井字茶園 5番地 － 

仁井田体育館 〒969-1103本宮市仁井田字寺下 15番地 － 

長屋体育館 〒969-1206本宮市長屋字小山 34番地 1 － 

稲沢体育館 〒969-1201本宮市稲沢字見切田 55番地 － 

白沢運動場 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 494番地 44 － 

神座運動場 〒969-1105本宮市関下字東原 7番地 － 

青田運動場 〒969-1107本宮市青田字来ノ池 55番地 － 

荒井運動場 〒969-1104本宮市荒井字茶園 5番地 － 

仁井田運動場 〒969-1103本宮市仁井田字寺下 15番地 － 

和木沢運動場 〒969-1205本宮市和田字大木内 93番地イ号 － 

長屋みややま運動場 〒969-1206本宮市長屋字宮山 21番地 5 － 

稲沢運動場 〒969-1201本宮市稲沢字五百田 43番地 － 

松沢運動場 〒969-1202本宮市松沢字宮前 35番地 1 － 

しらさわグリーンパーク 〒969-1204本宮市糠沢字石神 61番地 44-4555 

白沢野球場 〒969-1204本宮市糠沢字五味内 230番地 － 

本宮市民プール 〒969-1155本宮市本宮字舞台 36番地 34-3003 

白沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 318番地 1 44-3318 

白沢庭球場 〒969-1203本宮市白岩字堤崎 458番地 1 － 

白沢柔剣道場 〒969-1203本宮市白岩字柳内 835番地 2 － 

白沢シルバースポーツセンター 〒969-1205本宮市和田字牛ヶ平 268番 3 － 

子ども屋外プール 〒969-1155本宮市本宮字舞台 1番地 － 

屋内運動場（まゆみアリーナ） 〒969-1105本宮市関下字東原 5番地 1 － 

コミュニティ交流広場 

      パークゴルフ場 
〒969-1101本宮市高木字長瀬地内 － 
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幼保学校課所属機関 

【本宮小学校】                    （明治 6年 9月 9日創立） 

所 在 本宮市本宮字舘ノ越 48番地 

校 舎 

第 1 期工事 昭和 44年 3月 鉄筋コンクリート造3階建（第3校舎）  

 平成 22年 3月 新校舎建設のため解体（1,087㎡） 

第 2 期工事 昭和 45年 3月 鉄筋コンクリート造3階建(第1校舎)   

 平成 20年 8月 新校舎建設のため解体（1,534㎡）  

第 3 期工事 昭和 46年 3月 鉄筋コンクリート造3階建（第2校舎） 1,587㎡ 

 平成 20年 3月 改修（耐震補強）  

第 4 期工事 

 

改 築 

昭和 53年 12月 

 

平成 21年 10月 

鉄筋コンクリート造 3階建（1階吹抜） 

新校舎建設のため解体（166㎡） 

鉄筋コンクリート造 2階建 

 

 

3,732㎡ 

計   5,319㎡ 

屋内体育館 新 築 平成 13年 2月 鉄骨造 2階建 1,356㎡ 

プ ー ル 

アルミプール 昭和 50年 6月 1面（25ｍ×15ｍ） 375㎡ 

1面（幼児 25ｍ×10ｍ） 250㎡ 

プール管理棟 昭和 50年 6月 コンクリートブロック造平屋建 27㎡ 

（機械室）  

昭和 60年 8月 軽量鉄骨造平屋建（便所・更衣室） 53㎡ 

そ の 他 
物 置 昭和 57年 6月 軽量鉄骨造平屋建 19㎡ 

屋 外 便 所 平成 22年 12月 鉄筋コンクリート造平屋建 16㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 30,157㎡ 

位 置 北緯 37°31′13″ 東経 140゜24′13″  標高 211.2ｍ 

 

【本宮まゆみ小学校】                 （平成 11年 4月 1日創立） 

所 在 本宮市本宮字舞台 1番地 

校 舎 新 築 平成 11年 3月 鉄筋コンクリート造 2階建 5,093㎡ 

屋内体育館 新 築 平成 12年 10月 鉄筋コンクリート造 2階建 1,299㎡ 

そ の 他 
機 械 室 平成 11年 3月 鉄筋コンクリート造平屋建 65㎡ 

物置・屋外便所 平成 11年 11月 木造平屋建 71㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 28,878㎡ 

位 置 北緯 37°30′55″ 東経 140゜23′19″  標高 221.4ｍ 
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【五百川小学校】                   （昭和 41年 4月 1日創立） 

所 在 本宮市荒井字西畑 1番地 1 

校 舎 

第 1 期工事 昭和 55年 3月 鉄筋コンクリート造 3階建 2,225㎡ 

第 2 期工事 昭和 56年 3月 鉄筋コンクリート造 3階建 307㎡ 

第 3 期工事 

増 築 

昭和 57年 2月 

平成 26年 2月 

鉄筋コンクリート造 3階建 

鉄筋コンクリート造 3階建 

405㎡ 

43㎡ 

 平成 26年 2月 

平成 26年 10月 

西校舎耐震補強改修 

東校舎耐震補強改修 

 

計   2,980㎡ 

屋内体育館 
新 築 昭和 57年 2月 鉄骨造 2階建 1,097㎡ 

  （1階 1,000㎡  2階 97㎡）  

プ ー ル 

アルミプール 昭和 59年 8月 １面（25ｍ×15ｍ） 375㎡ 

プール管理棟 昭和 59年 8月 軽量鉄骨造平屋建 75㎡ 

（機械室・便所・更衣室・倉庫）  

そ の 他 

機 械 室 昭和 59年 8月 軽量鉄骨造平屋建 10㎡ 

物 置 昭和 57年 5月 軽量鉄骨造平屋建 20㎡ 

 昭和 59年 6月 

平成 24年 8月 

平成 25年 2月 

軽量鉄骨造 2階建 

改築のため解体（101㎡） 

軽量鉄骨造平屋建 

 

 

40㎡ 

屋 外 便 所 昭和 57年 12月 ブロック造平屋建 6㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 19,930㎡ 

位 置 北緯 37°29′44″ 東経 140゜23′35″  標高 228.8ｍ 

【岩根小学校】                    （明治 7年 1月 15日創立） 

所 在 本宮市岩根字下年神 12番地 

校 舎 

第 1 期工事 昭和 50年 1月 

平成 21年 12月 

鉄筋コンクリート造 3階建 

耐震補強改修 

1,724㎡ 

増 築 

増 築 

増 築 

平成 21年 3月 

平成 24年 3月 

平成 24年 3月 

鉄筋コンクリート造 2階建 

鉄筋コンクリート造(1階配膳室) 

鉄骨造 3階建 

657㎡ 

18㎡ 

725㎡ 

計   3,124㎡ 

屋内体育館 新 築 平成 27年 2月 鉄筋コンクリート造平屋建 1,667㎡ 

プ ー ル 

アルミプール 昭和 50年 6月 1面（25ｍ×11ｍ） 275㎡ 

昭和 63年 5月 1面（低学年用 15ｍ×3.7ｍ） 56㎡ 

プール管理棟 昭和 50年 6月 軽量鉄骨造平屋建（機械室・更衣室） 47㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 12,545㎡ 

位 置 北緯 37°28′55″ 東経 140゜20′58″  標高 231.0ｍ 
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【糠沢小学校】                    （明治 6年 11月 18日創立） 

所 在 本宮市糠沢字原 23番地 

校 舎 

第 1 期工事 昭和 59年 2月 鉄筋コンクリート造 3階建 2,023㎡ 

増 築 平成 11月 2月 鉄筋コンクリート造 2階建 776㎡ 

  鉄骨造 2階渡り廊下 54㎡ 

計   2,853㎡ 

屋内体育館 新 築 昭和 62年 12月 鉄骨造 2階建 741㎡ 

プ ー ル 

アルミプール 昭和 54年 4月 1面  

昭和 63年 5月 1面（低学年用）  

プール管理棟 昭和 54年 7月 軽量鉄骨造平屋建 79㎡ 

（機械室・便所・更衣室・倉庫）  

そ の 他 

物 置 昭和 59年 5月 軽量鉄骨造平屋建 13㎡ 

  軽量鉄骨造平屋建 12㎡ 

  軽量鉄骨造平屋建 20㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 16,113㎡ 

位 置 北緯 37°29′40″ 東経 140゜25′44″  標高 235ｍ 

 

【和田小学校】                    （明治 6年 12月 10日創立） 

所 在 本宮市和田字学校前 1番地 

校 舎 新 築 昭和 61年 3月 鉄筋コンクリート造 3階建 2,435㎡ 

屋内体育館 新 築 昭和 57年 12月 鉄骨造 2階建 724㎡ 

プ ー ル 

アルミプール 昭和 54年 7月 1面  

昭和 54年 5月 1面（低学年用）  

プール管理棟 昭和 50年 6月 軽量鉄骨造平屋建（機械室・更衣室） 51㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 17,222㎡ 

位 置 北緯 37°31′37″ 東経 140゜26′37″  標高 284.0ｍ 
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【白岩小学校】                    （明治 6年 8月 20日創立） 

所 在 本宮市白岩字馬場 193番地 1 

校 舎 新 築 昭和 57年 9月 鉄筋コンクリート造 3階建 3,602㎡ 

屋内体育館 新 築 平成 5年 3月 鉄骨造 2階建 1,095㎡ 

プ ー ル 

コンクリートプール(FRP仕上げ)  昭和 50年 6月 1面 

平成 元年 4月 1面（低学年用） 

プール管理棟 平成元年 4月 軽量鉄骨造平屋建 

（機械室・更衣室・トイレ） 

 

 

80㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 18,457㎡ 

位 置 北緯 37°30′10″ 東経 140゜28′27″  標高 231.0ｍ 

 

【本宮第一中学校】                  （昭和 22年 4月 1日創立） 

所 在 本宮市本宮字懸鉄 15番地 

校 舎 

第 1 期工事 昭和 48年 2月 鉄筋コンクリート造 3階建 1,677㎡ 

第 2 期工事 昭和 49年 3月 

平成 27年 2月 

平成 28年 10月 

鉄筋コンクリート造 3階建 

北校舎耐震補強改修 

南校舎耐震補強改修 

2,631㎡ 

技 術 室 昭和 57年 11月 鉄骨造平屋建 448㎡ 

計   4,756㎡ 

屋内体育館 
新 築 平成 6年 7月 鉄筋コンクリート造（旧本宮体育館） 3,285㎡ 

 （平成 21年 4月より本宮体育館を体育館とする。）  

柔 剣 道 場 新 築 昭和 59年 12月 鉄骨造平屋建 350㎡ 

そ の 他 

屋 外 便 所 昭和 56年 3月 軽量鉄骨造平屋建 15㎡ 

更 衣 室 昭和 57年 9月 木造平屋建 63㎡ 

石 油 庫 昭和 59年 12月 コンクリートブロック造平屋建 5㎡ 

連 絡 通 路 平成 25年 7月 鉄骨造 2階建 169㎡ 

校 地 
敷 地 面 積 54,863㎡ 

位 置 北緯 37°31′02″ 東経 140゜23′30″   
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【本宮第二中学校】                  （昭和 40年 4月 1日創立） 

所 在 本宮市荒井字団子森 28番地 

校 舎 

新 築 平成 25年 7月 鉄筋コンクリート造 3階建 3,750㎡ 

技 術 室 平成 25年 7月 鉄骨造平屋建 150㎡ 

計   3,900㎡ 

屋内体育館 新 築 平成 25年 2月 鉄筋コンクリート造平屋建 1,219㎡ 

柔 剣 道 場 新 築 昭和 63年12月 鉄骨造平屋建 380㎡ 

プ ー ル 

コンクリートプール 昭和 46年 7月 １面（25ｍ×15ｍ） 

プール管理棟    昭和 46年 7月 コンクリートブロック造平屋建 

375㎡ 

73㎡ 

  （機械室・便所・更衣室） 

校 地 
敷 地 面 積 41,397㎡（平成２９年１１月 19,280㎡拡張） 

位 置 北緯 37°29′05″ 東経 140゜22′01″   

 

【白沢中学校】                    （昭和 56年 4月 1日創立） 

所 在 本宮市白岩字柳内 835番地 

校 舎 

第 1 期工事 昭和 55年 3月 鉄筋コンクリート造 2階建 889㎡ 

第 2 期工事 昭和 56年 3月 鉄筋コンクリート造 3階建 2,786㎡ 

技 術 室 昭和 56年 3月 鉄筋コンクリート造平屋建 202㎡ 

増 築 平成 3年 3月 鉄骨造 129㎡ 

増 築 平成 8年 12月 

平成 25年 11月 

鉄筋コンクリート造 2階建 

耐震補強改修 

636㎡ 

計   4,642㎡ 

屋内体育館 
新 築 昭和 56年 3月 

平成 28年 2月 

鉄骨造 2階建 

耐震補強改修 

1,311㎡ 

プ ー ル 

コンクリートプール(FRP仕上げ) 昭和 56年 7月  1面(25ｍ×15ｍ) 375㎡ 

プール管理棟 昭和 56年 7月 軽量鉄骨造平屋建 90㎡ 

（機械室・更衣室・便所）  

校 地 
敷 地 面 積 52,610㎡ 

位 置 北緯 37°30′17″ 東経 140゜27′02″  標高 299.0ｍ 
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【みずいろ保育所】 

開 設 令和 4年 7月 1日  

所 在 本宮市本宮字下台 77番地 1  

園 舎 新    築 令和 4年 7月  鉄骨造平屋建 1057.90㎡ 

園 地 敷地面積 4,619㎡  

定 員 １１６名  

 

【たかぎ保育所】 

開 設 令和 3年 7月 1日 

所 在 本宮市高木字大学 80番地 1  

園 舎 新    築  令和 3年 7月 鉄骨造平屋建             1078.23㎡ 

園 地 敷地面積 2,646㎡  

定 員 １２８名 

 

【まゆみ保育所】 

開 設 令和 2年 2月 1日 

所 在 本宮市本宮字反町 12番地 1 

園 舎 新    築  令和元年 12月 鉄骨造平屋建        1080.85㎡ 

園 地 敷地面積 4,350.15㎡ 

定 員 １２８名 

 

【白沢保育所】 

開 設 平成 11年 4月 1日 

所 在 本宮市糠沢字五味内 211番地 

園 舎 新    築  平成 11年 3月 鉄骨造平屋建        639㎡ 

園 地 敷地面積 2,598㎡ 

定 員 ７１名 

 

【五百川幼保総合施設】 

開 設 平成 24年 4月 1日 

所 在 本宮市荒井字山神 23番地 1 

園 舎 
新    築  平成 24年 3月  鉄骨造平屋建 

既存園舎 平成 13年 3月 鉄骨造平屋建（第２園舎） 

1,625㎡ 

194㎡ 

園 地 敷地面積 8,584㎡ 

定 員 幼稚園部１４０名 保育所部１６６名 
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【岩根幼稚園】 

開 設 昭和 55年 4月 1日 

所 在 本宮市岩根字下年神 92番地１ 

園 舎 

新    築  昭和 57年12月  鉄骨造平屋建 

増    築  昭和 61年１月  鉄骨造平屋建（テラス部） 

増  築 平成 21年 2月 鉄骨造平屋建 

301㎡ 

16㎡ 

139㎡ 

園 地 敷地面積 1,894㎡ 

定 員 ４歳（６０名） ５歳（６０名） 

   

【糠沢幼稚園】 

開 設 昭和 45年 4月 1日 

所 在 本宮市糠沢字原 23番地 

園 舎 
新    築  昭和 60年12月  鉄骨造平屋建     

増    築  平成 9年 6月  鉄骨造平屋建     

355㎡ 

113㎡ 

園 地 敷地面積 1,493㎡ 

定 員 ４歳（６０名） ５歳（６０名） 

   

【和田幼稚園】 

開 設 昭和 45年 4月 1日 

所 在 本宮市和田字学校前 3番地 

園 舎 新    築  昭和 60年1月  鉄骨造平屋建     355㎡ 

園 地 敷地面積 3,077㎡ 

定 員 ４歳（３０名） ５歳（３０名） 

   

【白岩幼稚園】 

開 設 昭和 45年 4月 1日 

所 在 本宮市白岩字馬場 166番地 

園 舎 新    築  昭和 60年1月  鉄骨造平屋建     555㎡ 

園 地 敷地面積 4,975㎡ 

定 員 ４歳（６０名） ５歳（６０名） 
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（放課後児童クラブ実施施設） 

 

【第二児童館】 

開 設 昭和 55年 5月 1日 

所 在 本宮市本宮字花町 33番地１ 

園 舎 新   築 昭和 55年 3月 31日 鉄骨造平屋建 220㎡  

敷 地 面    積 1,493㎡  

 

【もとみや放課後児童クラブ】 

開 設 平成 11年 4月 1日 

所 在 本宮市本宮字舘ノ越 48番地（本宮小学校内） 

学 区 本宮小学校 

定 員 おおむね８０名 

 

【まゆみ放課後児童クラブ】 

開 設 平成 11年 4月 1日 

所 在 本宮市本宮字花町 33番地１（第二児童館内） 

学 区 本宮まゆみ小学校 

定 員 おおむね８０名 

 

【五百川放課後児童クラブ】 

開 設 平成 11年 4月 1日 

所 在 本宮市荒井字西畑 1番地 1（五百川小学校内） 

学 区 五百川小学校 

定 員 おおむね８０名 

 

【岩根放課後児童クラブ】 

開 設 平成 11年 4月 1日 

所 在 本宮市岩根字下年神 12番地（岩根小学校内） 

学 区 岩根小学校 

定 員 おおむね８０名 
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【和田放課後児童クラブ】 

開 設 平成 17年 4月 1日 

所 在 本宮市和田字久保 171番地（白沢公民館和田分館内） 

学 区 和田小学校 

定 員 おおむね４０名 

 

【糠沢放課後児童クラブ】 

開 設 平成 17年 4月 1日 

所 在 本宮市糠沢字原 241番地（白沢公民館糠沢分館内） 

学 区 糠沢小学校 

定 員 おおむね４０名 

 

【白岩放課後児童クラブ】 

開 設 平成 17年 4月 1日 

所 在 本宮市白岩字馬場 296番地 1（白岩コミュニティセンター内） 

学 区 白岩小学校 

定 員 おおむね４０名 
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所 在 本宮市本宮字矢来３９番地１

９９３．７４㎡（１F:908.07㎡　2F:903.55㎡　PH:25.84㎡）

（公民館:908.07㎡　機械室:30.00㎡　ポンプ室:16.00㎡　物置:19.87㎡　自転車置場:19.80㎡）

構 造 鉄筋コンクリート造２階建

総 工 費 新築　１４５，８２７千円

新　　　　築　昭和５２年６月

災害復旧工事　令和３年３月　高圧受電設備の嵩上げ、空調設備のエアコン化

敷 地 面 積 ４，３８１．１２㎡

建 築 面 積 993.74㎡（１F:908.07㎡　2F:903.55㎡　PH:25.84㎡）

構 造 鉄筋コンクリート造２階建

総 工 費 新築　１４４，９９７千円

新　　　　築　昭和５２年６月

災害復旧工事　令和３年３月　

所 在 本宮市青田字行人段１４番地１

建 築 面 積 ３１７．３５㎡（公民館:297.91㎡　倉庫19.44㎡）

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

総 工 費 ２７，１５０千円

竣 工 昭和５０年３月

敷 地 面 積 ６１９．０６㎡

所 在 本宮市荒井字茶園５番地

建 築 面 積 ３８１．１９㎡（公民館:361.75㎡　倉庫19.44㎡）

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

総 工 費 ３４，３７９千円

竣 工 昭和５１年３月

敷 地 面 積 １，２２６．８６㎡

所 在 本宮市仁井田字寺下１５番地

建 築 面 積 ３７９．６３㎡（公民館:360.19㎡　倉庫19.44㎡）

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

総 工 費 ３４，７２０千円

竣 工 昭和５２年２月

敷 地 面 積 １，５７１．３８㎡

４　社会教育施設・社会体育施設の概要

（１）社会教育施設

【中央公民館】　（２階　勤労青少年ホーム）　℡24-1930

勤労青少年ホーム

建 築 面 積

竣　　　工

竣　　　工

【青田地区公民館】　℡33-2684

【荒井地区公民館】　℡33-2012

【仁井田地区公民館】　℡33-2661
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所 在 本宮市高木字舟場８番地１

建 築 面 積 ７１０．５０㎡

構 造 鉄筋造平屋建

総 工 費 ３７８，８０４千円

竣 工 平成３１年４月

敷 地 面 積 ２,９５５．４８㎡

所 在 本宮市岩根字上土渕６番地（岩根農業構造改善センター内）

敷 地 面 積 ２，０７９．４４㎡

所 在 本宮市白岩字堤崎５００番地

竣 工 昭和５３年３月

建 築 面 積 １，４７５．１８㎡

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

総 工 費 ２４８，１４１千円

国県補助金 　４０，０００千円

起 債 １５２，６００千円

一 般 財 源 　５５，５４１千円

増 築
（大ホール）
　建築年月日　昭和６１年１１月３０日
　建築面積　　１９４．４０㎡

所 在 本宮市和田字久保１７１番地

竣 工 昭和５９年３月

建 築 面 積 ４１３．４２㎡

構 造 軽量鉄骨造

所 在 本宮市糠沢字原２４１番地

竣 工 平成６年３月

建 築 面 積 ４７８．００㎡

構 造 鉄骨造平屋建

所 在 本宮市白岩字関根７３番地３

竣 工 平成３年３月

建 築 面 積 ４５２．２７㎡

構 造 鉄骨造平屋建

【白沢公民館和田分館（和田新農業構造改善センター）】　℡44-3521

【白沢公民館糠沢分館（糠沢集落センター）】　℡44-2355

【白沢公民館白岩分館（白沢産業振興会館）】　℡44-2092

【高木地区公民館】　℡33-4580(公衆用)　33-2408(緊急通報用)

【岩根地区公民館】　℡39-2111

【白沢公民館】　℡44-2350
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所 在 本宮市長屋字小山３４番地

竣 工 昭和５８年３月

建 築 面 積 ２７０．７９㎡

構 造 木造モルタル造

所 在 本宮市稲沢字見切田５３番地

竣 工 昭和６３年４月

建 築 面 積 ４１８．０８㎡

構 造 鉄骨造平屋建

所 在 本宮市松沢字池平３６番地

竣 工 昭和６０年３月

建 築 面 積 ５００．４６㎡

構 造 鉄骨造平屋建

所 在 本宮市本宮字南町裡１３０番地

建 築 面 積 本館３６９．４９㎡　別館９２．３５㎡

構 造 本館：鉄筋コンクリート造２階建　別館：木造モルタル２階建

総 工 費 新築　２５，２５０千円

新　　　　築　大正１３年

災害復旧工事　令和２年６月

敷 地 面 積 １，０５６．８３㎡

備 考
大正１３年本宮電気株式会社の社屋として建設、東北配電・東北電力の本
宮営業所として利用され、その後昭和５４年東北電力より払い下げを受け
る。昭和５５年６月より資料館として開館した。

所 在 本宮市白岩字堤崎４９４番地４４

竣 工 平成元年１１月

建 築 面 積 ７９０．００㎡

構 造 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

総 工 事 費 １６１，３０７千円

【白沢公民館稲沢分館（稲沢産業センター）】　℡44-2007

【白沢公民館松沢分館（松沢地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）】　℡44-3103

【歴史民俗資料館】　℡33-2546

【白沢ふれあい文化ホール】　℡44-3185

竣 工

【白沢公民館長屋分館（長屋地区住民センター）】　℡44-2382
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所 在 本宮市本宮字矢来３９番地４

新　　　　築　昭和６３年５月

災害復旧工事　令和３年３月　観覧席を移動式から固定式へ更新

建 築 面 積 ２０４７．７１㎡

構 造 鉄筋コンクリート造２階建（本館１９８８．０９㎡、物置５９．６２㎡）

総 工 事 費 ９０６，０００千円

備 考 収容人数　４５６人

所 在 本宮市和田字牛ヶ平２７２番地３

竣 工 平成６年２月

建 築 面 積 １，１７２．０９㎡

構 造 鉄骨造平屋建

総 工 事 費 ３７０，２８５千円

備 考 収容人数　６６３人

所 在 本宮市白岩字堤崎５００番地

竣 工 平成９年３月

建 築 面 積 ４８０．５０㎡

構 造 鉄筋コンクリート平屋建

総 工 事 費 ２１８，５６３千円

【しらさわ夢図書館】　℡44-2112

【サンライズもとみや】　℡33-2611

【しらさわカルチャーセンター】（白沢公民館　℡44-2350）

竣 工
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所 在 本宮市高木字黒作１番地

４，３４０．１６㎡（延べ面積:5,741.18㎡）

（アリーナ：1,702㎡、観客席：896席、身障者用10席）

構 造 鉄筋コンクリート造２階建

総 工 費 ２，１５０，０００千円

竣 工 平成５年７月

面 積 １２，０００㎡

面 積 ４，２４０㎡　（５コート中３コート照明設備あり）

竣 工 令和３年１１月

面 積 １６，７３１.３㎡

施 設 設 備

①直線ランニングコース　１００ｍ　④ダックアウトシェルター　１基
　ゴムチップ舗装
②平坦なランニングコース４００ｍ　⑤水飲み場　　　　　　　　１基
　ゴムチップ舗装
③高低差ランニングコース４５０ｍ　⑥健康遊具　　　　　　　　３基
　クレイ舗装　　　　　　　　　　　⑦夜間照明　　　　　　　１１基

所 在 本宮市白岩字堤崎３１８番地の１

竣 工 平成２年１０月

建 築 面 積 ３，８６５．４５㎡（アリーナ:1,612.80㎡）

構 造 鉄筋コンクリート造

総 工 費 ７０９，９０２千円

国庫補助金 　４０，０００千円

所 在 本宮市荒井字茶園５番地

建 築 面 積 ６４５．６１㎡（1F:571.20㎡　2F:74.41㎡）

構 造 鉄骨造平屋建

総 工 費 新築　５６，１９８千円

新　　　　築　昭和５５年１２月

耐震補強改修　令和３年３月

所 在 本宮市仁井田字寺下１５番地

建 築 面 積 ６４５．６１㎡（1F:571.20㎡　2F:74.41㎡）

構 造 鉄骨造平屋建

総 工 費 新築　５１，７９０千円

新　　　　築　昭和５５年１２月

耐震補強改修　令和３年３月

多目的グラウンド

庭球場

みんなの原っぱ運動広場

（２）社会体育施設

【本宮運動公園】　℡34-2131   【生涯学習センター】　℡33-2611

【白沢体育館】　℡44-4255

【荒井体育館】

【仁井田体育館】

総合体育館

竣 工

竣 工

建築面積
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所 在 本宮市長屋字小山３４番地１

建 築 面 積 ６６４．５０㎡

構 造 鉄骨造平屋建

竣 工 昭和６２年１月

所 在 本宮市稲沢字見切田５５番地

建 築 面 積 ７０９．００㎡

構 造 鉄骨造平屋建

竣 工 平成４年３月

所 在 本宮市白岩字堤崎４９４番地４４

竣 工 昭和４８年１１月

面 積 ２４，０００㎡

改修年月日 平成７年３月３０日（陸上専用競技場へ）

所 在 本宮市白岩字堤崎４９４番地４４

竣 工 昭和４８年１１月

面 積 ２０９．３５㎡

改修年月日 平成１３年８月

所 在 本宮市関下字東原７番地

面 積 １３，６３９㎡

総 工 費 ３４，９７７千円

竣 工 昭和５８年１０月

所 在 本宮市青田字来ノ池５５番地

面 積 １３，４３８㎡

所 在 本宮市荒井字茶園５番地

面 積 １５，０２５㎡

所 在 本宮市仁井田字寺下１５番地

面 積 ９，０９４㎡

所 在 本宮市和田字大木内９３番地イ号

竣 工 昭和６２年３月

面 積 ６，６４７．３５㎡

【和木沢運動場】

【仁井田運動場】

【青田運動場】

【荒井運動場】

【神座運動場】

【長屋体育館】

【稲沢体育館】

【白沢運動場】

白沢運動場管理棟
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所 在 本宮市長屋字宮山２１番地５

竣 工 平成７年３月

面 積 １４，２２２．００㎡

所 在 本宮市稲沢字五百田４３番地

竣 工 昭和６３年１１月

面 積 １０，２６９．００㎡

所 在 本宮市松沢字宮前３５番地１

竣 工 昭和５７年７月

面 積 ６，４００．００㎡

所 在 本宮市糠沢字石神６１番地

竣 工
平成６年６月（グリーンパーク野球場）
平成６年８月（夜間照明）

面 積 ２８，０００㎡（グラウンド面積　１３，７７０㎡）

総 工 事 費 １，６３３，６８８千円

両 翼 １００ｍ

中 堅 １２２ｍ

収 容 人 数
内野スタンド（椅子席）　　　　　　　　　２，４７４名
外野スタンド及び内野補助スタンド（芝席）１，３７６名

竣 工 平成６年６月（グリーンパークサッカー場）

面 積 サッカー場　１面（１０５ｍ×６８ｍ）

改修年月日 平成１６年８月（芝地コート）

所 在 本宮市糠沢字五味内２３０番地

竣 工
昭和５５年３月（野球場）
昭和５９年３月（夜間照明）

面 積 ８，６２５㎡

所 在 本宮市本宮字舞台３６番地

竣 工 平成９年３月

敷 地 面 積 ７，３４４．７９㎡（スポーツ広場全体 12,222.00㎡）

建 築 面 積 ２，１６４．８６㎡（床面積 1,893.01㎡）

施 設 設 備

競技プール 25×6コース（水深120cm～125cm）
幼児プール 80.6㎡（水深40cm～50cm）
ウォータースライダー（H=3.7ｍ　L=37.7ｍ）
採暖室（60℃～100℃ 遠赤外線）

総 工 費 １，１６２，７９３千円

【松沢運動場】

【市民プール】　℡34-3003

【しらさわグリーンパーク】℡44-4555

多目的広場

【白沢野球場】

【長屋みややま運動場】

【稲沢運動場】

-98-



所 在 本宮市白岩字堤崎３１８番地１

竣 工 平成２年５月

改修年月日 平成１４年３月２７日（缶体塗装、更衣室・シャワー室の修理）

面 積 １５２．１４㎡（６コース）

所 在 本宮市白岩字堤崎４５８番地１

竣 工
昭和６１年３月（全天候型テニスコート）
昭和６１年８月（夜間照明）

改修年月日 平成１６年７月（人工芝 オムニコート）

面 積 ２，５０８３．７㎡（４コート）

所 在 本宮市白岩字柳内８３５番地２

竣 工 平成７年３月

面 積 ６５０．７㎡（競技場面積４５９㎡）

所 在 本宮市和田字牛ヶ平２６８番地３

竣 工 平成１１年７月（鉄骨平屋建）

移管年月日 平成１３年４月１日（教育委員会管理）

面 積 ６５０．７㎡（競技場面積４５９㎡）

総 工 事 費 ５５，４５６千円

【子ども屋外プール】

所　　　在 　本宮市本宮字舞台１番地

敷 地 面 積 　１，８３４．２８㎡

建 築 面 積 　　　５８９．８６㎡

施 設 設 備
　高学年プール　２５ｍ×６コース（水深１１０cm～１３０cm）
　低学年プール　１２ｍ×５ｍ（水深６０cm～６５cm）
　幼児プール　６ｍ×５ｍ（水深４０cm～４５cm）

竣      工 　平成２７年３月

【屋内運動場（愛称：まゆみアリーナ）】(生涯学習センター　℡33-2611)

所 在 本宮市関下字東原５番地１

竣工年月日 平成２８年９月

延 床 面 積 １，３８２．７６㎡

建 築 面 積 １，４５３．９４㎡

施 設 設 備
砂入り人工芝
防球ネットを蚊帳状に設置
フットサルコート２面、テニスコート２面　等

総 工 費 ６５１，７３４千円

【白沢Ｂ＆Ｇ海洋センター】　℡44-3318

【白沢庭球場】（白沢公民館　℡44-2350）

【白沢柔剣道場】（白沢公民館　℡44-2350）

【白沢シルバースポーツセンター】（白沢公民館　℡44-2350）
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【コミュニティ交流広場パークゴルフ場】(生涯学習センター　℡33-2611)

所 在 本宮市高木字長瀬地内

竣工年月日 平成２９年６月

敷 地 面 積 ５，６９４．２㎡（うちパークゴルフ場４，００５．４㎡）

施 設 設 備
９ホール（総延長３７８ｍ）
管理棟（管理室、男女トイレ、倉庫）
貸出用具（クラブ、ボール）

総 工 費 ６７，３５９千円
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